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平成22年10月1日 （2） 府立清水谷高女・高校同窓会会報 

東
京
支
部
だ
よ
り 

社
団
法
人
 
清
友
会
の
変
革
 

理
事
長
　
 

　
日
根
野
　
文
三
 

　
　
　
　
　
（
高
22
回
）
 

　
　
　
東
京
支
部
長
 

　
　
　
　
高
１０
回
　
中
島
　
汎
仁 

 

　
会
員
の
皆
様
に
は
ご
盛
栄

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
日
頃
は
清
友
会
に
種
々

ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

　
去
る
６
月
１９
日
の
総
会
に

於
き
ま
し
て
、
皆
様
か
ら
お

預
か
り
い
た
し
ま
し
た
年
会

費
に
基
づ
く
平
成
２１
年
度
事

業
報
告
・
決
算
等
並
び
に
本

年
度
事
業
計
画
・
予
算
等
の

承
認
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
多
数
の
ご
参
加
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

　
さ
て
、
公
益
法
人
制
度
改

革
へ
の
社
団
法
人
清
友
会
の

対
応
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。 

１
、
ま
ず
経
緯
に
つ
き
ま
し

て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

・
平
成
１８
年
の
公
益
法
人
三

法
の
成
立
に
伴
い
、
平
成
２０

年
１２
月
１
日
よ
り
改
革
へ
の

手
続
法
令
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。 

・
５
年
間
の
期
間
が
あ
り
ま

す
が
、
平
成
２５
年
１１
月
３０
日

迄
に
社
団
法
人
清
友
会
と
し
 

て
何
ら
か
の
対
応
を
と
ら
ざ

る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。 

２
、
そ
こ
で
具
体
的
に
は
、

次
の
内
容
を
選
択
せ
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

A
「
一
般
社
団
と
し
て
申
請

し
法
人
組
織
を
継
続
す
る
。」 

B
「
任
意
団
体
た
る
同
窓
会

に
一
本
化
し
て
教
育
委
員
会

等
の
管
理
・
監
督
等
か
ら
解

放
さ
れ
る
。」 

に
つ
い
て
理
事
会
・
評
議
会

に
諮
り
鋭
意
検
討
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
特
に
本
年
（
平

成
２２
年
）
３
月
よ
り
、「
社

団
法
人
清
友
会
組
織
検
討
委

員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
最
終

案
を
と
り
ま
と
め
る
べ
く
検

討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
し
て
本
年
５
月
２２
日
付
で

答
申
書
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　（
6
頁
参
照
） 

３
、
同
窓
会
活
動
の
団
体
た

る
清
友
会
に
お
い
て
は
、
A

に
適
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ず
、
B
を
選
択
す
べ
き
と
い

う
事
が
検
討
委
員
会
の
結
論

と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

理
事
会
・
評
議
員
会
に
お
い
 

て
も
大
筋
の
理
解
を
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。 

　
ま
た
、
答
申
を
具
体
的
に

進
め
る
上
で
、
重
要
な
手
続

き
上
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

社
団
法
人
「
解
散
」
決
議
の

た
め
に
は
現
行
定
款
で
総
会

員
（
1
6
、
0
0
0
名
）
の

3
分
の
2
以
上
の
賛
成
が

必
要
と
な
っ
て
お
り
、
現
実

的
に
は
実
行
不
可
能
で
す
。

こ
の
為
、
定
足
数
緩
和
等
の

定
款
変
更
を
先
行
せ
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

４
、
従
い
ま
し
て
、
今
後
の

定
時
総
会
に
於
き
ま
し
て
自

主
解
散
の
決
議
及
び
具
体
的

手
続
き
の
ご
説
明
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
ま
た
、
ご
意
見

を
頂
き
ま
し
て
、
ご
理
解
を

賜
り
ま
す
様
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

　
次
に
、
平
成
２３
年
に
清
水

谷
高
等
学
校
は
創
立
１
１
０

周
年
を
迎
え
ま
す
。
平
成
２０

年
１０
月
に
清
友
会
・
学
校
・

P
T
A
か
ら
選
出
さ
れ
た
委

員
で
構
成
さ
れ
る
「
創
立
１

１
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委

員
会
」
が
発
足
し
、
２
年
弱

の
間
準
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
本
校
に
お
き
ま
し

て
は
平
成
２３
年
度
を
創
立
１

１
０
周
年
記
念
年
度
と
し
、

各
行
事
に
冠
と
し
て
「
創
立

１
１
０
周
年
記
念
」
と
記
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
平
成
２３
年
６
月
総
会
の
懇

親
会
を
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
 

モ
ニ
ー
と
し
、
１１
月
の
記
念

式
典
等
へ
向
か
っ
て
参
り
た

い
と
企
画
し
て
い
ま
す
。（
記

念
事
業
の
詳
細
は
4
、
5
頁

を
ご
覧
下
さ
い
。） 

　
第
三
に
、
清
友
会
各
種
事

業
へ
の
積
極
的
ご
参
加
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
公
開
セ

ミ
ナ
ー
・
フ
ェ
ス
タ
清
友
・

文
化
講
座
・
観
劇
会
・
ゴ
ル

フ
会
・
新
年
互
礼
会
等
で
、

大
い
に
清
友
会
ラ
イ
フ
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。
在
校
生

の
活
躍
に
も
大
い
に
注
目
・

応
援
し
て
や
っ
て
い
た
だ
く

事
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
第
四
に
、
東
京
支
部
・
東

海
支
部
と
の
組
織
的
一
体
性

を
持
っ
た
、
よ
り
一
層
の
相

互
交
流
を
続
行
し
て
参
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。 

　
第
五
に
、
昭
和
２１
年
４
月

に
先
輩
方
の
ご
尽
力
で
設
立

さ
れ
ま
し
た
清
友
幼
稚
園
で

す
が
、
清
水
谷
精
神
に
則
り

理
想
の
幼
児
教
育
を
目
指
し

て
精
進
し
て
参
る
所
存
で
す
。 

　
最
後
に
、
清
友
会
活
動
は

皆
様
の
会
費
に
よ
り
資
金
的

に
支
え
て
い
た
だ
き
深
く
感

謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
清

友
会
事
業
へ
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
参
加
に
よ
る
精
神
的

な
ご
支
援
も
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
支
援

の
下
、
清
友
会
全
体
の
よ
り

一
層
の
活
性
化
に
努
め
る
所

存
で
す
の
で
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

　
一
昨
年
の
支
部
だ
よ
り
に
も

触
れ
ま
し
た
が
、
東
京
支
部
総

会
の
会
場
は
、
東
京
駅
大
丸
百

貨
店
「
ル
ビ
ー
ホ
ー
ル
」
が
再

開
発
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
て
か
ら
、

こ
の
４
年
間
と
い
う
も
の
、
霞

が
関
ビ
ル
な
ど
を
経
て
毎
年
会

場
が
変
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

昨
年
よ
う
や
く
安

定
で
き
そ
う
な
会

場
「
清
澄
庭
園
」

に
て
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

清
澄
庭
園
は
、
古

く
江
戸
時
代
か
ら

の
庭
園
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
が
、

明
治
１１
年
に
岩
崎

弥
太
郎
が
新
し
く

開
園
し
、
現
在
は

東
京
都
が
「
都
指

定
名
勝
」
と
し
て

管
理
運
営
さ
れ
て

い
る
庭
園
で
す
。
支
部
総
会
は
、

庭
園
内
の
「
大
正
記
念
館
」
を

会
場
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
の
よ
う
な
豪
華
さ
や
サ

ー
ビ
ス
は
望
め
ま
せ
ん
が
費
用

的
に
は
格
段
に
利
用
し
や
す
く

都
心
の
中
の
落
ち
着
い
た
庭
園

の
雰
囲
気
と
相
俟
っ
て
同
窓
会

に
相
応
し
い
会
場
で
は
な
い
か

と
自
賛
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、

利
用
に
際
し
て
は
、
半
年
前
に

抽
選
に
よ
る
利
用
申
し
込
み
と

な
り
、
も
し
抽
選
に
外
れ
た
ら

…
の
心
配
は
残
る
の
で
す
が
、 

今
年
も
無
事
当
選
の
幸
運
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。
　
 

　
さ
て
、
昨
年
の
東
京
支
部
総

会
は
、
１０
月
１７
日
（
土
）
に
、

こ
の
清
澄
庭
園
に
て
開
催
し
ま

し
た
。
ご
来
賓
と
し
て
母
校
校

長
の
南
太
一
郎
様
、
本
部
か
ら

副
会
長
（
社
団
法
人
副
理
事
長
）

の
伊
藤
恵
美
子
様
（
高
２２
回
）、

東
海
支
部
か
ら
講
師
と
し
て
支

部
長
の
三
堀
俶
様
（
高
６
回
）、

支
部
代
表
と
し
て
西
村
和
子
様
（
高

１１
回
）
を
お
迎
え
し
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま

し
た
。
南

校
長
か
ら
は
、

母
校
の
近

況
と
フ
ェ

ス
タ
清
友

の
状
況
を

楽
し
く
ご

紹
介
い
た

だ
き
ま
し
た
。

伊
藤
副
会

長
か
ら
、

組
織
移
行

検
討
状
況

お
よ
び
１

１
０
周
年
記
念
会
に
向
け
た
取

り
組
み
な
ら
び
に
募
金
活
動
に

つ
い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

東
海
支
部
の
西
村
様
は
、
２
年

前
に
は
講
師
と
し
て
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
皆
様

お
馴
染
み
で
し
た
が
、
１
０
０

周
年
を
記
念
に
ス
タ
ー
ト
し
た

支
部
相
互
の
交
流
の
歴
史
と
そ

の
意
義
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
東

海
支
部
の
状
況
に
つ
い
て
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
平
成
２１
年
度
東
京
支
部
の
事

業
報
告
、
会
計
報
告
な
ど
総
会
 

議
事
は
無
事
終
了
し
、
引
き
続

き
回
生
代
表
で
あ
る
清
滝
昌
三

郎
様
（
高
３
回
）
の
乾
杯
の
ご

発
声
で
懇
親
会
に
入
り
ま
し
た
。

清
滝
様
か
ら
、
当
時
新
制
高
校

発
足
に
伴
い
高
津
高
校
か
ら
清

水
谷
高
校
へ
転
校
す
る
い
き
さ

つ
や
正
門
ス
ロ
ー
プ
を
登
校
す

る
時
、
女
子
学
生
の
大
拍
手
に

迎
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
、
懐
か

し
い
お
話
し
が
あ
り
、
会
場
は

に
わ
か
に
和
や
か
な
懇
親
へ
と

進
み
ま
し
た
。
中
ほ
ど
、「
裁
判

員
制
度
あ
れ
こ
れ
」
と
題
し
て

三
堀
様
（
東
海
支
部
長
、
高
６
回
）

か
ら
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

丁
度
、
本
制
度
が
始
ま
っ
て
２

〜
３
の
事
例
が
話
題
と
な
っ
た

頃
で
皆
さ
ん
の
関
心
も
高
く
、

本
制
度
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す

く
お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
後
半
、

本
科
回
生
は
、
お
一
人
の
加
藤

禮
子
様
（
本
４１
回
）
が
お
忙
し

い
中
を
わ
ざ
わ
ざ
駆
け
つ
け
て

下
さ
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
今
年
の
支
部
総
会
は
、
平
成

２２
年
１０
月
１６
日
（
土
）、
冒
頭
の

東
京
都
『
清
澄
庭
園
』
に
て
１３:

３０
〜
開
催
の
予
定
で
す
。
総
会

開
始
前
に
庭
園
の
散
策
を
頂
く

た
め
１２:

３０
に
受
付
を
開
始
し

ま
す
の
で
、
秋
の
ひ
と
時
皆
様

お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
出
席
下
さ

い
ま
す
様
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
幹
事
グ

ル
ー
プ
の
皆
様
に
は
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

　
同
窓
会
に
は
不
思
議
な
力
が

あ
る
よ
う
だ
と
常
々
感
じ
て
い
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東
海
支
部
だ
よ
り 

ご
あ
い
さ
つ
 

―
清
水
谷
は
ひ
と
つ 

　
　
〜
深
め
る
絆
、
次
代
に
繋
ぐ
〜 

 

校
長
　
 

 

南
　
太
一
郎
 

　
社
団
法
人
清
友
会
、
同
窓

清
友
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
益
々
ご
清
祥
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
母
校
清
水
谷
に
対

し
ま
し
て
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

　「
か
く
て
明
治
３４
年
６
月

１２
日
午
後
２
時
よ
り
新
校
舎

体
操
室
に
於
て
大
阪
府
立
清

水
谷
高
等
女
学
校
開
校
式
が

行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。」

（「
清
水
谷
六
十
年
史
」
昭
和

３６
年
６
月
１２
日
刊
行
） 

　
本
校
は
明
治
３３
年
４
月
に

大
阪
市
立
第
二
高
等
女
学
校

と
し
て
設
立
が
認
可
さ
れ
、

翌
３４
年
４
月
に
は
南
区
千
年

町
校
舎
か
ら
現
在
の
校
地
に

あ
た
る
東
区
清
水
谷
東
之
町

に
移
転
さ
れ
る
。
６
月
３
日

に
は
大
阪
府
立
清
水
谷
高
等

女
学
校
と
改
称
さ
れ
、
６
月

１２
日
に
開
校
式
典
が
開
催
さ
 

れ
た
。 

　
爾
来
、
６
月
１２
日
は
清
水

谷
高
女
の
開
校
記
念
日
と
さ

れ
、
昭
和
２３
年
の
新
制
高
校

制
度
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
途

切
れ
る
こ
と
な
く
記
念
式
典

が
行
わ
れ
た
と
「
清
水
谷
百

年
史
」
巻
末
の
年
表
に
は
、

記
載
さ
れ
て
い
る
。 

　
こ
の
記
念
す
べ
き
６
月
１２

日
に
、
来
年
度
の
創
立
１
１

０
周
年
記
念
事
業
実
施
を
予

告
す
る
横
断
幕
開
き
式
が
清

友
会
、
P
T
A
、
教
職
員
の

参
加
を
得
て
行
わ
れ
た
。 

　
横
断
幕
は
玄
関
の
ピ
ロ
テ

ィ
正
面
３
階
ベ
ラ
ン
ダ
に
高
々

と
掲
げ
ら
れ
た
。
世
に
言
う

清
水
谷
ブ
ル
ー
地
に
白
文
字

で
「
清
水
谷
は
ひ
と
つ
―
深

め
る
絆
、
次
代
に
繋
ぐ
―
」

と
大
書
さ
れ
て
い
る
。 

 　
一
人
の
人
間
を
他
の
人
間

と
区
別
し
て
い
る
も
の
は
何
 

か
、
つ
ま
り
、
そ
の
人
を
そ

の
人
た
ら
し
め
て
い
る
も
の

は
何
か
と
言
う
と
、
そ
れ
は

「
過
去
」
で
あ
る
。
故
に
、「
過

去
の
記
憶
を
喪
失
し
た
人
間

は
、
同
時
に
未
来
を
も
失
い
」、

ま
た
「
人
が
未
来
に
向
か
っ

て
行
動
を
起
こ
す
出
発
点
は

そ
の
人
の
過
去
で
あ
り
、
現

在
そ
の
も
の
で
は
決
し
て
な

い
。
な
ぜ
な
ら
、
現
在
と
は

過
去
の
集
積
そ
の
も
の
だ
か

ら
」
で
あ
る
。
学
校
に
も
同

じ
こ
と
が
言
え
る
。
わ
が
清

水
谷
高
校
は
他
の
学
校
と
ど

こ
が
違
っ
て
い
る
か
ら
清
水

谷
な
の
か
。
そ
れ
は
他
に
類

を
見
な
い
輝
か
し
い
過
去
を

持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

　
 

　
創
立
１
１
０
周
年
を
機
に

「
温
故
知
新
」。
世
代
を
超
え

て
絆
を
深
め
、
こ
の
よ
き
伝

統
を
若
者
に
託
す
。
こ
れ
か

ら
の
未
来
の
た
め
に
、
清
友

会
、
P
T
A
、
教
職
員
が
一

体
と
な
っ
て
生
徒
た
ち
を
支

え
て
い
く
。 

　
学
び
の
庭
に
光
あ
れ
 

　
学
び
の
友
に
栄
え
あ
れ
 

　
　
東
海
支
部
長
 

　
　
　
高
６
回
　
三
堀
　
　
俶
 

 

同
窓
清
友
会
東
京
支
部
 

支
部
長
　
　中
島
　
汎
仁（
高
１０
回
） 

副
支
部
長
　岡
本
　
和
夫（
高
１０
回
） 

　
〃
　
　
　
 森
　
　
正
行（
高
１９
回
） 

　
〃
　
　
　
伊
部
千
代
子（
高
１９
回
） 

　
〃
　
　
　
吉
田
　
　
順（
高
２２
回
） 

　
〃
　
　
　
久
川
　
和
彦（
高
２４
回
） 

　
〃
　
　
　
浜
口
　
一
恵（
高
２５
回
） 

　
〃
　
　
　
福
本
　
和
生（
高
３１
回
） 

　
〃
　
　
　
中
村
　
知
司（
高
３２
回
） 

　
〃
　
　
　
始
関
　
尚
子（
高
３２
回
） 

　
〃
　
　
　
藤
田
　
正
数（
高
３３
回
） 

監
査
役
　
河
合
　
良
臣（
高
１１
回
） 

　
〃
　
　
　
藤
田
　
光
雄（
高
１１
回
） 

　
〃
　
　
　
繁
田
賢
太
郎（
高
１５
回
） 

 
ま
す
。
同
期
の
集
ま
り
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
同
じ
ク
ラ
ス
で

あ
っ
た
わ
け
で
も
な
く
当
時
は

あ
ま
り
話
し
す
ら
し
な
か
っ
た

の
に
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
懐
か
し

く
感
じ
る
の
か
、
心
が
許
し
あ

え
本
音
の
話
に
す
ぐ
入
る
の
か
…
。

同
期
で
な
く
て
も
、
そ
れ
が
先

輩
あ
る
い
は
後
輩
で
あ
っ
て
も
、

最
初
は
、
さ
す
が
カ
ベ
を
感
じ

は
す
る
が
、
し
ば
ら
く
話
し
て

い
る
う
ち
に
次
第
に
心
が
開
か
れ
、

何
と
な
く
内
々
の
気
分
で
話
し

合
え
る
。
同
窓
会
の
場
で
初
め

て
顔
を
合
わ
せ
た
者
同
士
な
の

に
…
。
社
会
で
の
い
ろ
ん
な
交

流
の
場
と
は
一
味
も
ふ
た
味
も

違
っ
た
同
窓
会
特
有
の
磁
場
の

よ
う
な
力
が
あ
る
よ
う
に
思
う

の
で
す
。
僅
か
３
年
間
で
は
あ

る
が
青
春
の
あ
の
多
感
な
時
期

を
過
ご
し
た
高
校
生
活
、
校
風

な
ど
の
絆
が
、
再
び
後
年
に
蘇

る
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
と
さ
ら
に
む
ず
か
し
く
考
え

な
く
て
も
、
久
し
ぶ
り
に
利
害

を
超
え
た
仲
間
の
集
ま
り
に
身

を
置
い
て
見
る
喜
び
を
感
じ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
　
 

　
本
年
度
の
総
会
は
、
母
校
清

水
谷
の
南
校
長
先
生
、
清
友
会

本
部
伊
藤
副
理
事
長
様
、
東
京

支
部
浜
口
副
支
部
長
様
を
お
迎

え
し
て
、
例
年
通
り
６
月
の
第

四
日
曜
日
に
、
名
鉄
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
「
涵
梅
舫
」
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
母
校
の
校
長
先

生
が
東
海
支
部
の

総
会
に
参
加
さ
れ

ま
し
た
の
は
東
海

支
部
の
５０
有
余
年

の
歴
史
上
は
じ
め

て
の
出
来
事
で
ま

さ
に
記
念
す
べ
き

年
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
ご
来

賓
の
方
３
名
と
、

特
別
会
員
の
森
川

先
生
が
久
方
ぶ
り

で
参
加
さ
れ
、
正

会
員
は
高
３
回
生

の
駒
澤
様
を
筆
頭
に
高
２５
回
生

の
山
本
幹
事
ま
で
１０
名
、
総
勢

１４
名
と
ほ
ぼ
昨
年
と
同
様
の
参

加
者
で
す
。
毎
年
参
加
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
本
科
４４
回
生
の
下

坂
様
が
東
京
に
転
居
さ
れ
、
つ

い
に
本
科
生
の
方
が
ゼ
ロ
と
な

り
ま
し
た
。
高
２
回
生
の
国
原

様
も
ご
入
院
中
で
欠
席
と
な
り

ま
し
た
。 

　
南
校
長
先
生
か
ら
は
学
区
の

エ
リ
ア
の
変
更
も
あ
り
、
清
水

谷
の
学
生
の
レ
ベ
ル
・
進
学
状

況
は
確
実
に
上
昇
し
て
い
る
こ
と
。

運
動
ク
ラ
ブ
、
文
化
ク
ラ
ブ
の
 

活
躍
の
様
子
な
ど
を
ご
報
告
い

た
だ
き
ま
し
た
。
清
友
会
伊
藤

副
理
事
長
様
か
ら
は
、
社
団
法

人
清
友
会
の
解
散
手
続
き
の
ご

報
告
と
、
１
１
０
周
年
記
念
事

業
の
概
要
お
よ
び
そ
の
た
め
の

募
金
運
動
に
協
力
の
要
請
が
あ

り
ま
し
た
。
東
京
支
部
浜
口
副

支
部
長
様
は
、
３
年
連
続
の
ご

参
加
で
す
。 

　
１
０
０
周
年
以
降
本
部
と
支
部
、

東
京
と
名
古
屋
の
支
部
間
の
交

流
も
年
々
活
発
化
し
て
き
て
お

り
ま
す
。

高
１１
回
生

の
西
村
氏

の
大
阪
、

東
京
で
の

講
師
と
し

て
の
活
躍

は
そ
の
証

左
で
も
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
今

年
初
め
て

参
加
さ
れ

ま
し
た
高

１１
回
生
の
中
村
龍
二
氏
は
、
昨

年
東
京
支
部
の
総
会
で
同
期
の

方
か
ら
ご
紹
介
を
い
た
だ
き
初

め
て
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

も
支
部
間
の
交
流
の
お
陰
と
喜

ん
で
い
ま
す
。 

　
今
年
の
懇
親
会
も
特
別
な
趣

向
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
例
年
と

同
じ
よ
う
に
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
始
ま
り
、
近
況
を
報
告

し
あ
い
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で

注
目
す
る
事
柄
を
ご
報
告
し
ま
す
。

高
８
回
生
の
蜂
谷
副
支
部
長
の

報
告
で
す
が
、
今
年
の
４
月
１１

日
発
刊
の
朝
日
新
聞
の
記
事
で
す
。 「

星
の
王
爺
さ
ま
に
感
謝
」
の
見

出
だ
し
で
、
１
月
オ
リ
オ
ン
座

の
ベ
テ
ル
ギ
ウ
ス
超
新
星
爆
発

の
兆
候
が
あ
る
と
い
う
新
聞
記

事
を
見
て
…
」
で
始
ま
る
北
九

州
市
の
７７
歳
の
田
原
和
子
様
が

書
か
れ
た
も
の
で
す
。
要
は
星

の
王
爺
様
は
岡
竹
先
生
で
、
先

生
が
清
水
谷
の
前
の
高
校
の
先

生
を
し
て
お
ら
れ
た
時
の
生
徒

が
田
原
様
で
す
。
そ
し
て
、
先

生
の
最
高
齢
者
の
生
徒
と
し
て

電
話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
講
義
を
受
け

星
の
勉
強
を
さ
れ
、
そ
の
状
況

を
記
事
に
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

先
生
と
別
れ
て
か
ら
何
年
た
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
　
　
 

　
も
う
一
つ
の
事
柄
は
、
清
水

谷
在
学
時
の
九
州
方
面
へ
の
修

学
旅
行
の
時
の
バ
ス
の
ガ
イ
ド

さ
ん
、
志
柿
晴
子
さ
ん
を
探
し

出
し
て
、
４６
年
ぶ
り
に
岡
竹
先

生
ご
担
任
の
２
年
Ｄ
組
ク
ラ
ス

会
で
の
記
念
文
集
に
「
修
学
旅

行
バ
ス
の
思
い
出
」
と
い
う
記

事
を
掲
載
し
て
い
た
だ
い
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
二
つ
の

先
生
と
生
徒
の
結
び
つ
き
、
遡

っ
て
調
べ
る
意
欲
、
何
か
今
の

学
校
教
育
と
か
け
離
れ
た
別
の

世
界
に
い
る
よ
う
な
感
動
を
覚

え
ま
し
た
。 

　
来
年
の
総
会
も
今
年
と
同
じ

６
月
の
第
四
日
曜
日
（
６
月
２６
日
）

場
所
も
同
じ
「
涵
梅
舫
」
で
行

い
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
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創立1 1 0周年記念事業  

記
念
式
典
・
 

記
念
講
演
会
 

記
念
イ
ベ
ン
ト
 

記
念
誌
発
行
 

日
　
時
　
平
成
２３
年
１１
月
６
日
（
日
） 

　
　
　
　
午
後
６
‥ 
００
〜
午
後
８
‥ 
３０
 

場
　
所
　
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
大
阪
 

会
　
費
　
１
万
円
、
着
席
・
コ
ー
ス
料
理
 

予
定
人
数
　
約
４
０
０
名
　
 

 

記
念
祝
賀
会
 

創
立
１
１
０
周
年
記
念
事
業
年
の
期
間
中
、
学

校
行
事
に
「
１
１
０
周
年
」
の
冠
を
付
け
て
実

施
し
ま
す
。
記
念
事
業
の
三
位
一
体
の
基
本
方

針
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
通
し
て
学
校
（
生

徒
）・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
清
友
会
が
一
緒
に
活
動
を
す

る
良
い
機
会
と
捉
え
、
体
育
祭
・
文
化
祭
な
ど

に
積
極
的
に
清
友
会
も
参
加
を
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、「
母
校

に
帰
ろ
う
」
の
合
言
葉
の
も
と
、
た
く
さ
ん
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。 

 現
在
、
予
定
し
て
い
る
企
画
 

体
育
祭
　
 

教
職
員
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
清
友
会
対
抗
の
玉
入
れ
を

し
ま
す
。
ぜ
ひ
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。 

体
育
祭
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
寄

贈
し
ま
す
。 

 
文
化
祭
　
　
 

１
１
０
周
年
の
記
念
マ
フ
ラ
ー
タ
オ
ル
を
販
売

し
ま
す
。 

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
バ
ザ
ー
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

清
友
会
も
会
員
の
作
品
を
展
示
す
る
作
品
展
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
会
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
作
品
の
募
集
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の

出
展
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 フ
ェ
ス
タ
清
友
を
も
と
に
、
１
年
間
（
平
成
２２

年
１１
月
〜
平
成
２３
年
１１
月
）
の
間
に
各
ク
ラ
ブ

単
位
で
そ
れ
ぞ
れ
が
現
役
と
O
B
・
O
G
会
の

交
流
会
を
実
施
し
ま
す
。 

済
美
館
改
修
 

在
校
生
支
援
 

第
一
に
、
済
美
館
は
大
正
１４
年
竣
工
の
同
窓
会

館
と
し
て
、
清
水
谷
高
校
に
唯
一
現
存
す
る
高

女
時
代
の
建
物
で
す
。
大
正
時
代
の
独
立
し
た

建
物
と
い
う
の
も
貴
重
で
あ
り
、
ア
ー
ル
形
式

の
仕
様
も
大
変
珍
し
い
も
の
で
す
。
昭
和
５４
年

の
大
規
模
補
修
か
ら
３０
年
を
経
過
し
た
こ
の
済

美
館
を
次
の
世
代
に
残
し
て
い
く
為
に
、
耐
震

診
断
を
基
に
必
要
な
箇
所
の
耐
震
補
強
を
行
う

と
同
時
に
、
防
水
補
修
、
ク
ラ
ッ
ク
補
修
等
が

必
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

第
二
に
、
同
窓
会
員
だ
け
で
な
く
、
在
校
生
も

授
業
や
ク
ラ
ブ
活
動
等
多
岐
に
わ
た
り
有
効
に

活
用
で
き
る
よ
り
よ
い
済
美
館
と
し
て
整
備
す

る
計
画
を
た
て
て
い
ま
す
。 

改
修
費
用
に
は
約
２
５
０
０
万
円
が
必
要
と
な

り
、
１
１
０
周
年
記
念
募
金
の
大
半
が
済
美
館

改
修
・
在
校
生
支
援
に
充
当
さ
れ
、
募
金
金
額

が
少
な
い
場
合
は
、
改
修
工
事
の
規
模
を
縮
小

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
格

段
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
記
念
募
金
 

平
成
２２
年
６
月
現
在
、
約
９
５
０
名
の
方
か
ら

約
９
１
０
万
円
、
学
校
の
１
１
０
周
年
積
立
金

か
ら
３
０
０
万
円
、
合
計
約
１
２
１
０
万
円
の

ご
寄
付
を
頂
い
て
い
ま
す
。 

上
記
、
記
念
事
業
、
特
に
多
額
の
費
用
が
か
か

る
済
美
館
改
修
も
含
め
て
、
皆
様
の
お
力
で
記

念
事
業
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う

に
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

◎
郵
便
振
替
口
座
　
　
　
　
　
 

大
阪
府
立
清
水
谷
高
等
学
校
 

　
１
１
０
周
年
記
念
募
金
 

　
０
０
９
２
０
―
５
―
２
５
４
５
４
９
 

▽
同
封
し
て
お
り
ま
す
郵
便
振
替
用
紙
に
て
お
振
込

下
さ
い
。 

 ◎
銀
行
振
込
 

６
月
か
ら
、
郵
便
振
替
に
加
え
て
、
銀
行
振
込
で

も
入
金
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。 

 口
座
名
義
人
　
 

　
大
阪
府
立
清
水
谷
高
等
学
校
　
創
立
１
１
０
周

　
年
記
念
募
金
委
員
会
　
会
長
　
日
根
野
文
三
 

 ・
三
井
住
友
銀
行
　
玉
造
支
店
　
　
 

　
普
通
預
金
６
５
７
０
９
７
８
 

・
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
　
谷
町
支
店
　
　
 

　
普
通
預
金
０
０
２
７
１
９
１
 

・
み
ず
ほ
銀
行
　
天
満
橋
支
店
　
　
 

　
普
通
預
金
１
１
５
７
３
７
３
 

・
り
そ
な
銀
行
　
大
阪
営
業
部
 
　
 

　
普
通
預
金
１
３
５
５
３
６
７
 

▽
お
名
前
の
前
に
、
回
生
を
記
入
、
も
し
く
は
入

力
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
　
例
　
高
２２
　
清
水
　
太
郎
 

 記
念
募
金
を
お
寄
せ
頂
い
た
方
の
回
生
と
お
名
前

は
会
報
に
掲
載
い
た
し
ま
す
が
、
個
人
ご
と
の
金

額
は
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

回
生
別
合
計
金
額
は
１１
頁
の
募
金
集
計
表
を
ご
ら

ん
下
さ
い
。 

な
お
、
匿
名
希
望
の
方
は
通
信
欄
に
そ
の
旨
ご
記

入
下
さ
い
。
清
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
、
１
１

０
周
年
記
念
事
業
の
新
し
い
情
報
な
ど
、
ご
案
内

い
た
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

日
　
時
　
平
成
２３
年
１１
月
６
日
（
日
） 

　
　
　
　
午
後
１
‥ 
３０
〜
午
後
４
‥ 
３０
 

場
　
所
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
ホ
ー
ル
 

予
定
人
数
　
１
４
０
０
名
 

　（
学
校
教
職
員
・
生
徒
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
清
援
会
　

　
　約
１
、
０
０
０
名
、
清
友
会
　
約
４
０
０
名
）

　
立
ち
見
不
可
 

 　
式
次
第
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
 

第
一
部
　
記
念
式
典
　
　
司
会
　
清
友
会
 

　
女
学
校
・
高
校
　
校
歌
斉
唱
、
挨
拶
等
 

第
二
部
　
記
念
講
演
 

　
　
講
師
　
小
田
　
章
　
氏
　
 

　
　
　
　
　
　
高
１４
回
生
（
和
歌
山
大
学
前
学
長
） 

第
三
部
　
イ
ベ
ン
ト
　
　
司
会
　
生
徒
　
 

生
徒
た
ち
の
発
表
（
合
唱
部
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部
、
ダ
ン
ス
部
な
ど
を
予
定
し

て
い
ま
す
。） 

清
友
コ
ー
ラ
ス
な
ど
合
同
で
出
来
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

１
０
０
周
年
よ
り
１
１
０
周
年
ま
で
の
１０
年
間

の
記
念
誌
を
発
行
し
ま
す
。 

　
　
Ａ
４
判
　
９６
頁
（
カ
ラ
ー
５６
頁
） 

　
　【
内
容
】 

　
　
口
絵
写
真
・
挨
拶
・
祝
辞
 

　
　
創
立
１
０
０
周
年
ま
で
の
沿
革
 

　
　
創
立
１
０
０
周
年
以
降
の
歩
み
 

　
　
各
期
の
思
い
出
（
高
５４
回
生
〜
高
６５
回
生
） 

　
　
清
友
会
 

　
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
清
援
会
 

　
　
資
料
・
記
録
 

 

http
://w

w
w
12.ocn.ne.jp/̃seiyukai/



平成22年10月1日 （5） 府立清水谷高女・高校同窓会会報 

　
当
時
を
し
の
ん
で
お
顔
を
ほ
こ
ろ

ば
せ
な
が
ら
話
さ
れ
る
本
４０
回
本
田

博
子
さ
ん
。
そ
の
笑
顔
は
夢
見
る
少

女
の
よ
う
。
昭
和
７
年
に
就
学
し
終

戦
の
年
に
府
女
専
を
繰
り
上
げ
卒
業

す
る
ま
で
の
学
生
時
代
は
い
わ
ゆ
る

１５
年
戦
争
と
重
な
る
。
清
水
谷
高
等

女
学
校
で
学
ん
だ
の
も
そ
ん
な
中
。

そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
も
清
水
谷
の
女

子
教
育
は
素
晴
ら
し
く
、
清
水
谷
で

学
べ
た
お
蔭
で
誇
り
高
く
凛
と
し
て

生
き
て
来
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
と
し

み
じ
み
語
ら
れ
る
様
子
が
印
象
的
で

し
た
。 

 ○
制
服
に
憧
れ
て
受
験
さ
れ
た
と
か
…
 

　
昭
和
の
初
期
、
清
水
谷
は
「
難
し

い
※
え
え
学
校
」
と
全
国
に
そ
の
名

を
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
清
水
谷
ブ

ル
ー
の
セ
ー
ラ
ー
カ
ラ
ー
に
茶
色
の

毛
糸
の
帽
子
を
被
る
こ
と
は
少
女
た

ち
の
夢
で
あ
り
、
憧
れ
で
し
た
。
私

も
茶
色
の
毛
糸
の
制
帽
が
被
り
と
う

て
被
り
と
う
て
猛
勉
強
し
ま
し
た
。

合
格
す
る
た
め
に
小
学
校
で
は
朝
夕

厳
し
い
補
習
授
業
を
し
て
く
れ
ま
し

た
が
、
あ
ん
な
に
勉
強
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
人
間
誰
で
も
振
り
返

っ
て
「
本
当
に
よ
く
勉
強
し
た
」
と

思
え
る
時
が
あ
る
人
は
幸
せ
で
力
が

付
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
清
水
谷

の
合
格
発
表
は
他
校
よ
り
遅
か
っ
た

の
で
本
当
に
長
い
こ
と
ハ
ラ
ハ
ラ
ド

キ
ド
キ
。
そ
れ
だ
け
に
合
格
し
た
時

は
ど
ん
な
に
嬉
し
か
っ
た
こ
と
か
。

喜
び
も
倍
増
で
し
た
。
　
　
 

（
※

え
え
…
良
い
） 

○
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
初
代
大
村

校
長
先
生
か
ら
創
立
４０
周
年
ま
で
三

代
の
校
長
先
生
だ
っ
た
と
お
話
に
な

り
ま
し
た
が
、
今
で
は
考
え
ら
れ
な

い
こ
と
で
す
ね
。 

　「
天
下
の
模
範
校
、
清
水
谷
」
と

言
わ
し
め
た
の
は
、
女
子
教
育
の
第

一
人
者
と
し
て
有
名
だ
っ
た
初
代
校

長
大
村
忠
次
郎
先
生
が
２１
年
間
、
藤

沢
茂
登
一
先
生
が
１４
年
間
、
生
田
鹿

之
丞
先
生
が
６
年
間
　
精
魂
こ
め
て

清
水
谷
の
基
盤
を
築
い
て
下
さ
っ
た

こ
と
に
あ
り
、
心
か
ら
感
謝
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
大
村

校
長
先
生
の
提
唱
さ
れ
た
教
育
方
針

の
総
括
「
愛
と
※
恕
」。
当
時
は
言
葉

を
そ
の
ま
ま
受
け
止
め
て
い
た
だ
け

で
し
た
が
、
卒
業
後
も
こ
の
言
葉
は

何
と
な
く
何
処
と
な
く
い
つ
も
心
に

残
っ
て
い
た
の
で
す
ね
。
年
を
取
っ

た
今
こ
の
こ
と
が
本
当
に
大
切
な
こ

と
だ
と
思
え
ま
す
。
　
　
 

（
※

恕
（
じ
ょ
）
…
ゆ
る
す
こ
と
） 

 
 

○
今
も
嬉
し
い
こ
と
は
何
で
す
か
。 

　
卒
業
し
て
７０
年
近
く
経
っ
た
今
で

も
清
水
谷
へ
行
け
ば
当
時
の
ま
ま
の

桜
並
木
の
あ
る
懐
か
し
い
坂
道
が
あ

り
、
登
っ
て
行
く
と
木
々
に
囲
ま
れ

た
中
に
済
美
館
が
見
え
て
く
る
。
建

物
が
新
し
く
な
っ
て
も
母
校
が
昔
の

ま
ま
の
地
に
あ
る
こ
と
は
幸
せ
で
す
。

清
友
会
の
会
合
で
こ
の
年
に
な
っ
て

も
母
校
に
赴
け
る
の
は
と
て
も
嬉
し

く
感
謝
し
て
い
ま
す
。
訪
れ
た
い
母

校
も
無
く
な
り
心
の
ふ
る
さ
と
の
な

い
淋
し
い
人
も
い
る
中
で
…
。 

 
 

○
元
気
溌
剌
、
病
気
知
ら
ず
の
地
域

活
動
家
と
し
て
頑
張
っ
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。 

　
い
え
い
え
、
も
う
８５
歳
で
す
か
ら

ね
。
加
齢
と
と
も
に
痛
い
と
こ
ろ
、

調
子
の
悪
い
と
こ
ろ
も
増
え
て
き
ま

し
た
。
６４
、
５
歳
の
こ
ろ
、
双
方
の

両
親
を
見
送
っ
た
あ
と
虚
脱
感
に
襲

わ
れ
、
生
き
が
い
を
見
出
せ
な
く
な

っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て

７０
歳
の
時
に
は
ガ
ン
の
手
術
。
無
事

に
退
院
出
来
た
の
で
何
か
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
一
念
発
起
。
大
阪
府

の
シ
ル
バ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
消
費

生
活
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し

て
資
格
を
取
り
、
地
域
活
動
家
と
し

て
、
ま
た
会
の
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
と
し

て
、「
高
齢
者
の
料
理
勉
強
会
と
話

し
合
い
の
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

男
性
た
ち
に
お
料
理
の
手
ほ
ど
き
を

し
な
が
ら
高
齢
期
の
生
き
方
な
ど
を

互
い
に
話
し
合
っ
て
１２
年
に
な
り
ま

す
。
５０
年
以
上
羽
仁
も
と
子
さ
ん
の

「
友
の
会
」
で
学
ん
だ
素
地
が
あ
っ

た
こ
と
も
幸
い
し
て
話
し
合
い
の
会

は
「
男
の
井
戸
端
会
議
」
と
異
名
を

取
り
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
貰
え
た
こ

と
は
生
き
が
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会
員
も
私
も
年
を
重
ね
同
じ
形
を
維

持
す
る
の
が
難
し
く
な
っ
た
今
、
新

し
い
形
を
模
索
中
で
す
。 

 
 

○
本
田
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
最
後
に
若
い
後
輩
た
ち
へ
ひ

と
こ
と
お
願
い
し
ま
す
。 

　
戦
争
中
に
人
の
命
の
は
か
な
さ
を

知
っ
た
先
を
歩
く
先
輩
と
し
て
若
者

へ
の
一
言
は
、
自
他
共
に
人
の
命
を

大
切
に
精
一
杯
生
き
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。
　
ま
た
、
か
け
が
え
の
な

い
日
本
の
伝
統
と
文
化
を
守
っ
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

　
清
友
学
園
の
歴
史
や
貴
重
な
戦
争

体
験
、
興
味
深
い
女
学
校
生
活
な
ど

の
お
話
を
沢
山
し
て
頂
き
ま
し
た
が

紙
面
の
都
合
上
掲
載
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
ま
た
の
機
会
を
楽
し
み
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
ん
に
ち
は
　
先
輩
！
 

　「
清
水
谷
で
学
べ
て
良
か
っ
た
！
」
 

大阪府立清水谷高校創立110周年記念募金趣意書 

昭和13年4月 
清水谷入学記念 

毛糸の制帽最後の学年 

清水谷はひとつ～深める絆、次代に繋ぐ 
創立110周年記念事業実行委員会 

　本校は1901年（明治34年）に「大阪府立清水谷高等女学校」として開校されました。1948年（昭和23年）4月に男女共学の全日
制普通科高校「清水谷高等学校」として新たにスタートし、2001年（平成13年）には100周年記念事業が実施されました。 
　この度、清水谷高校創立以来の歴史に思いを馳せ、さらなる躍進を願い、様々な記念事業を通じて、母校で学ぶ生徒たちに卒業生
の清水谷に寄せる熱き思いを伝えるなど、「清水谷はひとつ～深める絆、次代に繋ぐ」をめざして、2011年（平成23年）に創立110
周年記念事業を実施することが決定されました。 
　現在、清友会、PTA・後援会、学校が一体となって各事業委員会を設立し、下記の事業計画案を機軸に具体的な計画立案を進めて
おります。 
　つきましては、この機会に募金をお願いし、創立110周年記念事業を盛大に実施いたしたいと存じますので、何卒趣旨にご理解賜
り、ご協力いただきますよう切にお願いする次第でございます。 
 ＜事業計画案＞ 

　１　平成23年度 (2011年 4月～2012年 3月 )を「創立110周年事業年」とする。 
　２　記念式典並びに祝賀会の開催（平成23年 11月 6日を予定） 
　３　記念誌の発行 
　４　済美館改修並びに在校生支援事業 
　５　その他創立110周年記念イベントの実施 
　６　創立110周年記念募金概要 
　　　① 　一　　口　　　1,000円 
　　　　　　　　　　恐縮ながら、できましたら清友会会員は10口以上お願い致します。　 
　　　② 　募金期間　　　平成21年 10月～平成23年 12月末日 
　　　③ 　送金方法　　　氏名、回生を明記の上、郵便局でお振込下さい。（銀行振込も可。p.４参照） 
　　　　　　　　　　　　郵便振替　口座番号　　　00920 - 5 - 2 5 4 5 4 9  
　　　　　　　　　　　　　　　　　口座名称　　　大阪府立清水谷高等学校１１０周年記念募金 
 社団法人清友会理事長・同窓清友会会長　　日根野　文三 

大阪府立清水谷高等学校PTA会長　　　　　大喜多　正己 
大阪府立清水谷高等学校清援会会長　　　　荒木　　康史 
大阪府立清水谷高等学校長　　　　　　　　南　　太一郎 
 

平成21年 10月吉日 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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 第
１
　
は
じ
め
に
 

 １
　
公
益
法
人
が
見
直
さ
れ
、
制
度
が
変
わ
っ
た
。 

２
　
平
成
１８
年
６
月
２
日
次
の
３
つ
の
法
律
が
成
立
し
、

　
平
成
２０
年
１２
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。 

　
①
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法

律
（「
一
般
社
団
・
財
団
法
人
法
」） 

　
②
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等
に

関
す
る
法
律
（「
公
益
法
人
認
定
法
」） 

　
③
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法

律
及
び
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
の
認
定

等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備

等
に
関
す
る
法
律
（「
整
備
法
」） 

３
　
現
行
の
社
団
法
人
・
財
団
法
人
は
、
新
法
施
行
の

日
か
ら
起
算
し
て
５
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
、

一
般
社
団
法
人
・
一
般
財
団
法
人
と
み
な
さ
れ
る
。

新
し
い
公
益
法
人
へ
の
移
行
の
登
記
を
し
て
い
な
い

も
の
を
「
特
例
社
団
法
人
」「
特
例
財
団
法
人
」
と

い
う
。
合
わ
せ
て
「
特
例
民
法
法
人
」
と
い
う
。 

４
　
特
例
民
法
法
人
は
、
移
行
期
間
内
に
、
公
益
性
の

認
定
の
申
請
、
又
は
、
一
般
法
人
へ
の
移
行
の
認
定

の
申
請
が
で
き
る
。 

５
　
公
益
性
の
認
定
は
、
国
の
場
合
、
内
閣
府
に
公
益

認
定
等
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
ま
た
、
都
道
府
県
の

場
合
、
合
議
制
の
機
関
が
設
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
公

益
認
定
の
基
準
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
。 

６
　
特
例
民
法
法
人
は
、
移
行
期
間
中
に
公
益
性
の
認

定
又
は
移
行
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
と
き
は
、
移

行
期
間
満
了
の
日
を
も
っ
て
解
散
し
た
も
の
と
み
な

さ
れ
る
。 

 第
２
　
法
人
と
い
う
意
味
 

 １
　
法
律
の
専
門
用
語
に
権
利
能
力
が
あ
る
。 

　
権
利
能
力
と
い
う
の
は
私
法
上
の
権
利
義
務
の
帰
属

主
体
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
資
格
の
こ
と
で
あ
る
。 

　
　
権
利
能
力
を
も
つ
の
は
、
自
然
人
と
法
人
で
あ
る
。 

２
　
す
べ
て
の
自
然
人
は
出
生
か
ら
死
亡
ま
で
の
間
完

全
な
権
利
能
力
（
人
格
）
を
認
め
ら
れ
る
。 

　
　
権
利
能
力
の
始
期
↓
出
生
　
終
期
↓
死
亡
 

　
　
犬
・
猫
は
ダ
メ
。
た
と
え
ば
ペ
ッ
ト
に
し
て
い
る

愛
犬
の
名
前
で
土
地
を
購
入
す
る
と
い
う
こ
と
は
認

め
ら
れ
な
い
。 

　
　
胎
児
に
つ
い
て
は
、
例
外
的
に
権
利
能
力
が
認
め

ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。 

３
　
法
人
は
非
営
利
法
人
と
営
利
法
人
に
分
か
れ
る
。 

　
　
非
営
利
法
人
の
典
型
が
公
益
法
人
で
あ
る
。 

　
　
営
利
法
人
の
典
型
が
株
式
会
社
で
あ
る
。 

４
　
権
利
能
力
な
き
社
団
が
あ
る
。 

　
　
同
窓
会
が
そ
の
典
型
で
あ
る
。 

 第
３
　
清
友
会
は
な
ぜ
公
益
社
団
法
人
に

な
れ
な
い
の
か
 

 １
　
認
定
法
で
は
、
公
益
目
的
事
業
を
「
学
術
、
技
芸
、

慈
善
そ
の
他
の
公
益
に
関
す
る
別
表
各
号
に
掲
げ
る

種
類
の
事
業
で
あ
っ
て
、
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
の

利
益
の
増
進
に
寄
与
す
る
も
の
」（
認
定
法
２
条
４

号
）
と
定
義
し
、「
学
術
、
科
学
技
術
の
振
興
」「
文

化
、
芸
術
振
興
」
な
ど
の
２３
の
事
業
を
掲
げ
て
い
る
。 

　
　
公
益
社
団
法
人
の
主
た
る
目
的
は
公
益
目
的
事
業

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
　
↓
清
友
会
の
主
た
る
事
業
目
的
は
同
窓
会
活
動
で

あ
る
。 

２
　
事
業
活
動
を
行
う
に
際
し
、
公
益
目
的
事
業
比
率

が
５０
％
以
上
で
あ
る
。 

３
　
公
益
で
あ
る
か
ら
、
不
特
定
多
数
の
人
々
に
利
益

を
も
た
ら
す
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。 

　
　
法
人
が
行
う
事
業
が
「
不
特
定
か
つ
多
数
」
の
者

の
利
益
の
増
進
に
寄
与
す
る
と
い
い
得
る
の
は
、
原

則
と
し
て
、
そ
の
事
業
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
財
・
サ

ー
ビ
ス
の
直
接
的
な
受
益
者
が
特
定
の
者
に
限
ら
れ

ず
、
か
つ
、
そ
の
数
が
多
い
場
合
を
指
す
。 

４
　
清
友
会
は
公
益
認
定
を
受
け
る
こ
と
は
難
し
い
と

考
え
る
。 

 第
４
　
清
友
会
は
な
ぜ
一
般
社
団
法
人
に

な
れ
な
い
の
か
 

 １
　
特
例
民
法
法
人
が
一
般
法
人
に
移
行
す
る
た
め
に

は
、「
定
款
の
変
更
の
案
」
を
作
成
し
、
社
員
総
会

の
決
議
な
ど
、
定
款
に
則
り
法
人
と
し
て
の
意
思
決

定
を
行
う
。 

　
　
定
款
の
変
更
の
案
の
ほ
か
に
、
用
意
す
べ
き
申
請

書
類
は
、
申
請
書
、
公
益
目
的
財
産
額
お
よ
び
そ
の

計
算
を
記
載
し
た
書
類
、
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表

そ
の
他
当
該
法
人
の
財
務
内
容
を
示
す
書
類
、
公
益

目
的
支
出
計
画
を
記
載
し
た
書
類
そ
の
他
内
閣
府
令

で
定
め
る
書
類
で
あ
る
。 

２
　
公
益
目
的
支
出
計
画
を
作
成
で
き
る
の
か
。 

平成22年３月設立の「組織検討委員会」では過去3回の会

合で検討した結果　以下の事項を答申する。 

　　　　 社団法人清友会組織検討委員会委員長　安江貞夫 

 

1 　社団法人清友会を自主的に解散する　 

　当社団法人は同窓会の性格から、一般社団法人への移行

は、手続き・運営、その上移行するメリット等を考慮しても

困難であり、解散することが望ましい。 

　解散した場合の最大の関心事である残余財産の取り扱い

については、出来るだけ母校および同窓会関係への有効

活用を考えているが、現時点では、母校への教育資機材

の寄贈等が最も有効な活用法である。創立 110周年にあ

たる平成 23年度を控え、今後も継続して有効活用法を検

討する。 

2 定款の変更 

　解散の決議のためには、現在の定款では会員総数約１６千

名の３分の２の賛同が必要となっており、現実的には解散

は不可能であり、規定緩和等の定款の変更を行うものとする。

同時に入会金の取り扱いを社団法人から同窓清友会に移

行する規約の変更も行う事とする。 

3 本答申に沿った今後のスケジュール 

　平成 25年 11月の新制度への移行期限を待たず、出来る

だけ早く自主的に解散する。 

　そのために 

　①  社団法人清友会を解散して同窓清友会のみとする本答

　 申の趣旨を会員に説明する。 

　②　大阪府教育委員会との協議 

　③　定款の変更決議（平成23年６月総会にて） 

　④　解散の決議（平成24年６月総会にて） 

　とする。 

 

　　　　答　申　の　理　由 
 

1　同窓会は、事業の目的、事業内容、会員の定義、会費

の徴収、総会等での決議運営方法など、公益法人として

は全てにわたって問題点が多い。 

2　以前から社団法人清友会の解散の可能性も考慮し、同窓

会組織を継続するために、平成17年 4月23日に任意団体

としての同窓清友会を組織し、同窓会の運営に支障がな

いように準備してきた。 

3　解散決議の手続きについては、すでに大阪府教育委員会

のアドバイスがあり、解散期限（平成 25年 11月）を待た

ず自主的な解散を目指す。 

　以上の理由により解散することが望ましい。 

 

答　　　申　　　書 

答　申　の　趣　旨 

社団法人清友会 
理事長　日根野文三殿 
 

平成22年5月22日 



平成22年10月1日 （ 7）  府立清水谷高女・高校同窓会会報 

第7条 
　正会員は入会の際5,000円を納めるものとする。 

第7条 
　正会員は、総会において別に定める入会金及び会費を
納入しなければならない。 

①毎年新卒業生から1人あたり5,000円の入会金を徴収している。しかし、
社団法人清友会は解散する予定であるので、財産を増やしたくない。 
②同窓清友会が代わって入会費及び年会費を徴収する。このための規約を
改正する。 
③あえて別段の定めをしない。 
①解散の決議は社団法人にとって最重要事項である。理事会・総会のほか
に、評議員会の議決も必要である。 
②出席者の過半数の普通決議ではなく、3分の2以上の特別決議を必要とす
る。 
③「総会員」の3分の2以上は実際上不可能である。 

①残余財産の処分は、重要事項である。評議員会のほかに、理事会の議決
が必要である。 
②さらに、総会の議決も必要とする考えもあるが、機動性の点から不要と
したい。 

定款の変更に合わせて、新設する。 

入会費の規定を新設したのに伴ない、年会費の規定を1条ずらし、枝番号
とする。 

第28条 
　本会を解散せんとするときは、役員4分の3以上の同意を以って
総会に提案し、総会員3分の2以上の賛成を経、且つ主務官庁の
許可を受けることを必要とする。 
　会員は解散の決議に対しては書面または代理人を以って議決権
を行うことを得。但し代理人は会員に限る。 

第29条 
　本会解散の場合における残余財産の処分は、評議員会の決議を
経、主務官庁の許可を得て之を定める。 

第29条 
　本会解散の場合における残余財産の処分は、理事会及
び評議員会の決議を経て、主務官庁の許可を得て之を
定める。 

第28条 
　本会の解散は、理事会、評議員会並びに総会の決議を
経て主務官庁の許可を受けることを必要とする。但し
議決は出席者の3分の2以上の賛成を得ることを要する。 
　会員は総会の解散の議決に関しては書面または代理人
をもって議決権を行うことができる。但し代理人は会
員に限る。 

（なし） （入会費） 
第16条 
　正会員は入会の際金5,000円を納めるものとする。 

（会費） 
第16条 
　正会員は年会費として金2,000円を毎年所定の方法により支払
うものとする。 

（年会費） 
第16条の2 
　正会員は年会費として金2,000円を毎年所定の方法によ
り支払うものとする。 

現　　行　　定　　款 改　　　正　　　案 

現　　行　　定　　款 改　　　正　　　案 

理　　　由　　・　　備　　　考 

理　　　由　　・　　備　　　考 

Ⅰ　定款の変更案 

Ⅱ　規約の変更案 

　
　
通
常
の
一
般
社
団
法
人
へ
移
行
し
た
法
人
は
み
ず

か
ら
作
成
し
た
公
益
目
的
支
出
計
画
に
定
め
た
と
こ

ろ
に
従
っ
て
公
益
の
た
め
の
支
出
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

　
　
当
該
法
人
は
公
益
目
的
支
出
計
画
の
履
行
を
確
保

す
る
た
め
に
必
要
な
範
囲
内
に
お
い
て
行
政
庁
の
監

督
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。 

　
　
公
益
目
的
財
産
額
に
相
当
す
る
額
の
全
額
を
公
益

の
目
的
に
支
出
し
た
場
合
に
は
、
公
益
目
的
支
出
計

画
の
実
施
が
完
了
し
た
こ
と
の
確
認
を
行
政
庁
に
求

め
る
こ
と
が
で
き
、
当
該
確
認
を
受
け
た
法
人
は
行

政
庁
に
よ
る
監
督
が
終
了
す
る
。 

３
　
社
員
名
簿
を
作
成
で
き
る
の
か
。 

　
　
社
員
の
生
死
、
社
員
の
住
所
・
居
所
な
ど
を
正
確

に
捕
捉
し
て
い
る
の
か
。 

 第
５
　
清
友
会
は
自
動
的
に
解
散
す
る
の

か
自
主
的
に
解
散
す
る
の
か
 

 １
　
清
友
会
の
残
余
財
産
を
ど
う
み
る
か
。
通
常
は
不

動
産
と
現
金
を
ど
う
す
る
か
。 

２
　
唯
一
の
不
動
産
で
あ
る
済
美
館
は
だ
れ
の
所
有
か
。 

　
　
敷
地
で
あ
る
土
地
は
大
阪
府
の
所
有
で
あ
る
。
清

友
会
は
大
阪
府
の
使
用
許
可
を
受
け
て
い
る
。 

　
　
建
物
は
未
登
記
で
あ
り
、
固
定
資
産
税
は
支
払
っ

て
い
な
い
。
原
則
と
し
て
１
階
・
３
階
は
清
友
会
が

使
用
し
、
２
階
は
清
水
谷
高
校
が
使
用
し
て
い
る
。

２
階
に
つ
い
て
清
友
会
と
高
校
と
の
間
で
使
用
貸
借

契
約
が
あ
る
。
建
物
の
所
有
権
は
社
団
法
人
清
友
会

な
の
か
同
窓
清
友
会
な
の
か
、
い
ろ
い
ろ
議
論
は
あ

っ
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
、
同
窓
清
友
会
の
所
有

と
み
て
い
る
。
社
団
法
人
清
友
会
の
基
本
財
産
の
中

に
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
、
済
美
館
の
建
築
時
期
が

社
団
法
人
清
友
会
の
設
立
時
期
よ
り
早
い
こ
と
、
な

ど
が
理
由
で
あ
る
。 

３
　
同
窓
生
か
ら
寄
付
さ
れ
た
も
の
な
ど
各
種
記
念
品

（
動
産
）
は
当
然
同
窓
清
友
会
の
所
有
で
あ
る
。 

４
　
残
余
財
産
と
し
て
の
現
金
を
ど
う
す
る
の
か
。
特

に
寄
付
し
た
同
窓
生
が
一
番
関
心
を
持
っ
て
い
る
。

母
校
で
あ
る
清
水
谷
高
校
に
寄
付
す
る
の
が
よ
い
と

考
え
る
。 

５
　
そ
の
た
め
に
、
監
督
官
庁
で
あ
る
大
阪
府
教
育
委

員
会
と
協
議
を
重
ね
、
指
導
も
受
け
た
。
そ
の
結
果
、 

こ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
移
行
期
間
満
了
で
自
動
的

に
解
散
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
、
か
な
り
の
数
の
同
様

の
法
人
が
出
現
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
、
そ
う
な

る
と
国
は
何
ら
か
の
通
達
を
出
す
蓋
然
性
が
あ
る
こ

と
、
も
し
通
達
が
出
れ
ば
そ
れ
に
従
わ
ざ
る
を
得
な

い
こ
と
、
結
局
残
余
財
産
（
現
金
）
の
処
分
に
つ
い

て
選
択
肢
が
狭
め
ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。 

６
　
そ
こ
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
自
主
的
に
解
散
の
決

議
を
し
て
、
残
余
財
産
の
処
分
を
自
分
の
意
思
で
決

定
す
る
。
そ
の
際
、
現
金
を
そ
の
ま
ま
清
水
谷
高
校

に
直
接
寄
付
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
物
（
備
品
）

と
し
て
な
ら
寄
付
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
助
言

さ
れ
る
。
ま
た
、
現
行
の
定
款
は
解
散
の
議
決
が
困

難
な
の
で
、
定
款
の
変
更
を
し
た
ら
ど
う
か
と
助
言

さ
れ
る
。 

７
　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

　
　
平
成
２２
年
の
定
時
総
会
で
社
団
法
人
清
友
会
の
解

散
の
方
針
を
理
事
長
の
挨
拶
で
述
べ
る
。
同
年
度
中

の
機
関
紙
に
解
散
の
方
針
を
示
唆
す
る
と
と
も
に
そ

の
理
由
を
説
明
す
る
。
次
期
以
降
の
定
時
総
会
の
案

内
の
中
に
社
団
法
人
の
解
散
を
議
題
に
し
て
お
く
。

前
提
条
件
に
な
る
定
款
の
変
更
も
議
題
に
入
れ
て
お

く
。 

　
　
平
成
２３
年
の
定
時
総
会
で
社
団
法
人
清
友
会
の
定

款
の
変
更
の
議
決
を
す
る
。 

　
　
平
成
２４
年
の
定
時
総
会
で
社
団
法
人
清
友
会
の
解

散
の
議
決
を
す
る
。
同
年
度
中
に
残
余
財
産
の
現
金

を
使
っ
て
清
水
谷
高
校
に
対
し
備
品
を
寄
付
す
る
。

清
算
手
続
を
完
了
す
る
。 

　
　
平
成
２３
年
の
定
時
総
会
で
定
款
が
変
更
さ
れ
る
こ

と
を
条
件
に
解
散
の
議
決
を
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。
そ
う
す
る
と
１
年
早
く
清
算
手
続
を
終
了
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。 

 第
６
　
同
窓
会
清
友
会
 

 １
　
現
行
の
社
団
法
人
清
友
会
と
同
窓
清
友
会
の
２
本

立
て
か
ら
、
同
窓
清
友
会
の
１
本
に
な
る
。 

２
　
同
窓
清
友
会
は
、
今
後
、
権
利
能
力
な
き
社
団
と

し
て
、
行
政
庁
の
監
督
を
受
け
ず
に
、
真
に
同
窓
会

活
動
に
邁
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

平成21年度回生別年会費納入状況 
名 2,088人の方から 

￥4,188,000円の納入 
会費2,000円を納入して頂い 
ておりますが、納入金額が 
減少しており、財政的に厳 
しい状況です。 
皆様方の一層のご理解ご協 
力をお願いいたします。 
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科　　　　　　目 予　算　額 科　　　　　　目 

Ⅰ. 一般正味財産増減の部 
　1　経常増減の部 
　（1）経常収益 
　　　①　基本財産運用益 
　　　②　受取入会金 
　　　③　事業収益 
　　　　　  文化講座 
　　　④　会合費収入 
　 経常収益計 
　（2）経常費用 
　　　①　事業費 
　　　　　  文化講座 
　　　　　  セミナー 
　　　　　  会報印刷費 
　　　　　  通信費 
　　　　　  人件費 
　　　②　管理費 
　　　　　  総会費 
　　　　　  会合費 
　　　　　  旅費交通費 
　　　　　  通信費 
　　　　　  水道光熱費 
　　　　　  事務費 
　　　　　  消耗品費 
　　　　　  転退職員記念品料 
　　　　　  新入会員記念品料 
　　　　　  備品費 
　　　　　  修繕費 
　　　　　  システム関連費 
　　　　　  教育・文化等振興援助費 
　　　　　  雑費 
　　　経常費用計 
　　　　当期経常増減額 
　２　経常外増減の部 
　（1）経常外収益 
　　　①　運用財産利息 
　　　②　雑収入 
　　経常外収益計 
　　 当期経常外増減額 
　　 当期一般正味財産増減額 
　　 一般正味財産期首残高 
　　 一般正味財産期末残高 
Ⅱ. 正味財産期末残高 

7,044 
1,585,000 

 
1,578,000 
48,000 

3,218,044 
 
 

1,578,000 
142,440 
1,169,435 
836,793 
1,004,500 

 
311,325 
115,160 
235,660 
272,084 
47,321 
107,571 
81,695 
20,000 
332,000 
320,180 
2,722,250 
88,200 

1,218,980 
78,332 

10,681,926 
△ 7,463,882 

 
 

9,326 
21,075 
30,401 
30,401 

△ 7,433,481 
29,682,704 
22,249,223 
22,249,223 

 

平成21年度 
基 本 財産運用収入  
新 入 会員会費収入  
文 化 講 座 会 費 
運 用 財 産 利 息 
そ の 他 雑 収 入 
当 期 収 入 合 計  

30,000  
1 ,600,000  
1 ,500,000  

1 ,000  
50,000  

3 ,181,000  
 

2．支出の部 
科　　　　　　目 予　算　額 

文　　化　　講　　座 
セ　　ミ　　ナ　　－ 
会　報　印　刷　費 
通　　　信　　　費 
教育・文化等振興援助費 
人　　　件　　　費 
総　　　会　　　費 
交　　　通　　　費 
通　　　信　　　費 
水　道　光　熱　費 
事　　　務　　　費 
転 退 職員記念品料  
新 入 会員記念品料  
備　　　品　　　費 
修　　　繕　　　費 
シ ス テム関連費用  
1 1 0周年記念事業費 
雑　　　　　　　費 
予　　　備　　　費 
当 期 支 出 合 計  
当 期 収 支 差 額  

1,500,000 
400,000 
1,700,000 
1,200,000 
1,700,000 
1,000,000 
300,000 
200,000 
300,000 
40,000 
120,000 
40,000 
350,000 
100,000 
100,000 
200,000 
200,000 
30,000 
300,000 
9,780,000 

△6,599,000 
 

　（単位：円） 

（単位：円） 1．収入の部 

平成22年度 社団法人清友会総会報告 

　
平
成
２２
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算（
案
）を
審
議
す

る
総
会
が
平
成
２２
年
４
月
２４
日（
土
）１４
時
３０
分
か
ら

濟
美
館
３
階
に
て
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
、
委
任
状

１
８
６
名
を
含
む
２
３
４
名
の
出
席
で
活
発
な
審
議

が
行
わ
れ
、
別
掲
の
平
成
２２
年
度
事
業
計
画（
案
）及

び
収
支
予
算（
案
）が
提
案
さ
れ
、
挙
手
多
数
に
て
承

認
さ
れ
た
。
 

　
引
き
続
い
て
、
昨
秋
発
足
し
た
１
１
０
周
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会
の
、
そ
の
後
の
詳
細
な
活
動
報
告
、

並
び
に
公
益
法
人
制
度
改
革
に
対
応
す
る
た
め
に
今

年
3
月
設
立
さ
れ
た
組
織
検
討
委
員
会
の
内
容
と
今

後
の
予
定
に
つ
い
て
、
資
料
に
沿
っ
て
説
明
が
な
さ

れ
た
。
ま
た
、
会
費
納
入
に
つ
い
て
、
今
後
は
コ
ン

ビ
ニ
か
ら
の
支
払
い
が
可
能
と
な
り
、
今
秋
発
行
の

会
報
に
同
封
の
郵
便
振
替
用
紙
に
コ
ン
ビ
ニ
収
納
用

の
用
紙
が
付
く
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
 

１ 総会の開催     
　　①決算総会     
　　 　平成２２年 ６月１９日（土）     
　　　場　　所　：　ホテルグランヴィア大阪 
　　②予算総会     
　　　平成２３年 ４月２３日（土）     
　　　場　　所　：　済美館　３階     
２ 会報の発行（１回）     
　　　１０月　発行予定     
３ 公開セミナーの開催 （２回）     
　　　場　　所　 ： 　薬業年金会館     
　　①平成２２年１１月 ２７日（土）     
　　②平成２３年　２月 １９日（土） 
４ 文化講座の継続開催     
５ 各種会議の開催     
　　① 理事会 （原則毎月）     
　　② 評議員会 （年２～３回）     
　　③合同会議 （平成２２年７月２４日〈土〉） 
６ 創立１１０周年記念事業    
７ 教育・文化等振興援助事業    
　　・在校生支援、クラブ活動奨励    
　　・在校生学力向上支援 
 

社団法人清友会　平成22年度事業計画 

　
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
に
て
、
平
成
２２
年
６

月
１９
日（
土
）１２
時
か
ら
、
来
賓
の
先
生
方
１０
名
、
新

入
会
員
１０
名
と
委
任
状
３８
名
を
含
む
、
２
１
７
名
の

出
席
で
盛
大
に
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
開
会
の
辞
の

後
、
日
根
野
理
事
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
学
校
関
係

者
、
並
び
に
東
京
・
東
海
各
支
部
代
表
ご
出
席
へ
の

謝
辞
を
述
べ
ら
れ
、
続
い
て
、
昨
年
の
会
報
発
行
以

降
の
状
況
説
明
が
詳
細
に
行
わ
れ
た
。
次
に
議
事
に

入
り
、
理
事
長
が
議
長
と
な
り
、
本
総
会
の
議
事
録

署
名
人
に
岩
田
理
事
・
西
田
評
議
員
が
選
任
さ
れ
た
。

議
案
書
に
則
り
別
掲
の
平
成
２１
年
度
事
業
報
告（
案
）

並
び
に
、
決
算
報
告（
案
）が
、
各
担
当
理
事
か
ら
報

告
さ
れ
た
。
監
査
に
つ
い
て
は
、
松
宮
監
事
よ
り
、

す
べ
て
適
正
な
処
理
が
行
な
わ
れ
て
い
る
旨
の
監
査

報
告
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
を
出
席
者
に
諮
っ
た
と
こ

ろ
、
拍
手
多
数
に
て
承
認
、
可
決
さ
れ
た
。
続
い
て
、

１
１
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
の
各
委
員
会
別

の
活
動
報
告
、
特
に
記
念
募
金
へ
の
ご
協
力
依
頼
を

行
っ
た
。
ま
た
、
社
団
法
人
清
友
会
の
解
散
に
つ
い

て
、
資
料
に
沿
っ
て
詳
細
な
説
明
が
な
さ
れ
、
本
総

会
は
終
了
し
た
。
 

社団法人清友会 
平成21年度収支決算書 
正味財産増減計算書 

（平成21年5月1日から平成22年4月30日まで） 

社団法人清友会 
平成22年度収支予算書 

（平成22年5月1日～平成23年4月30日） 

予
算
総
会
報
告
 

決
算
総
会
報
告
 

１ 総会と各種会議     
　①平成２０年度決算総会：平成２１年６月２１日（日）     
　　＜ホテルグランヴィア大阪：２３７名（委任状含）＞     
　②平成２２年度予算総会：平成２２年 ４月２４日（土）      
  　　　　　＜済 美 館 ：２１９名（委任状含）＞ 
　③理事会：９回 ＜５/２３・７/１１・９/１２・１０/１０・１１/１４      
　　　　　　　　　　　　・１/１６・３/６・３/２７・４/２４＞ 
　④評議員会：２回 ＜５/２３・３/２７＞ 
　⑤合同会議：１回 ＜７/２５＞   
２ 各種事業の実施     
　①公開セミナーの開催〈薬業年金会館〉 
　　・平成２１年１１月２８日（土）  ７９名参加      
　　　「古代地名の語源を解く」仕田原　猛 氏（高７回） 
　　・平成２２年 ２月２７日（土）  ３２名参加      
   　　「包丁から考えた文明史」田中　睦之 氏（高２３回） 
　②会報の発行 
　　・平成２１年１０月 １日：　１６，７００部 
　③文化講座・コーラス部の毎月定期開催 
　④創立110周年記念事業      
　　・実行委員会：８回＜５/３０・７/４・８/１・９/１９・１０/３１ 
　　　　　　　　　　　　　　・１２/１９・ ３/１３・４/１０＞     
　⑤教育・文化等振興援助事業      
　　・在校生支援、クラブ活動奨励      
 

Ⅰ．資産の部 
 　1　流動資産 
 　　　現金預金 
  　　流動資産合計 
 　２　固定資産 
 　　　基本財産 
 　　基本財産合計 
 　　資産合計 
Ⅱ．正味財産の部 
     1　一般正味財産 
 　 （うち基本財産への充当額） 
 　正味財産合計 
 　負債及び正味財産合計 

科　　　　　　目 当年度 
（単位：円） 

社団法人清友会 
貸借対照表 

（平成22年4月30日現在） 

　私たちは平成２１年５月１日から平成２２年４月３０日までの事業年度の業務執行状況、貸借対照表、正味財 
産増減計算書及び財産目録並びに関係諸帳票、証拠書類について監査しました結果、適法かつ正確であ 
ることを認めます。　　 
　　　　　　　　　　　　　　平成２２年５月１８日 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社団法人　清友会　監事　白井淳二 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社団法人　清友会　監事　松宮清隆 
 

2,249,223 
2,249,223 

 
20,000,000 
20,000,000 
22,249,223 

 
22,249,223 
(20,000,000) 
22,249,223 
22,249,223 

 

監査報告書 

社団法人清友会　平成21年度事業報告 



平成22年10月1日 （9） 府立清水谷高女・高校同窓会会報 

演奏中の楳田氏 

平成22年度同窓清友会総会報告 

科　　　　　　目 

Ⅰ.　一般正味財産増減の部 
 　１　経常増減の部 
 　（1）経常収益 
 　　　①　受取会費 
 　　　②　事業収益 
 　　　　　   観劇会 
 　　　　　  ゴルフ会 
 　　　③　会合費収入 
 　　　④　寄付金収入 
 　　　⑤　総会費収入 
 　　経常収益計 
 　（2）経常費用 
 　　　①　事業費 
 　　　　　  観劇会 
 　　　　　  フェスタ清友 
 　　　　　  ゴルフ会 
 　 　　②　支部活動費 
 　　　　　  東京支部 
 　　　　　  東海支部 
 　　　③　管理費 
 　　　　　  会合費 
　　　　　   総会費 
 　　　　　  雑費 
 　　経常費用計 
 　　　 当期経常増減額 
 　２　経常外増減の部 
 　（1）経常外収益 
 　　　①　雑収入 
 　 経常外収益計 
 　　当期経常外増減額 
 　　当期一般正味財産増減額 
 　　一般正味財産期首残高 
 　　一般正味財産期末残高 
Ⅱ.　正味財産期末残高 

4,188,000 
 

1,102,500 
222,000 
1,130,000 
5,000 

1,398,000 
8,045,500 

 
 

1,102,500 
286,478 
224,300 

 
490,000 
70,000 

 
1,157,139 
1,398,000 
2,415 

4,730,832 
3,314,668 

 
 

12,430 
12,430 
12,430 

3,327,098 
19,559,811 
22,886,909 
22,886,909

平成21年度 
（単位：円） 

同窓清友会 
平成21年度収支決算書 
正味財産増減計算書 

科　　　　　　目 予　算　額 
会 　 費 　 収 　 入  
ゴ ル フ 会 収 入 
観　劇　会　収　入 
総 　 　 会 　 　 費  
会 　 　 合 　 　 費  
寄 　 　 付 　 　 金  
雑 　 　 収 　 　 入  
当 期 収 入 合 計  

5,000,000 
200,000 
1,400,000 
1,500,000 
1,200,000 
100,000 
1,000 

9,401,000

2．支出の部 
科　　　　　　目 予　算　額 

フェスタ清友 支 出 
ゴ ル フ 会 支 出  
観　劇　会　支　出 
各種事業支援金支出 
東 京 支 部 活 動 費  
東 海 支 部 活 動 費  
総　  会　  費 
会　  合　  費 
慶　　　弔　　　費 
雑　　　　　　　費 
予　　　備　　　費 
当 期 支 出 合 計  
当 期 収 支 差 額  

300,000 
200,000 
1,400,000 
300,000 
490,000 
70,000 

1,500,000 
1,300,000 
100,000 
30,000 
100,000 
5,790,000 
3,611,000

　（単位：円） 

1．収入の部 

同窓清友会 
平成22年度収支予算書 

（平成22年5月1日から平成23年4月30日まで） 

総
会
報
告
 

懇
親
会
報
告
 

同窓清友会　平成22年度事業計画 

Ⅰ.　資産の部 
　1　流動資産 
　　　　   現金預金 
      　 　  流動資産合計 
         資産合計 

Ⅱ.　正味財産の部 
　　　正味財産 
　正味財産合計 
　負債及び正味財産合計 
 

22,886,909 
22,886,909 
22,886,909 

 

22,886,909 
22,886,909 
22,886,909

科　　　　　　目 平成21年度 
（単位：円） 

同窓清友会 
貸借対照表 

（平成22年4月30日現在） 

　私たちは平成２１年５月１日から平成２２年４月３０日までの事業年度の業務執行状況、貸借対照表、正味財 
産増減計算書及び財産目録並びに関係諸帳票、証拠書類について監査しました結果、適法かつ正確であ 
ることを認めます。 
　　　　　　　　　　　　　平成２２年５月１８日 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同窓　清友会　監事　矢倉裕章　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同窓　清友会　監事　松宮清隆 

同窓清友会　平成21年度事業報告 

１ 総会と各種会議     
　①総会・懇親会：平成21年６月２1日（日）     
　　＜ホテルグランヴィア大阪　：　２３７名（委任状含）＞    
　②幹事会：９回 ＜５/２３・７/１１・９/１２・１０/１０・１１/１４・ 
　　　　　　　　　　１/１６・３/６・３/２７・４/２４＞　 
　③諮問委員会：2回＜５/２３・３/２７＞ 
　④合同会議　：１回 ＜７/２５＞     
２ 各種事業の実施     
　①第５回フェスタ清友の開催：平成21年９月27日（日） 
　　　　　　　　　＜清水谷高校：１３9名＞ 
　②新年互礼会の開催：平成２2年１月２4日（日） 
　　　　　＜ホテルグランヴィア大阪：１1４名＞ 
　③観劇会の開催 
　　 ・平成２１年９月１８日（金）： 62名参加     
 　　　　　繁昌亭    
　　 ・平成２１年１１月１８日（水）  ４１名参加      
　　　　　「反逆児」　松竹座　    
　　 ・平成２２年 ３月１７日（水）  41名参加     
 　　　　　「ガブリエルシャネル」　松竹座　 　 
　④ゴルフ会の開催 
　　・平成２１年１０月２１日（水）： ３２名参加     
　　　　　 ＜伏尾ゴルフ倶楽部＞    
　　・平成2２年 ４月２１日（水）： ２３名参加     
　　　　　 ＜伏尾ゴルフ倶楽部＞  
　⑤東海支部総会 
　　・平成２１年６月２８日（日） 
　⑥東京支部総会 
　　・平成２１年１０月１７日（土） 
　⑦創立110周年記念事業  
　　・実行委員会：８回＜５/３０・７/４・８/１・９/１９・ 
　　　　　　　　　　　１０/３１・１２/１９・３/１３・４/１０＞ 
 

　
「
同
窓
清
友
会
」
の
第
五
回
総
会
が
、
平
成
２２
年

６
月
１９
日（
土
）に
、
大
阪
駅
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ

ア
大
阪
に
て
、
社
団
法
人
清
友
会
の
決
算
総
会
に
引

き
続
い
て
行
わ
れ
た
。
新
入
会
員
１０
名
と
委
任
状
３８

名
を
含
む
２
１
７
名
の
出
席
者
が
あ
っ
た
。
 

　
本
総
会
の
議
事
録
署
名
人
に
、
和
田
幹
事
・
熊
回

生
代
表
が
選
任
さ
れ
た
。
議
案
書
に
沿
っ
て
、
別
掲

の
平
成
２１
年
度
の
事
業
報
告（
案
）並
び
に
決
算
報
告

（
案
）が
各
担
当
幹
事
よ
り
提
案
さ
れ
、
そ
の
後
、
矢

倉
監
事
よ
り
監
査
報
告
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
を
出
席

者
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
拍
手
多
数
に
て
承
認
、
可
決

さ
れ
た
。
引
き
続
き
平
成
２２
年
度
事
業
計
画（
案
）並

び
に
収
支
予
算（
案
）が
提
案
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
同
様

に
承
認
さ
れ
た
。
 

　
社
団
法
人
清
友
会
総
会
及
び
同
窓
清
友
会
総
会
終

了
後
、
ご
来
賓
14
名
を
含
む
１９８
名
ご
出
席
の
も
と
で
、

懇
親
会
が
盛
大
に
催
さ
れ
た
。
高
等
女
学
校
、
並
び

に
、
高
等
学
校
の
校
歌
を
全
員
で
斉
唱
し
、
南
校
長

先
生
か
ら
ご
挨
拶
を
賜
り
、
乾
杯
の
後
に
会
食
と
な

っ
た
。
宴
も
た
け
な
わ
の
頃
、
高
２１
回
生
の
楳
田
慎

悟
氏
に
よ
る
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
が
披
露
さ
れ
た
。
引

き
続
き
、
恒
例
の
「
皆
で
歌
お
う
！
」
。
中
村
佳
世

子
姉
（
高
３１
・
ピ
ア
ノ
伴
奏
）
の
歌
唱
指
導
で
大
合

唱
。
壇
上
で
は
清
友
コ
ー
ラ
ス
部
員
が
皆
を
リ
ー
ド
。

拍
手
喝
采
の
う
ち
に
懇
親
会
を
終
了
し
た
。
 

（平成21年5月1日から平成22年4月30日まで） 

　１ 総会（決算・予算）の開催       
　　　平成２２年 ６月１９日（土）     
　　　場所：ホテルグランヴィア大阪 
　２ 懇親会の開催     
　　　平成２２年 ６月１９日（土）     
　　　場所：ホテルグランヴィア大阪    
　３ 第６回フェスタ清友の開催     
　　　平成２２年１１月２３日（火・祝）     
　　　場所：清水谷高校　各施設     
　４ 新年互礼会の開催     
　　　平成２３年 １月２３日（日）     
　　　場所：ホテルグランヴィア大阪    
　５ 観劇会の開催（２回）     
　　　第１回：平成２２年９月１５日（水） 
　　　第２回：平成２３年春 
　６ ゴルフ会の開催（２回）     
　　　秋期：平成２２年１０月１９日（火） 
　　　春期：平成２３年４月１３日（水） 
　７ 各種会議の開催     
　　　①幹事会（原則毎月） 
　　　②諮問委員会（年２～３回） 
　　　③回生代表会（随時） 
　　　④クラブ代表会（年４回） 
　　　⑤合同会議（平成２２年７月２４日（土）） 
　８ 支部総会     
　　　①東海支部：平成２２年６月２７日（日） 
　　　②東京支部：平成２２年１０月１６日（土） 
　９ 創立１１０周年記念事業 
　１０清友会各種事業支援事業  
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在
校
生
の
活
動
報
告
 

教
頭
　
若
林
　
智
子
 

平成22年10月1日 （10） 府立清水谷高女・高校同窓会会報 

 

◎陸上競技部 
　第62回大阪高校陸上競技選手権大会（Ｈ21.5.30）　　　 男子八種競技　８位 
　第65回大阪高校総合体育大会（Ｈ21.8.21～23）　　　　 男子400ｍＨ　　４位 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男子800ｍ　　　５位 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男子3000ｍSC 　７位 
　第63回大阪高校陸上競技選手権大会（H22.5.30）男子400ｍH　　　　　７位　 
◎男子硬式テニス部 
　平成21年度大阪高等学校　春季テニス大会　 
　　　　　　　　　　　　　　　シングルス・ダブルス（H21.4.18）ともに本戦出場 
　平成21年度第３学区テニストーナメント　　　　シングルス（H21.11.28）本戦出場 
　平成22年度大阪高校スプリングテニストーナメント　 
　　　　　　　　　　　　　　　　シングルス（H22.4.3）　　　　　本戦出場 
◎女子硬式テニス部 
　平成21年度大阪高等学校　春季テニス大会　 
　　　　　　　　　　　　　　　　ダブルス（H21.4.18）　予選１位　本戦出場 
　　　　　　〃　　　　　　　　　 団体戦（H21.5.8）　　 ６年ぶり本戦出場 
◎男子軟式テニス部 
　大阪府公立高校研修大会個人戦（H21.8）　　　　　　　　　中央大会進出　 
◎水泳部 
　平成21年度　中央大会（H21.6.26）　男子200ｍ平泳ぎ　　　　　　決勝進出 
◎ラグビー部 
　平成22年度　大阪総合体育大会　ラグビー10人の部　　Cグループ　　 優勝 
◎女子バドミントン部 
　第３学区高等学校バドミントン北地区協議会　 
　　　　　　　　　　　　　　女子シングル１部／ダブルス１部　　いずれも２位 
　　　　　〃　　　　　　　　 女子シングル２部／ダブルス２部　　いずれも優勝 
◎卓球部 
　第62回大阪高等学校卓球選手権大会男子学校対抗（H21.5.3～） ベスト16入り 
　第64回大阪高等学校総合体育大会男子学校対抗　（H21.10.25）ベスト16入り 
　第63回大阪高等学校卓球選手権大会男子学校対抗（H22.5.2～）ベスト16入り 
◎ダンス部 
　第４回若者ダンスカーニバル（H22.2.14）　　２位（第１回より連続して上位入賞） 
◎合唱部 
　第91回全国高等学校野球選手権大会　開会式・閉会式　 （H21.8.8・H21.8.21） 
 　 第92回全国高等学校野球選手権大会　開会式・閉会式　 （H22.8.7・H22.8.21） 
　中国シンセン百合合唱団受け入れコンサート　（H21.8.3 & 8.4） 
　第64回関西合唱コンクール　（H21.9.23）　　高校Bグループ　銅賞 
　中之島コーラスメッセ　コンクール課題曲講習モデル団体として出場 
◎華道部 
　小原流学生いけばな競技会（H21.7.25）　188名中 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 優秀賞２名、佳作４名が本校部員 
◎箏曲部 
　芸文祭　（H22.1.30） 

　
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
お
健
や

か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
。 

　
私
は
こ
の
４
月
に
清
水
谷
高

校
に
教
頭
と
し
て
着
任
し
ま
し

た
若
林
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
こ
の
伝
統

あ
る
清
水
谷
高
校
で
教
頭
と
し

て
の
第
一
歩
が
踏
み
出
せ
た
こ

と
に
日
々
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の

中
で
本
校
の
教
育
活
動
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
ま
す
の
も
、
ご
支

援
の
お
か
げ
と
感
謝
い
た
し
て

お
り
ま
す
。 

　
平
成
２２
年
度
は
、
１
年
生
３

２
０
名
、
２
年
生
２
８
０
名
そ

し
て
３
年
生
３
２
０
名
の
９
２

０
名
で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

４
月
８
日
、
私
が
初
め
て
聞
い

た
清
水
谷
高
校
校
歌
に
気
品
と

伝
統
を
感
じ
た
よ
う
に
、
６５
期

生
と
な
る
３
２
０
名
の
新
入
生
も
、

入
学
式
で
体
育
館
壇
上
に
下
が

る
美
し
い
緞
帳
や
合
唱
部
斉
唱

の
校
歌
に
、
こ
れ
ま
で
の
清
水

谷
の
歴
史
や
先
輩
方
の
母
校
に

対
す
る
深
い
思
い
の
一
端
を
感

じ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

　
人
は
「
新
た
な
も
の
と
の
出

会
い
に
よ
っ
て
自
ら
を
成
長
さ

せ
て
い
る
」、
と
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
「
新
た
な
も

の
と
の
出
会
い
」
に
よ
っ
て
繋

が
っ
た
清
水
谷
高
校
の
９
２
０

名
は
、
日
々
の
学
校
生
活
の
中

で
着
実
に
成
長
し
て
い
る
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。 

　
そ
し
て
彼
ら
の
日
々
の
学
校

生
活
は
、
本
校
の
教
育
目
標
で

あ
る
「
学
習
活
動
の
充
実
」「
部

活
動
の
振
興
」「
自
治
活
動
の
尊

重
」
と
い
う
三
本
柱
に
基
づ
き
、

充
実
し
た
活
気
あ
ふ
れ
る
学
校

生
活
と
な
っ
て
い
ま
す
。
学
校

生
活
の
中
心
で
あ
る
「
授
業
」

に
意
欲
的
に
取
り
組
む
こ
と
は

勿
論
の
こ
と
、
部
活
動
に
は
今

年
度
も
８
割
を
超
え
る
生
徒
が

入
部
し
て
お
り
、
放
課
後
の
学

校
は
部
活
動
に
熱
心
に
取
り
組

む
生
徒
た
ち
で
活
気
づ
い
て
い

ま
す
。
６
月
恒
例
の
文
化
部
発

表
会
で
は
、
華
道
部
・
書
道
部

の
作
品
展
示
に
箏
曲
部
・
茶
道

部
の
部
活
体
験
。
そ
し
て
ダ
ン

ス
部
・
ギ
タ
ー
部
・
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部
・
合
唱

部
は
、
梅
雨
空
を
吹
き
飛
ば
し

て
中
庭
で
の
昼
休
み
発
表
会
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど

の
生
徒
た
ち
が
、
楠
の
木
の
下

に
集
ま
っ
た
り
、
各
階
の
窓
か

ら
顔
を
出
し
た
り
し
て
、
仲
間

の
発
表
を
見
守
る
光
景
は
、
和

や
か
で
微
笑
ま
し
い
も
の
で
し
た
。 

　
ま
た
、
６
月
は
自
治
活
動
の

大
き
な
柱
で
あ
る
「
体
育
祭
」

も
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
真
夏

を
思
わ
せ
る
天
候
の
中
、
生
徒

た
ち
は
全
て
の
競
技
に
ひ
た
む

き
に
参
加
し
、
仲
間
へ
の
応
援

に
力
を
抜
く
こ
と
も
な
く
、
与

え
ら
れ
た
役
割
も
立
派
に
果
た

し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
年
度
か

ら
は
新
種
目
と
し
て
、
懐
か
し

い
「
玉
入
れ
」
を
採
用
し
ま
し
た
。

玉
の
数
を
カ
ウ
ン
ト
す
る
直
前
に
、

籠
か
ら
玉
が
す
べ
て
こ
ぼ
れ
落

ち
る
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ

り
ま
し
た
が
、
保
護
者
の
皆
様

に
も
参
加
し
て
頂
く
企
画
も
成

功
し
ま
し
た
。
来
年
度
は
、
清

友
会
の
皆
様
に
も
参
加
し
て
頂
き
、

熱
い
戦
い
を
見
せ
て
も
ら
え
た

ら
…
と
考
え
を
膨
ら
ま
せ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
そ
し
て
、
今
年
の
６
月
に
は

も
う
一
つ
、
ご
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
定
着
し
て
き
た
中
学

生
対
象
の
学
校
説
明
会
で
、
清

友
会
に
全
面
支
援
を
し
て
頂
い

て
完
成
し
た
学
校
紹
介
D
V
D

を
使
っ
て
、
清
水
谷
高
校
の
３

年
間
の
生
活
を
１５
分
ほ
ど
に
ま

と
め
て
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
本
校
の
卒
業
生
の
方

の
母
校
へ
の
深
い
思
い
を
基
に

構
成
さ
れ
た
こ
の
D
V
D
で
は
、

本
校
の
教
育
目
標
の
三
本
柱
を

実
践
し
て
い
る
後
輩
で
あ
る
、

現
在
の
清
水
谷
高
校
生
の
姿
が

忠
実
に
、
し
か
も
生
き
生
き
と

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
生
方

の
指
導
の
も
と
達
成
感
と
充
実

感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
授

業
を
熱
心
に
受
け
て
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
い
る
生
徒
、
運
動

部
１７
部
と
文
化
部
１４
部
の
合
計

３１
部
に
所
属
し
て
連
日
頑
張
っ

て
い
る
生
徒
、
学
校
行
事
に
も

一
生
懸
命
取
り
組
み
ク
ラ
ス
と

し
て
、
学
年
と
し
て
、
清
水
谷

高
校
生
と
し
て
心
に
残
る
思
い

出
を
作
っ
て
い
る
生
徒
た
ち
の

様
子
に
、
参
加
し
て
い
た
４
０

０
名
近
い
中
学
生
や
保
護
者
の

皆
さ
ま
は
釘
付
け
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
中
学
生
に
本
校
の
様

子
を
紹
介
す
る
機
会
は
、
年
々

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
直
接
本

校
生
に
触
れ
る
チ
ャ
ン
ス
の
な

い
中
学
生
や
保
護
者
の
方
た
ち

に
も
、
こ
の
D
V
D
を
見
る
こ

と
で
本
校
生
を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
え
ま
す
。 

学
校
説
明
会
終
了
後
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
も
、
D
V
D
は
好
評
で

し
た
。 

　
２
０
０
３
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
国
際
交
流
活
動
は
、
昨

年
度
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影

響
で
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
事

態
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
度

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
高
校
生

が
１１
名
清
水
谷
高
校
を
訪
問
し

ま
し
た
。
９
月
１０
日
か
ら
２０
日

の
期
間
、
本
校
生
徒
宅
や
卒
業

生
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
授
業

に
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今

年
度
は
天
満
橋
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
と
の
連
携
を
実
現
さ
せ
、

８
月
２５
日
か
ら
１
年
間
、
ア
メ

リ
カ
か
ら
の
留
学
生
の
女
子
生

徒
が
本
校
の
２
年
生
と
し
て
生

活
し
て
い
ま
す
。
中
学
生
の
憧
れ
、

清
水
谷
生
の
誇
り
で
あ
る
「
清

水
谷
ブ
ル
ー
」
の
制
服
も
着
用

し
て
い
ま
す
。 

　
本
校
生
の
部
活
動
の
記
録
の

主
だ
っ
た
も
の
を
掲
載
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
日
々
学
習
と
の

両
立
に
励
み
、
部
活
動
で
の
連

帯
感
を
学
び
、
協
調
精
神
や
礼

儀
を
身
に
つ
け
た
部
員
の
活
動
は
、

必
ず
し
も
優
勝
や
上
位
進
出
と

い
う
結
果
に
は
つ
な
が
っ
て
い

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

清
水
谷
高
校
で
の
部
活
動
と
い

う
「
新
た
な
も
の
と
の
出
会
い
」

に
よ
っ
て
、
今
ま
で
の
住
み
慣

れ
た
世
界
か
ら
、
勇
気
を
持
っ

て
他
の
世
界
の
扉
を
開
け
た
生

徒
た
ち
は
、
確
実
に
成
長
し
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
逞
し

さ
と
優
し
さ
を
持
ち
合
わ
せ
た

後
輩
た
ち
に
会
い
に
、
母
校
を

訪
ね
て
頂
け
る
機
会
が
あ
れ
ば

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、
い

つ
ま
で
も
向
学
心
を
持
ち
、
気

品
あ
る
振
る
舞
い
で
接
し
て
く

だ
さ
る
先
輩
方
と
本
校
生
と
の

出
会
い
は
、
本
校
生
に
と
っ
て
「
新

た
な
も
の
と
の
出
会
い
」
と
な
り
、

彼
ら
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
も

の
と
信
じ
て
い
ま
す
。 

《平成21年度～平成22年度前半の部活動記録》 



　
特
別
会
員
 

 
 

  　
今
田
　
忠
克
 

　
掛
谷
　
恒
之
 

　
菊
井
　
忠
雄
 

　
児
玉
　
健
郎
 

　
■
岡
　
京
子
 

　
千
葉
　
康
孝
 

　
冨
森
　
盛
史
 

　
富
山
　
啓
一
 

　
福
留
　
勝
弘
 

　
渕
上
　
芳
孝
 

　
寳
田
　
康
彦
 

　
南
　
太
一
郎
 

　
村
上
　
万
理
 

　
八
木
　
幸
治
 

　
行
　
昭
一
郎
 

 　
学
校
１
１
０
周
年
 

　
積
立
金
よ
り
 

   　
学
校
（
生
徒
・
P
T
A
） 

 
 

　
 

  
 

　
本
科
　
 

   本
２６
回
 

　
近
藤
　
操
 

本
２７
回
 

　
青
木
　
昭
子
 

　
初
田
富
美
子
 

 　
妣
田
　
圭
子
 

本
２９
回
 

　
川
口
　
結
子
 

　
瀬
戸
　
貞
子
 

　
名
村
　
公
子
 

　
宮
澤
冨
美
子
 

本
３０
回
 

　
岡
部
　
静
子
 

　
坂
本
　
博
子
 

本
３１
回
 

　
南
　
　
文
枝
 

本
３２
回
 

　
清
水
　
　
歌
 

　
蔦
田
　
璋
子
 

　
野
呂
　
幸
枝
 

　
原
田
　
美
子
 

本
３３
回
 

　
近
藤
　
鉞
子
 

　
篁
　
　
初
枝
 

　
村
上
　
可
代
 

本
３４
回
 

　
井
上
　
昌
子
 

　
小
田
千
代
子
 

　
片
山
梨
英
子
 

 
（
ご
遺
族
よ
り
） 

　
土
出
　
幸
子
 

　
西
阪
　
直
子
 

　
福
井
　
　
君
 

本
３５
回
 

　
近
藤
　
悦
子
 

　
鷹
岡
　
和
子
 

　
田
隅
　
タ
ネ
 

　
仲
谷
　
邦
子
 

　
芳
澤
　
成
子
 

本
３６
回
 

　
大
塚
　
和
子
 

　
清
水
　
幸
代
 

　
鈴
木
美
佐
子
 

　
武
井
　
博
子
 

　
花
谷
　
和
子
 

　
森
川
　
嘉
根
 

本
３７
回
 

　
大
槻
　
利
子
 

　
尾
■
　
公
子
 

　
河
井
喜
代
子
 

　
工
藤
　
美
知
 

　
黒
田
　
文
子
 

　
桑
田
　
光
子
 

　
島
田
　
豊
子
 

　
福
島
　
純
子
 

　
村
上
　
昌
子
 

　
　
匿
名
1
名
 

本
３８
回
 

　
加
藤
千
鶴
子
 

　
北
村
有
季
子
 

　
■
木
　
　
緑
 

　
中
田
　
美
子
 

　
成
子
　
豊
子
 

　
橋
尾
　
藤
子
 

　
原
　
　
甲
子
 

　
深
田
　
貞
子
 

　
藤
村
　
　
薫
 

　
堀
畑
　
昌
子
 

　
前
川
嘉
壽
江
 

　
泰
永
　
富
代
 

　
藪
田
　
芳
子
 

　
淀
井
　
洋
子
 

本
３９
回
 

　
井
尻
　
正
子
 

　
岩
田
　
郁
子
 

　
内
海
　
幸
子
 

　
額
田
嘉
代
子
 

　
福
田
　
秀
子
 

　
松
家
　
武
子
 

　
三
前
美
智
子
 

本
４０
回
 

　
沖
野
多
美
子
 

　
北
井
　
知
子
 

　
後
藤
　
由
江
 

　
小
山
真
佐
子
 

　
佐
用
　
　
淳
 

　
長
尾
美
代
子
 

　
中
澤
　
敏
子
 

　
福
光
よ
し
子
 

　
藤
井
　
玉
子
 

　
牧
田
　
葉
子
 

　
増
井
　
泰
子
 

　
増
田
　
和
子
 

　
水
野
　
頴
子
 

　
谷
戸
　
淑
子
 

　
横
尾
　
寿
子
 

　
　
匿
名
1
名
 

本
４１
回
 

　
青
木
　
隆
子
 

　
飯
田
　
喜
代
 

　
池
田
　
倶
子
 

　
石
橋
　
照
代
 

　
井
上
　
亀
江
 

　
岩
川
　
文
子
 

　
石
見
　
洋
子
 

　
大
石
　
和
子
 

　
加
藤
　
●
子
 

　
金
子
　
澄
子
 

　
喜
多
　
　
道
 

　
後
藤
さ
と
子
 

　
小
林
　
菊
枝
 

　
嶋
田
　
紋
永
 

　
■
橋
　
昌
子
 

　
中
川
　
輝
子
 

　
中
山
　
久
子
 

　
西
川
　
種
子
 

　
西
田
せ
つ
子
 

　
西
田
　
　
登
 

　
林
　
ミ
チ
子
 

　
林
　
笑
美
子
 

　
平
池
布
知
子
 

　
藤
本
　
歌
子
 

　
堀
田
千
恵
子
 

　
松
實
　
芳
子
 

　
丸
田
　
皐
月
 

　
村
井
　
説
子
 

　
森
田
　
允
子
 

　
山
内
　
静
子
 

　
山
本
久
美
子
 

　
若
林
　
郁
子
 

　
渡
辺
　
　
静
 

本
４２
回
 

　
相
田
　
秀
子
 

創立110周年記念募金芳名録 

平成22年10月1日 （11） 府立清水谷高女・高校同窓会会報 

区分 人数 募金金額 

創立110周年記念募金集計表（中間報告） 

本２６ 
本２７ 
本２８ 
本２９ 
本３０ 
本３１ 
本３２ 
本３３ 
本３４ 
本３５ 
本３６ 
本３７ 
本３８ 
本３９ 
本４０ 
本４１ 
本４２ 
本４３ 
本４４ 
本４５ 
本４６・高２ 

2,000  
8,000  
0  

23,000  
13,000  
2,000  
39,000  
17,000  
40,000  
18,000  
47,000  
346,000  
99,000  
49,000  
161,000  
205,000  
625,000  
663,000  
448,000  
158,000  
195,000 

 350,000  
199,000  
364,000  
276,000  
408,000  
139,000  
313,000  
246,000  
337,000  
110,000  
241,000  
122,000  
142,000  
90,000  
224,000  
69,000  
74,000  
90,000  
139,000  
735,000  
179,000 

1 
3 
0 
4 
2 
1 
4 
3 
6 
5 
6 
10 
14 
7 
16 
33 
26 
47 
44 
26 
32

28 
33 
33 
30 
43 
20 
43 
32 
38 
22 
28 
11 
18 
14 
13 
12 
14 
13 
15 
19 
18 
 
 

高  ３ 
高  ４ 
高  ５ 
高  ６ 
高  ７ 
高  ８ 
高  ９ 
高１０ 
高１１ 
高１２ 
高１３ 
高１４ 
高１５ 
高１６ 
高１７ 
高１８ 
高１９ 
高２０ 
高２１ 
高２２ 
高２３ 
 

高２４ 
高２５ 
高２６ 
高２７ 
高２８ 
高２９ 
高３０ 
高３１ 
高３２ 
高３３ 
高３４ 
高３5 
高３６ 
高３７ 
高３８ 
高３９ 
高４０ 
高４1 
高４２ 
高４３ 
高４４ 
 

3 
3 
9 
4 
7 
7 
6 
4 
2 
4 
3 
0 
4 
4 
1 
2 
4 
0 
2 
2 
0 
 

13,000  
30,000  
54,000  
26,000  
27,000  
37,000  
20,000  
27,000  
6,000  
35,000  
16,000  

0  
28,000  
15,000  
3,000  
3,000  
27,000  

0  
8,000  
15,000  

0  
 

8,000  
0  

3,000  
0  

2,000  
0  

10,000  
1,000  
20,000  
5,000  
0  
0  
0  

9,000  
1,000  
4,000  
20,000  
8,000 

高４５ 
高４６ 
高４７ 
高４８ 
高４９ 
高５０ 
高５１ 
高５２ 
高５３ 
高５４ 
高５５ 
高５６ 
高５７ 
高５８ 
高５９ 
高６０ 
高６１ 
高６２ 

特別会員 
学校110周年積立金より 
学校（生徒・PTA） 
その他 
　カバの会（高10回） 
　高13回同窓会 
　PTAOB 
　　総　合　計 

15 
 
50 
 
1 
1 
3 
　950 

323,000  
3,000,000  
151,240  

 
27,016  
100,000  
18,000  

12,105,256 

2 
0 
1 
0 
1 
0 
1 
1 
2 
1 
0 
0 
0 
3 
1 
2 
4 
3

平成22年6月30日まで 

8,486,000880

区分 人数 募金金額 区分 人数 募金金額 区分 人数 募金金額 

計 

15
名
 

計
3
2
3
、0
0
0
円
 

50
名
 

計
1
5
1
、2
4
0
円
 

290
名
 

計
3
、1
5
8
、0
0
0
円
 

3
、0
0
0
、0
0
0
円
 

創立１１０周年記念募金　中間状況のご報告 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成22年6月末現在） 

　昨秋来、皆様にお願いしております１１０周年記念募金に対し、約９５０名の方から約９１０万円、学校の１１０
周年積立金から３００万円、合計約１２１０万円のご寄付を頂いています。皆様のご協力に感謝し、厚
くお礼申し上げます。重ねて、済美館改修を含めた記念事業を成功させることが出来ますように、なお
一層のご賛同をぜひお願い申し上げます。 

平成22年6月末日以降にご寄付いただきました 
方々につきましては次号に掲載いたします。 
　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略） 

記念募金　目標額　3,000万円！！ 

（
ご
遺
族
様
よ
り
） 

 

（
ご
遺
族
様
よ
り
） 

 



　
石
川
千
恵
子
 

　
尾
崎
　
孝
子
 

　
加
来
　
富
美
 

　
勝
田
　
安
子
 

　
國
澤
　
欣
子
 

　
久
保
起
仕
江
 

　
窪
田
美
智
子
 

　
栗
山
　
光
子
 

　
甲
谷
　
澄
子
 

　
郡
　
　
慶
子
 

　
古
閑
　
久
子
 

　
城
口
多
嘉
子
 

　
鈴
木
　
洋
子
 

　
多
河
　
通
子
 

　
武
井
千
鶴
子
 

　
武
田
美
智
子
 

　
田
中
　
明
子
 

　
豊
田
　
芳
子
 

　
西
岡
　
衣
子
 

　
橋
口
　
博
子
 

　
福
井
　
佳
子
 

　
福
田
貴
美
子
 

　
星
合
茂
登
子
 

　
由
良
　
敦
子
 

本
４３
回
 

　
赤
井
美
代
子
 

　
阿
部
満
智
子
 

　
池
永
千
鶴
子
 

　
石
川
佐
幾
代
 

　
石
田
　
靖
子
 

　
伊
藤
　
道
子
 

　
伊
藤
　
喜
久
 

　
今
川
多
恵
子
 

　
上
田
　
明
子
 

　
太
田
　
澄
子
 

　
大
西
佳
代
子
 

　
大
橋
　
悦
子
 

　
大
本
　
美
沙
 

　
岡
本
　
和
子
 

　
奥
村
悠
紀
子
 

　
片
上
　
淑
子
 

　
金
田
　
慰
子
 

　
北
川
　
良
子
 

　
木
村
　
文
子
 

　
来
馬
　
溢
子
 

　
小
林
　
鶴
野
 

　
榊
原
　
悦
子
 

　
澤
　
希
代
子
 

　
篠
崎
　
光
子
 

　
柴
田
佳
代
子
 

　
鈴
木
　
勝
子
 

　
■
橋
　
久
子
 

　
田
中
　
和
子
 

　
玉
井
萬
里
子
 

　
中
井
　
文
子
 

　
中
山
佐
紀
子
 

　
中
山
　
育
枝
 

　
那
須
　
政
子
 

　
布
谷
　
明
子
 

　
沼
部
　
福
子
 

　
林
　
　
幸
子
 

　
原
田
　
典
子
 

　
穂
藤
悠
紀
子
 

　
本
城
　
智
枝
 

　
松
田
　
富
子
 

　
宮
田
　
　
禮
 

　
武
藤
　
幸
子
 

　
最
上
　
文
子
 

　
茂
木
佐
緒
子
 

　
森
元
　
綾
子
 

　
山
崎
　
典
子
 

　
吉
田
美
沙
子
 

本
４４
回
 

　
青
木
　
好
子
 

　
石
村
　
房
子
 

　
岩
崎
　
幸
子
 

　
大
田
　
史
子
 

　
柏
井
　
住
子
 

　
勝
田
　
靖
子
 

　
金
森
　
信
子
 

　
北
村
　
茂
子
 

　
木
村
　
　
節
 

　
小
竹
　
春
子
 

　
小
西
　
武
子
 

　
小
林
　
和
子
 

　
小
林
　
理
子
 

　
権
野
美
穂
子
 

　
桜
井
　
佳
子
 

　
下
坂
　
伸
子
 

　
■
橋
　
和
子
 

　
瀧
本
　
俊
恵
 

　
田
中
千
代
子
 

　
田
原
　
節
子
 

　
玉
井
　
登
世
 

　
恒
成
　
和
子
 

　
仲
久
保
寿
子
 

　
中
島
　
美
子
 

　
中
原
　
秀
子
 

　
西
本
　
幸
子
 

　
平
尾
　
　
常
 

　
平
見
弥
栄
子
 

　
藤
本
　
恭
子
 

　
星
野
　
和
子
 

　
正
本
　
節
子

　
松
井
　
芳
子
 

　
松
浦
　
信
子
 

　
松
名
　
直
子
 

　
松
村
　
明
子
 

　
宮
平
美
智
子
 

　
森
下
　
博
子
 

　
森
田
　
良
子
 

　
毛
呂
　
　
幸
 

　
柳
原
　
澄
子
 

　
山
村
知
恵
子
 

　
横
田
　
幸
子
 

　
米
澤
　
節
子
 

　
　
匿
名
1
名
 

本
４５
回
 

　
明
石
　
妙
子
 

　
赤
松
　
叡
子
 

　
石
原
　
公
子
 

　
一
海
　
孝
子
 

　
今
井
　
哲
子
 

　
岩
■
　
滋
子
 

　
大
久
保
キ
ミ
代
 

　
大
野
　
綾
子
 

　
加
藤
　
保
子
 

　
河
島
　
英
子
 

　
河
村
喜
代
子
 

　
菊
野
ゆ
か
里
 

　
及
川
喜
久
子
 

　
熊
澤
　
孝
子
 

　
小
林
　
圭
野
 

　
坂
口
　
昭
子
 

　
城
　
江
美
子
 

　
長
野
　
洋
子
 

　
野
■
　
弘
子
 

　
野
田
　
知
子
 

　
橋
本
　
用
子
 

　
藤
塚
あ
い
子
 

　
三
木
ヱ
ツ
子
 

　
山
口
　
恵
子
 

　
湯
本
満
寿
美
 

　
●
田
　
正
子
 

本
４６
回
・
高
２
回
 

　
阿
部
悠
美
子
 

　
沖
喜
　
芳
子
 

　
小
山
田
洋
子
 

　
柏
原
　
愛
子
 

　
神
崎
　
麗
子
 

　
木
村
　
和
子
 

　
國
原
ま
ち
子
 

　
湖
■
　
醇
子
 

　
小
西
　
　
満
 

　
小
林
み
ち
子
 

　
小
林
　
芳
子
 

　
坂
本
　
俊
子
 

　
澤
井
　
綾
子
 

　
鹿
嶋
　
重
子
 

　
清
水
　
貞
子
 

　
築
部
由
紀
美
 

　
筒
井
　
　
■

　
寺
島
　
富
貴
 

　
冨
島
満
智
子
 

　
中
島
　
芳
子
 

　
中
村
　
侃
子
 

　
南
條
　
静
緒
 

　
長
谷
川
羊
千
 

　
■
崎
　
潤
子
 

　
福
西
　
滋
子
 

　
細
川
佳
代
子
 

　
御
輿
　
直
代
 

　
三
富
　
　
冨
 

　
森
　
　
政
子
 

　
山
■
　
和
子
 

　
　
匿
名
1
名
 

 
 

　
高
校
 
 

   高
３
回
 

　
飯
田
　
弘
一
 

　
石
村
　
幸
彦
 

　
江
住
　
陽
子
 

　
岡
本
　
　
健
 

　
亀
田
　
英
明
 

　
川
勝
　
民
雄
 

　
蒲
原
　
豊
子
 

　
久
保
添
知
宏
 

　
酒
井
　
　
薫
 

　
白
井
　
淳
二
 

　
進
藤
　
秀
子
 

　
高
田
　
舜
介
 

　
田
中
　
信
子
 

　
丹
下
　
斐
惠
 

　
辻
　
志
津
子
 

　
中
野
嘉
代
子
 

　
日
野
　
邦
子
 

　
藤
川
　
嘉
子
 

　
藤
野
美
也
子
 

　
前
田
徹
太
郎
 

　
松
宮
　
昌
子
 

　
三
宅
　
一
郎
 

　
村
上
　
益
子
 

　
森
本
　
昌
子
 

　
安
田
千
穂
子
 

　
安
田
　
吉
郎
 

　
山
邊
　
澄
子
 

　
　
匿
名
1
名
 

高
４
回
 

　
味
岡
　
洋
子
 

　
池
田
　
康
子
 

　
石
原
　
治
子
 

　
妹
背
　
一
代
 

　
大
石
　
　
勵
 

　
大
井
　
邦
夫
 

　
奥
邨
　
正
寛
 

　
葛
西
美
稲
子
 

　
梶
山
　
和
夫
 

　
木
下
　
雅
義
 

　
木
村
　
一
彦
 

　
木
村
カ
ヨ
子
 

　
清
常
　
●
子
 

　
阪
口
　
昭
子
 

　
佐
藤
　
明
子
 

　
島
浦
　
　
泉
 

　
志
村
　
和
江
 

　
竹
田
佳
津
子
 

　
田
中
　
育
子
 

　
田
中
　
紫
枝
 

　
中
須
　
浩
子
 

　
西
村
　
弘
子
 

　
橋
本
　
義
文
 

　
馬
場
喜
代
子
 

　
平
尾
　
昌
子
 

　
馬
詰
登
喜
子
 

　
松
本
　
良
子
 

　
真
野
　
育
子
 

　
水
谷
　
範
子
 

　
水
野
　
尉
子
 

　
村
口
　
　
清
 

　
山
尾
　
美
子
 

　
和
田
　
伸
子
 

高
５
回
 

　
伊
藤
　
光
武
 

　
大
西
　
珠
子
 

　
奥
田
　
武
文
 

　
梶
原
三
和
子
 

　
國
行
　
教
子
 

　
阪
田
　
　
弘
 

　
作
田
　
　
洋
 

　
澤
田
　
淑
江
 

　
下
山
　
博
子
 

　
白
井
嘉
世
子
 

　
白
石
　
怜
子
 

　
田
中
　
健
一
 

　
辻
仲
　
君
子
 

　
中
農
　
弘
志
 

　
西
尾
　
俊
子
 

　
西
田
　
芳
行
 

　
原
田
　
愼
三
 

　
廣
島
潤
之
助
 

　
廣
瀬
　
　
邇
 

　
福
家
　
　
稔
 

　
桝
田
　
幸
子
 

　
松
井
　
芳
子
 

　
圓
井
謙
三
郎
 

　
宮
崎
　
文
雄
 

　
宮
前
　
富
子
 

　
村
上
　
雅
子
 

　
室
田
　
　
進
 

　
森
田
芙
佐
子
 

　
安
田
静
二
郎
 

　
横
地
　
美
江
 

　
吉
岡
　
重
男
 

　
若
林
　
ヒ
デ
 

　
和
田
ア
イ
子
 

高
６
回
 

　
浅
野
　
義
博
 

　
池
田
　
朝
子
 

　
稲
田
　
元
子
 

　
井
上
　
芳
子
 

　
打
垣
内
恵
子
 

　
大
磯
　
隆
一
 

　
小
田
貴
美
子
 

　
川
上
　
幸
子
 

　
川
端
　
裕
子
 

　
小
宮
山
芙
美
子
 

　
三
野
　
雅
代
 

　
塩
川
　
俊
男
 

　
芝
田
　
立
子
 

　
清
水
喜
世
子
 

　
瑞
慶
覧
冴
子
 

　
砂
川
　
玲
子
 

　
田
中
　
襄
二
 

　
中
園
　
弘
子
 

　
中
村
　
陽
子
 

　
中
村
　
京
子
 

　
中
村
　
幸
江
 

　
浜
崎
　
信
子
 

　
平
井
　
茂
子
 

　
堀
辺
　
治
信
 

　
三
堀
　
　
俶
 

　
宮
澤
　
朱
美
 

　
安
江
　
貞
夫
 

　
矢
野
　
和
栄
 

　
横
川
　
和
子

　
　
匿
名
1
名
 

高
７
回
 

　
秋
元
誠
太
郎
 

　
浅
見
　
和
子
 

　
阿
部
萬
里
子
 

　
新
井
　
信
江
 

　
淡
地
　
英
子
 

　
石
橋
　
晴
子
 

　
井
上
　
裕
二
 

　
岡
本
　
恭
子
 

　
梶
原
み
さ
を
 

　
川
崎
　
勝
晤
 

　
橘
田
　
義
弘
 

　
木
下
　
栄
子
 

　
久
保
多
恵
子
 

　
窪
田
　
桂
子

　
久
保
田
治
子
 

　
河
野
　
道
雄
 

　
越
原
　
明
子
 

　
齋
藤
　
秋
子
 

　
阪
井
　
信
夫
 

　
酒
井
　
重
幸
 

　
坂
口
　
孝
子
 

　
仕
田
原
　
猛
 

　
篠
田
　
　
孝
 

　
酢
谷
　
和
子
 

　
谷
　
　
　
浩
 

　
谷
口
　
耕
也
 

　
谷
利
　
圭
子
 

　
辻
川
　
成
子
 

　
辻
田
　
澄
恵
 

　
出
水
　
晴
子
 

　
永
田
　
喜
代
 

　
中
辻
　
勝
行
 

　
中
村
喜
久
子
 

　
中
村
日
出
夫
 

　
南
條
　
圭
子
 

　
檜
原
　
康
男
 

　
正
木
　
良
一
 

　
萬
代
　
武
子
 

　
三
浦
　
勝
茂
 

　
安
井
　
良
子
 

　
山
岡
　
嘉
男
 

　
山
本
眞
佐
代
 

　
若
谷
奈
都
子
 

高
８
回
 

　
猪
子
　
修
身
 

　
植
原
　
正
明
 

　
宇
野
　
隆
子
 

　
宇
野
　
滋
夫
 

　
岡
島
　
史
郎
 

　
岡
本
　
壽
子
 

　
奥
田
　
秀
夫
 

　
加
藤
　
浩
子
 

　
桑
原
　
浩
治
 

　
城
山
み
ど
り
 

　
武
　
　
哲
夫
 

　
竹
井
　
静
子
 

　
竹
中
多
恵
子
 

　
寺
内
　
嘉
一
 

　
西
山
　
　
毅
 

　
西
山
　
迪
子
 

　
兵
井
　
文
子
 

　
松
尾
　
明
子
 

　
三
原
　
茂
子
 

　
森
田
　
和
男
 

高
９
回
 

　
東
　
　
治
江
 

　
井
口
　
孝
子
 

　
池
田
満
智
子
 

　
出
雲
　
慶
子
 

　
上
村
久
忍
子
 

　
宇
野
　
澪
子
 

　
大
浜
　
宏
介
 

　
大
藤
　
房
子
 

　
岡
田
　
幸
子
 

　
柿
本
　
房
之
 

　
笠
原
多
恵
子
 

　
木
内
香
与
子
 

　
北
森
　
一
巳
 

　
黒
川
万
佐
子
 

　
河
野
　
郁
夫
 

　
左
海
　
靖
子
 

　
阪
口
　
和
代

　
阪
口
　
昌
子
 

　
阪
田
　
貞
子
 

　
宗
田
　
照
子
 

　
武
輪
　
儀
一
 

　
田
中
　
晴
子
 

　
田
中
　
博
子
 

　
谷
　
　
博
之
 

　
冨
永
　
敏
子
 

　
中
川
　
幸
枝
 

　
中
郷
　
安
浩
 

　
名
和
　
澄
子
 

　
濱
野
　
泰
三
 

　
平
岡
　
重
道
 

　
廣
瀬
　
久
子
 

　
福
武
　
京
子
 

　
藤
原
　
寿
一
 

　
細
川
恵
美
子
 

　
松
村
　
貴
美
 

　
松
本
　
邦
夫
 

　
百
田
　
雅
子
 

　
森
田
　
　
勉
 

　
八
木
　
■
子
 

　
薮
中
美
知
子
 

　
山
本
　
誠
人
 

　
吉
田
　
精
二
 

高
１０
回
 

　
池
田
基
一
郎
 

　
生
駒
　
明
子
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590
名
 

計
5
、3
2
8
、0
0
0
円
 



　
石
田
　
秀
樹
 

　
今
田
　
憲
吾
 

　
上
野
　
興
次
 

　
宇
野
　
和
泉
 

　
岡
崎
　
民
子
 

　
楠
　
伊
津
子
 

　
栗
山
　
　
憲
 

　
柑
本
　
　
進
 

　
駒
井
マ
チ
子
 

　
酒
井
　
　
淳
 

　
清
水
　
義
道
 

　
■
山
満
里
子
 

　
中
内
　
正
與
 

　
中
山
　
隆
司
 

　
則
枝
　
征
克
 

　
林
　
　
秀
朗
 

　
福
田
　
幸
子
 

　
丸
井
　
榮
子
 

　
三
木
　
克
子
 

　
水
谷
富
裟
子
 

　
村
田
　
明
美
 

　
森
　
　
勝
彦
 

　
森
田
　
靖
子
 

　
山
本
　
勝
見
 

　
山
本
喜
一
郎
 

　
吉
岡
　
道
夫
 

　
吉
本
　
淳
子

　
　
匿
名
1
名
 

高
１１
回
 

　
五
十
嵐
伊
津
子
 

　
岩
崎
美
代
子
 

　
海
野
紀
司
雄
 

　
大
西
紀
久
子
 

　
岡
部
　
和
彦
 

　
小
川
歌
乃
子
 

　
折
田
　
昭
子
 

　
河
合
　
良
臣
 

　
近
藤
　
　
徹
 

　
敷
地
　
宏
一
 

　
杉
本
　
睦
美
 

　
谷
　
八
重
子
 

　
谷
　
　
千
里
 

　
田
保
　
勝
治
 

　
田
丸
　
久
江
 

　
田
村
　
喜
紀
 

　
千
葉
モ
ト
子
 

　
中
　
　
賢
治

　
中
井
　
公
子
 

　
中
西
多
嘉
子
 

　
中
村
　
龍
二
 

　
西
川
　
昭
子
 

　
西
村
　
和
子
 

　
西
村
美
也
子
 

　
疋
田
　
正
紀
 

　
福
岡
　
昭
子
 

　
福
島
　
重
紀
 

　
藤
井
　
　
■

　
藤
田
　
哲
男
 

　
藤
田
　
光
雄
 

　
松
本
　
好
生
 

　
森
竹
　
　
健
 

　
矢
倉
　
裕
章
 

　
吉
岡
　
健
二
 

　
■
ノ
谷
英
利
 

　
和
田
　
俊
博

　
　
匿
名
2
名
 

高
１２
回
 

　
青
木
　
節
子
 

　
浅
野
真
智
子
 

　
浅
野
　
英
雄
 

　
蘆
田
　
容
子
 

　
石
田
美
代
子
 

　
岩
尾
　
守
久
 

　
岩
田
　
良
子
 

　
宇
井
　
和
子
 

　
大
●
　
康
男
 

　
大
矢
　
正
子
 

　
川
口
　
眞
子
 

　
小
林
　
璋
子
 

　
杉
野
　
利
彦
 

　
高
野
　
康
子
 

　
坪
内
　
澄
子
 

　
仲
栄
　
成
行
 

　
服
部
　
敬
子
 

　
藤
田
　
隆
子
 

　
丸
尾
　
桂
子
 

　
森
本
　
隆
幸
 

　
山
西
と
も
子
 

　
路
熊
　
駒
三
 

高
１３
回
 

　
青
木
　
恒
弘
 

　
入
野
　
洋
子
 

　
大
宮
　
　
誠
 

　
大
宮
　
葉
子
 

　
岡
野
　
忠
雄
 

　
奥
田
　
和
弘
 

　
奥
谷
　
哲
夫
 

　
菊
地
　
　
靖
 

　
北
川
　
睦
彦
 

　
北
澤
由
玖
子
 

　
小
山
　
泰
正
 

　
蔀
　
　
正
次
 

　
鈴
木
　
芳
光
 

　
立
花
　
幹
夫
 

　
田
中
　
克
彦
 

　
照
屋
　
貞
夫
 

　
中
辻
　
幸
七
 

　
中
野
　
寛
次
 

　
新
美
　
啓
之
 

　
西
田
　
光
子
 

　
野
上
　
昭
代
 

　
春
田
美
登
子
 

　
日
置
　
英
一
 

　
布
藤
　
里
美
 

　
松
村
　
和
枝
 

　
目
崎
　
八
郎
 

　
安
井
　
　
泉
 

　
湯
浅
富
士
郎
 

高
１４
回
 

　
井
口
栄
二
郎
 

　
板
倉
　
圭
子
 

　
海
田
　
雅
恵
 

　
北
野
　
公
造
 

　
桐
石
　
保
美
 

　
下
田
　
富
昭
 

　
高
垣
忠
一
郎
 

　
■
城
　
昌
信
 

　
田
中
　
繁
之
 

　
野
口
　
洋
二
 

　
堀
本
　
光
昭
 

高
１５
回
 

　
東
　
　
　
広
 

　
磯
田
　
　
理
 

　
井
出
和
津
子
 

　
岡
安
　
修
身
 

　
木
本
　
　
忍
 

　
小
島
喜
代
三
 

　
近
藤
　
　
功
 

　
杉
本
　
栄
次
 

　
作
田
　
壽
子
 

　
　佐
々
木
マ
ス
子
 

　
十
河
　
洪
平

　
西
村
　
郁
子
 

　
原
田
　
　
稔
 

　
文
　
　
隆
昭
 

　
堀
井
　
愃
暢
 

　
村
上
　
　
武
 

　
山
本
　
征
二

　
　
匿
名
1
名
 

高
１６
回
 

　
植
村
　
　
本
 

　
大
植
　
史
朗
 

　
岡
田
　
尚
美
 

　
木
下
　
和
子
 

　
齋
藤
　
阡
子
 

　
齋
藤
　
普
一
 

　
立
花
　
濶
子
 

　
福
田
　
和
子
 

　
麻
殖
生
登
喜
子
 

　
松
宮
　
清
隆
 

　
三
浦
　
敦
子
 

　
八
木
　
洋
子
 

　
山
田
　
隆
夫
 

　
●
田
　
博
子
 

高
１７
回
 

　
秋
山
　
正
己
 

　
井
上
　
怜
美
 

　
江
■
　
正
和
 

　
大
石
　
啓
子
 

　
木
戸
　
　
勝
 

　
小
池
　
憲
彦
 

　
佐
々
木
和
世
 

　
佐
藤
　
嘉
泰
 

　
杉
本
　
末
雄
 

　
高
桑
　
博
司
 

　
田
野
ヒ
サ
子
 

　
長
田
　
昇
一
 

　
柳
原
多
枝
子
 

高
１８
回
 

　
直
本
　
　
進
 

　
中
林
　
正
司
 

　
中
村
　
方
子
 

　
西
岡
　
祖
秀
 

　
稗
田
　
祀
夫
 

　
平
林
　
勝
司
 

　
藤
本
美
保
子
 

　
松
本
　
陽
子
 

　
森
村
　
幸
男
 

　
矢
島
　
恵
子
 

　
山
本
美
智
子

　
　
匿
名
1
名
 

高
１９
回
 

　
伊
藤
は
る
み
 

　
岩
永
　
良
一
 

　
大
西
　
教
雄
 

　
大
西
歌
野
子
 

　
岡
田
　
　
誠
 

　
小
倉
八
代
子
 

　
■
津
　
章
史
 

　
小
林
　
由
幸
 

　
佐
田
　
惠
子
 

　
澤
井
　
新
二
 

　
山
海
　
明
夫
 

　
■
城
賀
津
子
 

　
堀
池
　
信
雄
 

　
宮
田
　
賢
一
 

高
２０
回
 

　
伊
藤
　
長
範
 

　
井
上
　
博
史
 

　
芝
川
　
重
博
 

　
柴
田
千
衣
子
 

　
澁
川
　
洋
子
 

　
■
井
美
代
子
 

　
●
本
　
■
史
 

　
中
村
　
純
友
 

　
西
口
　
　
忠
 

　
橋
本
　
悦
雄
 

　
橋
本
　
隆
子
 

　
藤
井
　
和
幸
 

　
湯
本
　
益
美
 

高
２１
回
 

　
生
田
　
末
治
 

　
井
上
福
三
郎
 

　
楳
田
　
●
悟
 

　
川
■
　
泰
英
 

　
岸
本
　
祥
夫
 

　
小
浦
　
　
茂
 

　
斉
藤
　
敏
美
 

　
成
田
　
隆
志
 

　
西
村
　
清
美
 

　
原
口
　
典
子
 

　
萬
代
　
和
道
 

　
宮
木
　
秀
治
 

　
宮
本
　
順
子
 

　
本
井
　
啓
治
 

　
早
稲
田
哲
夫
 

高
２２
回
 

　
厚
見
　
彰
子
 

　
伊
藤
惠
美
子
 

　
小
川
　
佳
秀
 

　
河
田
　
光
一
 

　
栗
田
加
代
子
 

　
黒
松
　
健
三
 

　
土
岐
　
　
勝
 

　
鳥
井
　
敏
孝
 

　
長
岡
多
美
子
 

　
中
田
　
和
博
 

　
中
田
　
雅
久
 

　
丹
羽
　
裕
子
 

　
橋
本
　
高
明
 

　
日
根
野
文
三
 

　
冨
士
谷
道
夫
 

　
森
本
　
泰
代
 

　
横
山
　
典
子
 

　
吉
岡
　
雅
之
 

高
２３
回
 

　
東
　
加
寿
好
 

　
今
津
　
武
治
 

　
海
野
　
清
春
 

　
小
林
　
裕
子
 

　
坂
井
　
幸
司
 

　
佐
野
美
砂
子
 

　
中
島
　
裕
子
 

　
中
野
　
和
子
 

　
中
村
　
純
代
 

　
二
野
　
純
一
 

　
畑
　
佐
代
子
 

　
平
林
　
典
子
 

　
堀
家
　
妙
子
 

　
松
井
　
浩
子
 

　
三
輪
　
　
聡
 

　
向
井
　
容
子
 

　
山
本
　
寿
子

　
　
匿
名
1
名
 

高
２４
回
 

　
近
藤
　
修
造
 

　
中
西
　
修
一
 

　
西
　
裕
美
子
 

高
２５
回
 

　
田
畑
き
よ
み
 

　
宮
城
　
和
昭
 

　
米
田
　
茂
夫
 

高
２６
回
 

　
江
原
　
　
豊
 

　
烏
谷
　
治
三
 

　
冨
田
　
京
子
 

　
西
岡
　
栄
恵
 

　
野
村
　
重
之
 

　
藤
田
志
津
子
 

　
湯
谷
真
美
子
 

　
渡
辺
　
正
治
 

高
２７
回
 

　
立
花
　
里
加
 

　
中
山
　
昭
彦
 

　
山
手
　
正
史
 

　
●
田
　
俊
雄
 

高
２８
回
 

　
青
砥
　
正
壽
 

　
岡
　
み
さ
を
 

　
神
田
　
雅
雄
 

　
槐
島
　
静
治
 

　
田
辺
幸
次
郎
 

　
富
田
　
峰
子
 

　
中
才
　
敏
之
 

高
２９
回
 

　
金
田
　
泰
英
 

　
川
島
　
ま
り
 

　
北
野
　
泰
宏
 

　
鈴
木
　
康
友
 

　
田
中
友
輝
子
 

　
森
　
　
容
子
 

　
山
口
　
俊
雄
 

高
３０
回
 

　
五
十
川
昌
惠
 

　
井
上
　
　
●
 

　
菅
生
委
久
栄
 

　
瀧
口
　
浩
史
 

　
平
山
　
大
徹
 

　
三
河
　
純
子
 

高
３１
回
 

　
篠
原
　
栄
次
 

　
杉
本
恵
美
子
 

　
中
村
佳
世
子
 

　
三
好
　
達
二
 

高
３２
回
 

　
栄
森
　
朱
美
 

　
末
兼
　
恵
理
 

高
３３
回
 

　
大
森
登
美
代
 

　
堤
　
　
和
博
 

　
松
山
　
浩
章
 

　
和
田
　
千
春
 

高
３４
回
 

　
仲
宗
根
信
成
 

　
松
村
　
博
幸
 

　
八
木
　
　
淳
 

高
３６
回
 

　
岩
垣
　
厚
志
 

　
神
谷
　
泰
子
 

　
中
嶋
　
謙
治
 

　
村
上
　
可
枝
 

高
３７
回
 

　
柴
田
　
昌
典
 

　
登
山
　
敏
惠
 

　
長
町
み
ゆ
き
 

　
美
間
　
謙
一
 

高
３８
回
 

　
西
牧
　
明
子
 

高
３９
回
 

　
菱
井
香
代
子
 

　
山
岸
　
孝
子
 

高
４０
回
 

　
井
上
　
　
薫
 

　
小
川
　
泰
子
 

　
賀
川
　
博
子
 

　
国
則
　
佳
代
 

高
４２
回
 

　
喜
多
　
秀
典
 

　
西
本
　
明
生
 

高
４３
回
 

　
木
村
　
芳
浩
 

　
●
開
　
秀
勝
 

高
４５
回
 

　
小
倉
　
慶
子
 

　
森
本
　
浩
隆
 

高
４７
回
 

　
森
口
千
恵
子
 

高
４９
回
 

　
　
匿
名
1
名
 

高
５１
回
 

　
渡
邉
　
俊
和
 

高
５２
回
 

　
谷
　
　
明
子
 

高
５３
回
 

　
北
田
　
裕
一

　
　
匿
名
1
名
 

高
５４
回
 

　
松
村
　
泰
輔
 

高
５８
回
 

　
安
部
奈
緒
美
 

　
以
西
　
紋
子
 

　
柴
田
　
　
至
 

高
５９
回
 

　
北
川
奈
津
帆
 

高
６０
回
 

　
福
田
　
洋
平
 

　
山
本
　
佳
奈
 

高
６１
回
 

　
重
田
　
知
美
 

　
中
村
　
歩
加
 

　
松
葉
　
晃
章
 

　
三
好
　
理
惠
  

高
６２
回
 
 

　
岡
本
　
沙
織
 

　
吉
谷
　
一
輝
 

　
渡
辺
　
夕
貴
  

 
 

        　
 

　
浅
田
　
　
勝
 

　
以
西
あ
き
み
 

　
細
川
　
佳
子
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お
願
い
！！
 

　
誤
字
、
脱
字
、

回
生
誤
り
等
が
あ

り
ま
し
た
ら
恐
れ

入
り
ま
す
が
事
務

局
へ
お
申
し
付
け

下
さ
い
。
 

　カ
バ
の
会
 

　
　
（
高
１０
回
）
 

　2
7
、０
1
6
円
 

　高
１３
回
同
窓
会
 

１
０
０
、０
０
０
円
 

 　P
T
A
O
B
 

　計
１
８
、０
０
０
円
 



公
開
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内 

 

平
成
21
年
11
月
28
日（
土
） 

 

平
成
22
年
11
月
27
日（
土
） 

 

平
成
23
年
2
月
19
日（
土
） 

 

 

 
「
話
す
」
こ
と
は
大
切
だ
が
、

系
統
立
て
て
学
ぶ
の
が
難
し
い

分
野
で
も
あ
る
。
書
店
に
並
ぶ

話
し
方
入
門
の
多
く
は
、
い
わ

ゆ
る
ハ
ウ
ツ
ー
も
の
に
と
ど
ま

り
が
ち
だ
。
　
　
 

 
雄
弁
・
多
弁
と
心
地
よ
い
話
し

ぶ
り
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。

豊
田
商
事
や
昨
今
の
「
オ
レ
オ
レ

詐
欺
」
な
ど
、
言
葉
を
操
る
側
に

回
る
と
、「
話
し
上
手
」
が
善
意

と
表
裏
一
体
を
な
さ
な
い
の
も
日

常
の
生
活
体
験
か
ら
広
く
知
ら
れ

て
い
る
こ
と
だ
。 

　
音
声
と
し
て
の
言
葉
が
人
を
結

び
つ
け
る
温
か
い
ツ
ー
ル
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
願
い
つ
つ
、
日
々
人

の
話
を
聞
い
た
り
、
用
い
た
り
し

て
い
る
者
の
一
人
で
あ
る
。 

　
高
３
の
時
に
聴
い
た
村
山
リ
ウ

氏
の
講
演
に
、「
女
子
が
自
身
で

何
事
も
責
任
を
持
っ
て
学
び
、
行

動
す
る
可
能
性
が
高
い
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
、
女
子
大
を
選
択
し

た
。
自
宅
通
学
が
で
き
、
学
費
面
 

で
も
メ
リ
ッ
ト
の
あ

る
大
阪
女
子
大
学
は
、

前
身
は
府
立
女
専
で
、

公
私
立
の
中
高
の
教

員
職
に
就
く
人
の
多

い
こ
と
も
分
か
っ
た
。 

 

し
か
し
、
昭
和
３

０
年
代
も
就
職
の
厳

し
さ
は
今
日
と
大
差

な
く
、
男
女
雇
用
機

会
均
等
ま
で
に
３
０

余
年
を
残
し
て
い
た
。
書
道
の
有

段
者
、
俳
句
や
短
歌
の
名
手
、
既

に
戯
曲
や
小
説
を
書
き
始
め
て
い

る
人
も
い
た
が
、
卒
業
時
の
就
職

は
約
束
さ
れ
て
は
い
な
い
。 

 
自
分
ら
し
さ
の
出
る
何
か
を
求

め
て
、「
標
準
語
講
習
会
」（
教
委

後
援
）
に
参
加
し
た
。
後
に
「
共

通
語
」
と
呼
び
替
え
ら
れ
る
が
、

市
民
の
た
め
に
開
か
れ
た
「
音
声

言
語
の
学
び
の
場
」
で
あ
っ
た
。 

小
中
高
校
の
先
生
、
役
者
志
望
の

会
社
員
な
ど
大
勢
の
同
期
生
。
タ

レ
ン
ト
学
校
の
類
は
街
に
な
い
時

代
の
こ
と
だ
。
３
ヵ
月
で
初
級
１
、

２
、
中
級
１
、
２
と
進
み
、
上
に

行
く
ほ
ど
仲
間
が
減
っ
て
い
く
の

も
何
か
語
学
の
コ
ー
ス
に
似
て
い

た
。
講
師
は
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
や
俳
優
・
声
優
、
広
告

関
係
の
会
社
役
員
だ
っ
た
。 

「
発
音
」
と
「
ア
ク
セ
ン
ト
」
の

矯
正
、
自
分
自
身
と
の
格
闘
が
始

ま
っ
た
。 

　
関
西
に
民
放
Ｔ
Ｖ
４
局
開
設
の
 

見
通
し
が
明
ら
か
に
な
り
、
数
少

な
い
採
用
試
験
の
機
会
を
得
た
。

お
陰
で
短
い
期
間
だ
っ
た
が
、
テ

レ
ビ
放
送
の
揺
籃
期
に
局
に
い
る

こ
と
が
で
き
た
。 

　「
ア
・
イ
・
ウ
・
エ
・
オ
」
の

滑
舌
訓
練
は
、
先
ず
は
就
活
に
役

立
ち
、
育
児
退
職
後
は
フ
リ
ー
の

司
会
や
日
本
語
教
育
に
効
果
を
現

し
、
短
大
生
の
た
め
の
音
声
表
現

や
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
講
座
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。 

　「
健
康
」
と
「
長
寿
」
に
も
役

立
つ
の
で
は
と
、
今
は
感
じ
て
い

る
。 

 　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
 

１
９
５
５
年
　
清
水
谷
高
校
卒
業
 

１
９
５
９
年
　
大
阪
女
子
大
学
卒

　
業
 

　
㈱
毎
日
放
送
入
社
 

１
９
６
３
年
９
月
　
 

　
同
社
を
退
職
 

　
フ
リ
ー
司
会
・
Ｃ
Ｍ
 

１
９
６
４
年
〜
１
９
７
７
年
 

　
　
国
際
日
本
研
究
所
 

　
日
本
語
教
室
講
師
 

１
９
７
１
年
〜
２
０
０
２
年
 

　
大
阪
外
国
語
大
学
 

　（
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
）非
常
勤

　
講
師
 

１
９
８
６
年
〜
１
９
９
０
年
 

　
梅
花
中
学
・
立
命
館
大
・
浪
速

　
短
大
等
の
非
常
勤
講
師
 

１
９
９
０
年
〜
２
０
０
７
年
 

　
浪
速
短
期
大
学（
現
・
大
阪
芸

　
術
大
学
短
期
大
学
部
） 

　
広
報
学
科
専
任
教
員
 

２
０
０
８
年
〜
２
０
０
９
年
 

　
大
阪
芸
術
大
学
非
常
勤
講
師
 

２
０
１
０
年
４
月
〜
 

　
近
鉄
文
化
サ
ロ
ン
講
座
講
師
 

 ・
伊
丹
市
文
化
振
興
財
団
理
事
 

・
日
本
語
教
育
学
会
会
員
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高
7
回
　
仕
田
原
　
猛
 

古
代
地
名
の
語
源
を
解
く
（
李
寧
煕
説
） 

高
7
回
　
齋
藤
　
秋
子 

高
３４
回
　
仲
宗
根
信
成
　 

「
ア
・
イ
・
ウ
・
エ
・
オ
」
と
共
に 

　   

〜
就
活
・
日
本
語
講
師
・
音
訳
〜 

ね
ん
き
ん
と
社
会
保
険
の
お
話
し 

（財） 

 韓
国
の
作
家
、
李
寧
煕
女
史
は
、

古
代
韓
国
語
で
三
千
語
以
上
の
日

本
語
の
語
源
を
解
い
て
い
る
。
約
 

二
百
語
は
地
名
で
、
今
回
は
、
そ

の
う
ち
１０
語
を
紹
介
し
た
。 

　
あ
す
か
（
明
日
香
・
飛
鳥
）
は
、

ア
・
ス
・
カ
で
「
最
高
の
鉄
処
」

の
意
。
古
代
韓
国
語
ア
は
最
高
な

ど
を
意
味
し
、
ス
は
「
鉄
」
の
百

済
系
の
言
葉
。
カ
は
「
処
」
を
表

す
日
韓
共
通
語
。
ア
ス
カ
は
砂
鉄

の
採
れ
る
所
に
付
け
ら
れ
た
地
名

で
あ
っ
た
。 

　
い
か
る
が
（
斑
鳩
）
は
イ
ッ
・

カ
ル
・
ガ
で
「
継
承
、
刀
の
地
」。

イ
ッ
は
、「
継
承
」
を
表
し
、
カ

ル
は
「
刀
」。
イ
カ
ル
ガ
の
名
が

付
く
奈
良
県
斑
鳩
町
、
兵
庫
県
太

子
町
鵤
、
四
日
市
市
南
い
る
が
町
、

但
馬
国
何
鹿
郡
は
、
い
ず
れ
も
刀

に
関
係
の
あ
る
土
地
で
あ
っ
た
。 

前
年
度
の
講
演
要
旨
（
第
２８
回
公
開
セ
ミ
ナ
ー
） 

　
年
金
を
も
ら
え
る
の
は
老
後
に

限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

老
後
の
生
活
補
償
は
、

時
間
的
に
老
齢
年
金

を
含
め
て
あ
る
程
度

備
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
障
害
、
死

亡
は
年
齢
に
か
か
わ

ら
ず
突
然
や
っ
て
く

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

障
害
や
死
亡
時
の
障

害
年
金
や
遺
族
年
金
は
、

事
故
発
生
当
時
に
保

険
料
を
滞
納
し
て
い
れ
ば
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
中
で
も
、 

現
在
、
未
加
入
・
未
納
の
状
態
で

障
害
事
故
が
発
生
し
た
無
年
金
障

害
者
が
９
万
人
、
昔
の
年
金
制
度

不
備
の
た
め
の
無
年
金
障
害
者
が

３
万
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
老
齢
年
金
に
つ
い
て
は
、
５
０

０
０
万
件
の
「
消
え
た
年
金
記
録
」

の
問
題
を
始
め
色
々
な
問
題
が
こ

こ
数
年
で
続
出
し
て
い
ま
す
。
平

成
９
年
の
年
金
制
度
共
通
の
基
礎

年
金
番
号
制
導
入
前
ま
で
、
同
じ

制
度
で
は
１
人
一
番
号
の
は
ず
が
、

い
く
つ
も
番
号
を
持
っ
て
い
る
方

が
珍
し
く
な
か
っ
た
状
態
で
、
年

金
記
録
が
消
え
る
（
探
せ
な
い
）

こ
と
が
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。 

　
年
金
は
個
人
単
位
で
保
険
料
を

支
払
う
も
の
の
、
年
金
受
給
は
夫

婦
単
位
で
考
え
る
必
要
が
あ
っ
た

り
、
保
険
料
の
支
払
を
し
な
い
期

間
も
加
入
期
間
と
見
な
す
制
度
が

あ
っ
た
り
と
、
わ
か
り
づ
ら
い
制

度
で
す
。 

　
年
金
は
、
も
と
も
と
保
険
料
支

払
い
が
長
期
間
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
間
に
制

度
変
更
が
何
度
も
行
な
わ
れ
、
そ

の
都
度
既
得
権
を
設
け
て
将
来
に

向
け
て
の
改
正
が
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
明
治
８
年
の
軍
人
恩
給
か
ら

始
ま
り
、
公
務
員
共
済
、
厚
生
年

金
・
国
民
年
金
が
開
始
さ
れ
、
加

入
者
も
軍
人
、
公
務
員
か
ら
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
、
自
営
業
者
、
失
業
者
、

フ
リ
ー
タ
ー
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

妻
、
学
生
、
外
国
人
へ
と
拡
大
さ

れ
て
き
ま
し
た
。 

　
年
金
制
度
は
、
社
会
保
険
制
度

の
一
つ
で
他
に
健
康
保
険
・
労
災

保
険
・
雇
用
保
険
の
各
保
険
と
あ

わ
せ
て
社
会
保
険
と
呼
ん
で
い
ま
 

す
。 

　
日
常
の
病
気
・
け
が
の
た
め
の

健
康
保
険
、
仕
事
中
や
通
勤
途
中

の
病
気
・
け
が
の
た
め
の
労
災
保

険
、
失
業
時
の
生
活
補
償
や
失
業

中
の
職
業
訓
練
の
た
め
の
雇
用
保

険
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
も
含
め

て
、
生
活
で
少
し
は
役
に
立
つ
か

も
し
れ
な
い
社
会
保
険
制
度
に
つ

い
て
も
、
社
会
保
険
労
務
士
と
し

て
こ
れ
ま
で
見
て
感
じ
て
き
た
こ

と
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
 

１
９
８
２
年
　
清
水
谷
高
校
卒
業
 

１
９
８
６
年
　
立
命
館
大
学
経
営

　
学
部
卒
業
・
全
国
社
会
保
険
労

　
務
士
会
連
合
会
勤
務
 

１
９
８
９
年
　
仲
宗
根
経
営
労
務

　
事
務
所
勤
務
 

１
９
９
８
年
　
社
労
士
事
務
所
開

　
業
 

２
０
０
３
年
　
法
人
化
（
社
会
保

　
険
労
務
士
法
人
オ
フ
ィ
ス
人
事

　
労
務
）
現
在
同
法
人
　
所
長
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高
23
回
　
田
中
　
睦
之
 

「
包
丁
か
ら
考
え
た
文
明
史
」 

　
う
ず
ま
さ
（
太
秦
）
は
ウ
ド

ゥ
・
マ
ッ
・
サ
で
「
上
質
の
鉄
受

け
」。
ウ
ド
ゥ
は
「
受
け
る
」
を

表
す
古
語
。
マ
ツ
は
「
上
質
の
」

を
意
味
し
、
サ
は
「
鉄
」
を
意
味

す
る
新
羅
系
の
言
葉
。
秦
氏
は
織

物
で
財
を
な
し
た
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
京
都
盆
地
の
上
質
の
鉄
を

得
て
権
力
を
持
っ
た
と
推
定
さ
れ

る
。 

　
か
す
が
（
春
日
）
は
ガ
ル
・

セ
・
ガ
ル
で
「
磨
い
て
新
し
く
耕

す
」。
韓
国
語
ガ
ル
は
「
磨
く
」

「
耕
す
」、
セ
は
「
新
し
い
」
の
意

を
表
す
。
ガ
ル
セ
ガ
ル
と
は
、

「
一
年
中
使
い
古
し
た
鉄
の
農
耕

具
を
新
し
く
磨
き
直
し
て
、
来
年

の
耕
す
の
に
備
え
る
」
こ
と
を
意

味
す
る
。
耕
す
の
が
「
春
の
日
」

で
あ
る
か
ら
、
春
日
と
当
て
字
し

た
。 

　
か
も
（
加
茂
・
賀
茂
）
は
ガ

ム
・
オ
で
「
鉄
磨
き
す
る
こ
と

（
者
）」。「
鉄
作
り
」
を
指
称
し
た
。

地
名
カ
モ
は
『
和
名
抄
』
に
記
さ

れ
た
郡
名
（
６
）
郷
名
（
２０
）
の

中
で
、
２１
か
所
が
現
在
も
名
を
残

す
。 

　
な
ば
り
（
名
張
）
は
ナ
バ
リ
で

「
出
っ
張
り
」。
ナ
は
「
出
る
」。

バ
ル
は
「
張
る
」。
ナ
バ
リ
は
大

き
く
湾
曲
し
た
名
張
川
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
た
出
っ
張
り
の
地
。 

　
か
ら
（
唐
・
韓
・
辛
）
は
ガ
・

ラ
で
「（
鉄
）
磨
き
の
国
」。
唐
津

市
、
韓
国
岳
（
宮
崎
県
）、
辛
島

（
宇
佐
市
）
な
ど
が
あ
る
。 

　
く
だ
ら
（
百
済
）
は
ク
・
ダ
・

ラ
で
「
大
き
い
地
の
国
」。
韓
国

語
ク
ン
ナ
ラ
（
大
き
い
国
）
が
、

ク
ダ
ラ
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

摂
津
国
に
百
済
郡
が
あ
っ
た
。 

　
し
ら
ぎ
（
新
羅
）
は
シ
ラ
・
ギ

で
「
新
羅
城
」（
百
済
側
か
ら
の

呼
び
方
）。「
城
」
を
付
け
新
羅
城

と
し
た
の
は
、
新
羅
を
国
と
見
做

さ
ず
、
百
済
の
領
土
の
中
の
一
つ

の
城
に
す
ぎ
な
い
と
お
と
し
め
る

た
め
だ
っ
た
。
シ
ラ
ギ
は
白
木
と

も
表
記
さ
れ
た
。 

　
こ
ま
（
高
麗
）
は
ゴ
ム
・
ア
で

「
高
句
麗
（
人
）」。
高
句
麗
人
が

多
く
居
住
す
る
所
に
付
け
ら
れ
た

名
。
甲
斐
国
に
は
巨
麻
郡
、
河
内

国
に
は
巨
麻
郷
が
あ
っ
た
。 

 

　
平
成
22
年
2
月
27
日（
土
） 

 

清
友
幼
稚
園
だ
よ
り 

☆
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
「
ケ
ル
ト
」
紀
行
　
上
巻
　
島
編
　
　
高
２５
　
武
部
　
好
伸 

☆
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
「
ケ
ル
ト
」
紀
行
　
下
巻
　
大
陸
編
　
高
２５
　
武
部
　
好
伸 

☆
戦
時
下
を
駆
け
抜
け
た
１６
歳
の
証
　
　
　
　
　
　
　
　
本
４３
　
宮
田
　
　
禮
 

清
友
会
所
蔵
 
 

 
卒
業
生
刊
行
書
籍
・
手
記
紹
介
（
今
回
寄
贈
分
）
 

貸
出
も
し
て
お
り
ま
す  

お
問
い
合
わ
せ
は
清
友
会
事
務
局
ま
で 

学
校
法
人
清
友
学
園
　
 

　
清
友
幼
稚
園
　
 

　
園
長
　
向
井
容
子
（
高
２３
回
）
 

 

　
今
回
は
清
友
幼
稚
園
の

園
歌
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

　
作
詞
　
赤
羽
吉
子
（
＊
１
）

　
作
曲
　
永
井
幸
次
（
＊
２
） 

１
、
に
こ
に
こ
橋
を
　
 

　
　
元
気
に
わ
た
り
　
 

　
　
先
生
お
は
よ
う
　
 

　
　
皆
さ
ん
　
お
は
よ
う
 

　
　
今
日
も
　
一
日
　
　

　
　
仲
よ
し
こ
よ
し
　
 

　
　
楽
し
く
　
お
庭
で
　

　
　
お
遊
び
し
ま
し
ょ
う
 

　
　
み
ん
な
の
　
 

　
　
清
友
幼
稚
園
 

２
、
お
な
じ
　
つ
く
え
に

　
　
仲
よ
く
　
な
ら
び
 

　
　
先
生
の
お
話
し
　
 

　
　
よ
く
よ
く
　
聞
い
て
 

　
　
私
は
　
よ
い
子
よ
　

　
　
す
な
お
な
　
子
ど
も
 

　
　
楽
し
く
　
お
へ
や
で

　
　
お
け
い
こ
し
ま
し
ょ
う
 

　
　
み
ん
な
の
　
　
　
　

　
　
清
友
幼
稚
園
 

 　
＊
１
　
赤
羽
吉
子
　
昭
和

１６
年
に
清
友
学
園
高
等
女

学
校
が
開
校
さ
れ
、
そ
の
後
、

昭
和
２１
年
に
そ
の
実
習
園

と
し
て
清
友
幼
稚
園
が
設

立
さ
れ
た
。
昭
和
３２
年
に

高
等
学
校
を
八
尾
市
に
委

譲
し
た
が
、
そ
の
際
、
幼

稚
園
を
残
し
、
理
事
会
役

員
を
清
友
会
員
の
み
と
し
て
、

園
舎
も
増
築
し
て
学
園
再

建
に
努
め
ら
れ
た
。
そ
の

折
の
理
事
長
と
し
て
赤
羽

氏
は
活
躍
さ
れ
た
。 

　
＊
２
　
永
井
幸
次
　
大
阪

府
立
清
水
谷
高
等
女
学
校

音
楽
教
師
と
し
て
、
長
く

在
職
さ
れ
た
が
、
清
友
学

園
設
立
に
あ
た
り
、
教
員

と
し
て
ま
た
評
議
員
と
し
て
、

学
園
の
振
興
に
力
を
尽
く

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
現
大

阪
音
楽
大
学
の
前
身
で
あ

る
大
阪
音
楽
学
校
を
開
校
、

校
長
と
な
ら
れ
た
。 

 　
清
水
谷
高
等
女
学
校
創

立
４０
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
同
窓
清
友
会
が
設
立

し
た
「
清
友
学
園
」
で
す

が
、
現
在
は
幼
稚
園
経
営

の
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
幼
稚
園
も
「
幼
保
一

体
化
」
の
激
し
い
波
に
呑

み
込
ま
れ
て
し
ま
わ
な
い

よ
う
に
、
同
窓
生
で
構
成

す
る
理
事
会
と
教
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
、
明
日
を

担
う
、
よ
り
良
い
子
ど
も

達
を
培
う
た
め
に
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
。
同
窓
の
皆

様
方
の
ご
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。 

あ
か
し
 

現
代
生
活
に
お
い
て
金
属
製
品

は
、
我
々
の
周
り
に
満
ち
溢
れ
て

い
ま
す
。
沢
山
の
恩
恵
を
私
た
ち

は
そ
の
製
品
か
ら
受
け
て
い
ま
す
。 

そ
の
な
か
で
包
丁
ナ
イ
フ
の
類

は
、
人
類
道
具
史
で
連
綿
と
使
わ

れ
続
け
　
原
型
を
保
持
し
て
い
る
 

利
器
（
手
で
使
う
道
具
）
の
ひ

と
つ
で
す
。 

原
始
時
代
、
人
類
の
祖
先
は
先

を
尖
ら
せ
た
石
の
矢
尻
で
、
獣
を
 

仕
留
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
皮

を
剥
が
し
た
り
、
硬
い
木
の
実
を

砕
く
た
め
に
　
一
方
の
へ
り
を
薄

く
そ
ぎ
、
残
り
の
へ
り
を
握
り
や

す
く
ふ
く
ら
み
を
も
た
せ
た
石
器

や
石
斧
が
、
包
丁
の
原
型
と
い
え

ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
人
類
が
使
っ

た
最
古
の
石
器
と
さ
れ
る
も
の
は
、

1
9
6
0
年
に
ア
フ
リ
カ
の
タ

ン
ザ
ニ
ア
で
発
見
さ
れ
た

1
8
0
万
年
前
の
打
製
石
器
で
す
。 

人
類
の
祖
先
で
あ
る
彼
ら
は
、

発
見
者
の
リ
ー
キ
ー
博
士
か
ら
ホ

モ
・
ハ
ビ
リ
ス
（
道
具
を
使
う
人
）

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
人
と
他

の
動
物
と
の
区
別
は
利
器
（
手
で

使
う
道
具
）
を
つ
く
り
　
ま
た
使

用
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
手
で

柄
を
握
っ
て
刃
で
切
り
裂
く
、
ナ

イ
フ
・
包
丁
類
は
古
代
文
明
ど
こ

に
も
存
在
し
て
い
ま
し
た
し
、
お

そ
ら
く
人
類
の
科
学
技
術
が
こ
の

先
ど
ん
な
に
、
発
展
し
て
い
っ
た

と
し
て
も
刃
物
は
欠
か
せ
な
い
道

具
と
し
て
存
在
し
続
け
る
で
し
ょ

う
。 日

本
列
島
に
お
け
る
人
口
推
移

は
、
紀
元
前
６
０
０
０
年
頃
か
ら

　
耕
地
面
積
が
広
ま
る
紀
元
後
１

〜
２
世
紀
ま
で
数
万
人
か
ら
数
十

万
人
規
模
で
推
移
し
た
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
後
は

鉄
を
は
じ
め
と
す
る
金
属
農
具
を

活
用
し
、
山
林
を
切
り
開
き
田
畑

を
開
墾
す
る
こ
と
に
よ
り
人
口
は

１
０
０
倍
規
模
に
増
え
ま
し
た
。

戦
火
が
完
全
に
収
ま
っ
た
江
戸
期

で
は
海
外
か
ら
の
食
糧
輸
入
が
な

い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
３
０
０

０
万
人
程
度
が
自
給
自
足
で
生
活

を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら

に
と
っ
て
い
か
に
大
き
い
意
味

を
持
っ
て
い
る
か
類
推
で
き
る
と

思
い
ま
す
。 

世
界
史
的
に
み
て
も
同
様
で
、

文
明
文
化
の
発
展
も
、
食
糧
生
産

量
拡
大
が
人
口
増
大
に
付
随
し
て

い
ま
す
。 

 日
本
料
理
　
和
食
文
化
は
、
四

季
と
山
海
に
恵
ま
れ
た
自
然
と
島

国
で
あ
る
特
異
性
か
ら
独
自
の
発

展
を
遂
げ
ま
し
た
。
新
鮮
な
生
の

魚
介
類
を
食
卓
に
提
供
す
る
た
め

に
は
　
生
の
魚
を
上
手
に
捌
く
切

れ
味
の
良
い
片
刃
包
丁
が
必
要
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
使
う

刺
身
包
丁
や
出
刃
包
丁
は
元
禄
時

代
か
ら
、
ほ
ぼ
現
在
使
わ
れ
て
い

る
形
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
明
治
の

開
国
以
降
　
肉
料
理
を
メ
イ
ン
と

し
た
西
洋
料
理
が
広
ま
り
ま
し
た
。

　
今
日
で
は
、
日
本
に
い
て
も
世

界
中
の
多
く
の
料
理
が
楽
し
め
ま

す
。
そ
し
て
和
食
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
　
洋
食
　
中
華
に
お
い
て
も

日
本
で
作
ら
れ
た
包
丁
が
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
日
本
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
　
海

外
に
お
い
て
も
我
が
国
の
製
鋼
メ

ー
カ
ー
の
素
材
を
使
い
熟
練
し
た

刃
物
職
人
の
作
り
だ
す
メ
イ
ド
イ

ン
ジ
ャ
パ
ン
包
丁
が
高
い
評
価
を

得
て
い
ま
す
。 

一
般
家
庭
で
普
通
に
使
わ
れ
る

場
合
、
優
良
な
材
質
で
つ
く
ら
れ

　
正
し
い
手
入
れ
を
し
た
包
丁
の

使
用
耐
久
年
数
は
平
均
し
ま
す
と

２0
〜
３０
年
で
す
。
一
本
買
え
ば

長
い
間
料
理
道
具
の
裏
方
と
し
て

働
き
続
け
ま
す
 

日
常
生
活
に
か
か
せ
な
い
料
理

道
具
　
包
丁
に
つ
い
て
の
考
察
を

セ
ミ
ナ
ー
で
し
ゃ
べ
ら
せ
て
頂
き

ま
し
た
。 

  

（
一
文
字
厨
器
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
） 



　
１
９
４
４
年
大
阪
の
名
門

清
水
谷
女
子
高
等
女
学
校
（
現

府
立
清
水
谷
高
校
）
を
卒
業

し
た
第
４１
回
生
で
つ
く
る
伝

統
あ
る
「
八
潮
会
」
は
本
年

大
阪
で
５
月
２０
日
東
京
支
部

１６
日
と
五
月
晴
に
恵
ま
れ
ほ

ぼ
同
時
期
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 大

阪
は
日
航
ホ
テ
ル
「
白
夙

の
間
」
で
卒
業
６６
周
年
の
記

念
す
べ
き
日
約
３０
名
の
方
が

参
加
さ
れ
晴
れ
や
か
に
再
会

を
喜
び
あ
い
ま
し
た
。
一
人

で
も
多
く
の
方
の
参
加
を
と

永
年
に
わ
た
り
会
の
継
続
と

母
校
へ
の
愛
校
精
神
で
献
身

的
に
幹
事
代
表
を
務
め
て
下

さ
い
ま
し
た
大
中
幸
子
さ
ん

が
本
日
も
幹
事
を
務
め
て
下

さ
い
ま
し
た
。
大
阪
タ
ウ
ン

紙
５
月
号
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

同
会
で
は
同
窓
会
以
外
に
も

夏
の
小
旅
行
「
七
夕
会
」
を

有
志
の
合
同
で
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
当
日
出
席
者
は
過

去
に
撮
っ
た
記
念
写
真
を
見

せ
合
い
同
窓
生
の
近
況
を
語

り
合
っ
た
ほ
か
、
戦
時
中
に

過
ご
し
た
母
校
で
の
勤
労
奉

仕
等
思
い
出
し
な
が
ら
旧
交

を
温
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た

欠
席
者
か
ら
届
い
た
メ
ッ
セ

ー
ジ
等
高
齢
年
代
の
健
康
へ

の
温
か
い
配
慮
。
話
題
は
つ

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
皆
よ
り

い
っ
そ
う
き
ず
な
を
深
め
て

八
潮
会
は
有
意
義
な
一
日
で

し
た
。
東
京
支
部
は
首
都
圏

の
交
通
ア
ク
セ
ス
の
よ
い
所

と
高
齢
に
な
っ
て
も
迷
わ
ず

こ
れ
る
同
じ
所
と
の
事
で
新

宿
「
な
だ
万
」
で
毎
年
行
っ

て
お
り
ま
す
。
年
々
参
加
者

は
少
な
く
９
名
で
し
た
が
ご

主
人
様
や
ご
家
族
の
看
護
中

を
少
し
の
時
間
で
も
と
ご
出

席
下
さ
っ
た
り
独
居
暮
ら
し

で
も
楽
し
く
サ
ー
ク
ル
で
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
 

　
去
年
か
ら
満
８５
才
以
上
を

超
高
齢
者
と
云
う
こ
と
に
な

っ
た
と
か
。
私
達
は
大
正
１４

年
（
１
９
２
５
）
生
ま
れ
。

今
年
そ
の
仲
間
入
り
を
す
る
。

平
均
余
命
８
年
。 

　
何
時
迄
戴
け
る
生
命
か
わ

か
ら
な
い
が
、
感
謝
し
て
一

日
一
日
を
大
切
に
、
出
来
る

だ
け
ま
わ
り
に
御
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
生

き
た
い
と
願
う
。 

　
昭
和
１６
年
。
私
達
が
４
年

生
の
時
、
清
水
谷
創
立
４０
周

年
を
祝
っ
た
。
来
年
１
１
０

周
年
を
迎
え
る
。
そ
の
間
７０

年
。
清
水
谷
で
学
ん
だ
５
年

間
の
教
育
の
お
か
げ
で
、
戦

中
、
戦
後
の
大
変
な
時
代
を

一
生
懸
命
生
き
続
け
、
無
事

今
日
が
あ
る
こ
と
は
感
慨
無

量
。 

　
校
門
か
ら
坂
を
登
り
、
済

美
館
　
大
村
先
生
の
胸
像
、

校
舎
は
新
し
く
な
っ
て
も
、

楠
の
大
木
も
、
昔
の
ま
ゝ
の

と
こ
ろ
に
、
そ
の
ま
ゝ
母
校

が
あ
る
こ
と
は
本
当
に
有
難

く
な
つ
か
し
い
こ
と
で
あ
る
。 

　
卒
業
６０
周
年
の
学
年
会
を

し
て
か
ら
、
引
き
続
い
て
学

年
全
体
で
有
志
の
同
窓
会
を

３
月
「
弥
生
の
会
」。
１０
月
 

「
神
無
の
月
」
を
し
て
い
る
。

各
ク
ラ
ス
は
独
自
。 

　
逢
っ
て
会
食
、
近
況
報
告

で
な
つ
か
し
む
だ
け
で
は
勿

体
な
い
。
８０
年
生
き
て
き
た

の
だ
か
ら
、
お
互
い
に
そ
れ

な
り
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
や
、

他
の
人
と
違
っ
た
体
験
も
あ

っ
た
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
話
 

を
聞
き
あ
お
う
。
現
役
活
躍

中
の
人
も
あ
り
、
参
考
に
な

る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ

の
上
声
を
出
し
て
若
返
る
よ

う
に
、
そ
の
時
々
に
ふ
さ
わ

し
い
歌
唱
指
導
を
し
て
頂
き
、

最
後
に
学
校
時
代
う
た
っ
た

「
お
ひ
な
祭
り
」
の
歌
や
「
幸
 

の
歌
」
等
を
心
を
こ
め
て
う

た
い
、
娘
時
代
に
か
え
り
、

最
後
「
校
歌
」
で
元
気
を
頂

い
て
散
会
す
る
。
米
寿
迄
と

に
か
く
続
け
た
い
と
願
う
。 

　
去
年
秋
の
「
神
無
の
会
」

は
岩
橋
千
賀
子
さ
ん
の
不
思

議
な
体
験
の
お
話
か
ら
、
御

家
族
全
部
で
そ
の
道
の
修
業

を
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
伺

い
、
大
変
な
御
努
力
に
敬
服
。 

　
つ
ゞ
け
て
関
西
芸
術
座
の

「
河
東
け
い
」（
西
川
紫
洲
江
）

さ
ん
が
N
H
K
の
連
続
テ
レ

ビ
小
説
「
ウ
エ
ル
か
め
」
に

９０
才
の
お
ば
あ
さ
ん
役
で
出

演
。
現
役
で
活
躍
を
毎
朝
と

昼
テ
レ
ビ
で
楽
し
ん
だ
。
重

厚
な
演
技
は
さ
す
が
！
 

　
今
年
３
月
３
日
「
弥
生
の

会
」
は
、
ホ
テ
ル
の
ご
厚
意

で
「
お
白
酒
」
で
乾
盃
。
蛤

の
お
吸
物
に
は
じ
ま
り
、
ひ

な
ま
つ
り
の
御
馳
走
に
、
ひ

な
ず
し
、
菱
餅
、
等
。
お
み

や
げ
は
「
ひ
な
あ
ら
れ
」
を

用
意
し
た
。 

　
お
話
は
和
田
淑
子
さ
ん
。

華
道
小
原
流
の
重
鎮
と
し
て

現
在
も
活
躍
中
。
小
原
流
の

中
で
の
資
格
取
得
の
た
め
の

ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
の
勉
強
に

清
水
谷
時
代
を
思
い
出
し
猛

勉
強
し
、
高
得
点
を
８０
才
迄

と
り
続
け
た
と
い
う
こ
と
や
、

技
術
面
で
の
研
鑽
。
各
流
派
 

の
特
色
や
、
時
代
と
共
に
移

り
変
わ
っ
た
こ
と
な
ど
奥
の

深
い
お
話
。
現
在
も
地
元
で

も
活
躍
。
今
年
小
原
流
１
０

０
年
の
大
会
に
も
出
品
す
る

と
の
こ
と
感
心
し
て
声
援
を

送
っ
た
。 

　
今
年
秋
の
会
に
は
長
年
、

手
編
み
。
ま
く
ら
め
編
。
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
等
々
の
手
芸

の
面
で
高
度
の
技
術
を
次
々

ク
リ
ア
し
て
、
遠
い
地
方
に

迄
指
導
に
行
っ
て
お
ら
れ
る
、

尾
高
久
美
子
さ
ん
に
お
話
と
、

来
年
の
干
支
に
ち
な
ん
だ
来

春
飾
れ
る
作
品
を
教
え
て
頂

く
予
定
で
楽
し
み
に
し
て
い

る
。 

　
毎
回
お
土
産
と
し
て
、
高

齢
者
に
必
要
な
情
報
。（
介
護

保
険
や
認
知
症
、
病
気
の
予

防
。
終
の
す
み
か
、
な
ど
）

や
脳
ト
レ
の
パ
ズ
ル
な
ど
用

意
。
帰
っ
て
か
ら
、
一
人
で

楽
し
ん
だ
。
夫
と
漢
字
を
思

い
出
し
た
。
孫
と
一
緒
に
数

え
あ
っ
た
等
。
皆
さ
ん
そ
れ

ぞ
れ
に
活
用
。 

　
だ
ん
だ
ん
出
に
く
く
な
っ

て
く
る
中
、
そ
の
日
に
む
け

て
体
調
を
整
え
、
御
家
族
に

も
御
協
力
頂
い
て
、
出
席
を

楽
し
み
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

（
毎
回
出
席
１７
人
前
後
） 

　
１
１
０
周
年
記
念
式
典
に

も
一
人
で
も
多
く
出
席
出
来

る
よ
う
祈
っ
て
い
ま
す
。 
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回
生
だ
よ
り 

み
の
り
会 

　
　
　
　
本
４０
回
　
本
田
　
博
子
 

 

八
潮
會 

　
　
　
　
本
４１
回
　
若
林
　
郁
子
 

 

紫
苑
会 

　
　
　
　
本
４４
回
　
権
野
美
穂
子
 

い
づ
み
会 

　
　
　
　
本
43
回
　
種
谷
　
恭
子
 

”一
卒
業
生
の
六
十
年
“
 

　
　
　
　
高
２
回
　
國
原
ま
ち
子
 

 　
私
は
昭
和
７
年
生
ま
れ
、

１９
年
女
学
校
入
学
の
卒
業
生

で
あ
る
。 

　
卒
後
、
男
生
徒
ば
か
り
で

あ
っ
た
阪
大
文
学
部
に
入
学
、

英
文
科
を
専
攻
し
た
。
卒
業

後
暫
く
は
高
校
の
教
師
を
し

て
い
た
が
、
西
洋
古
典
（
グ

リ
ー
ク
・
ラ
テ
ン
）
専
攻
の

夫
が
名
古
屋
大
学
に
招
ば
れ

て
転
居
し
、
以
来
一
昨
年
ま

で
の
２５
年
間
を
徳
川
美
術
館
 

で
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
つ

と
め
て
い
た
。
尾
張
藩
と
い

う
の
は
紀
州
、
水
戸
と
並
ぶ

御
三
家
の
筆
頭
、
初
代
は
家

康
の
七
男
義
直
公
で
あ
る
。 

　
こ
こ
に
は
武
器
武
具
、
刀

剣
、
女
性
の
十
二
単
衣
類
、

中
国
朝
鮮
の
絵
画
、
陶
器
類
、

源
氏
物
語
の
国
宝
絵
巻
、
利

休
の
茶
杓
「
泪
」
等
が
あ
り
、

春
に
は
豪
華
な
雛
祭
が
催
さ

れ
る
。
私
は
見
物
客
に
よ
り

解
説
を
す
る
た
め
、
あ
ら
ゆ

る
類
の
勉
強
を
続
け
た
。
源

氏
物
語
を
読
み
始
め
た
の
も

こ
の
縁
で
あ
る
。
科
学
や
技

術
万
能
の
こ
の
時
代
に
こ
そ

文
学
は
必
要
で
あ
り
、
井
上

靖
の
代
表
作
「
天
平
の
甍
」

と
「
本
覚
坊
遺
文
」
は
、
ま

さ
に
時
間
を
忘
れ
る
思
い
を

味
わ
っ
た
。 

　
前
者
は
鑑
真
和
上
が
幾
多

の
困
難
を
乗
り
越
え
、
中
国

か
ら
渡
来
す
る
経
過
を
、
後

者
は
秀
吉
に
詫
び
な
い
ま
ま

切
腹
の
道
を
選
ん
だ
利
休
の

心
理
を
、
詫
び
さ
え
す
れ
ば

許
さ
れ
た
だ
ろ
う
利
休
の
最

後
と
そ
の
思
い
を
繰
り
返
し

語
る
。
ま
た
野
上
弥
生
子
の

「
秀
吉
と
利
休
」「
李
陵
」「
背

教
者
ユ
リ
ア
ヌ
ス
」
等
を
読

む
時
、
主
人
公
の
生
き
様
に

心
を
揺
る
が
さ
れ
る
。 

　
ま
た
音
楽
で
は
モ
ー
ツ
ア

ル
ト
を
聴
く
と
心
が
満
た
さ

れ
て
、
他
へ
の
愛
が
拡
が
る

思
い
を
実
感
す
る
。
私
は
人

の
哀
れ
を
、
生
き
る
こ
と
の

辛
さ
を
文
学
と
実
生
活
で
知

っ
た
。 

　
専
門
知
識
や
技
術
は
生
き

て
ゆ
く
の
に
必
要
な
「
実
用

の
学
問
」
で
は
あ
る
が
、
心

を
豊
か
に
す
る
の
は
文
学
だ
。

自
分
の
心
が
満
ち
れ
ば
優
し

さ
が
他
へ
流
れ
る
筈
で
あ
る
。

現
在
私
は
入
院
中
で
あ
る
が
、 

　
不
順
だ
っ
た
今
年
の
気
候

で
、
春
先
も
寒
暖
の
く
り
返

し
で
し
た
が
、
や
っ
と
青
空

の
広
が
っ
た
５
月
の
一
日
を
、
 待

ち
か
ね
た
よ
う
に
な
つ
か

し
い
顔
が
集
ま
り
ま
し
た
。
 

　
会
の
は
じ
め
に
昨
年
中
に

亡
く
な
ら
れ
た
方
へ
の
黙
祷

を
す
る
の
で
す
が
、
年
を
追

っ
て
そ
の
人
数
が
ふ
え
て
い

く
の
が
切
な
い
で
す
。
で
も

ご
出
席
の
皆
様
は
元
気
者
ば

か
り
。
賑
や
か
に
話
に
花
が

咲
き
あ
ち
こ
ち
に
笑
い
が
絶

え
ま
せ
ん
。
 

　
女
学
校
時
代
は
戦
争
ま
っ

只
中
と
い
う
私
達
は
、
そ
の

代
わ
り
に
何
に
も
代
え
が
た

い
経
験
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
が
、
何
も
の
に
も
負
け

な
い
根
性
を
つ
ち
か
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
は
も
う

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
は
気
前

よ
く
ス
ル
ー
し
、
い
つ
ま
で

た
っ
て
も
人
生
上
り
坂
の
心

境
で
、
ま
す
ま
す
色
ん
な
こ

と
に
挑
戦
し
、
楽
し
ん
で
い

き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
最
後
に
な
つ
か
し
い
校
歌

と
四
季
の
う
た
を
歌
っ
て
会

を
し
め
ま
し
た
。
 

　
来
年
は
こ
と
し
以
上
の
方

々
に
お
集
ま
り
頂
き
た
い
と

期
待
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
今
回
世
話
人
　
 

　
　
　
北
川
、
来
馬
、
赤
井
、
 

　
　
　本
城
、
種
谷
 

　
春
爛
漫
の
４
月
５
日
、
私

達
４４
期
生
の
同
窓
会
が
ホ
テ

ル
阪
急
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、

レ
ス
ト
ラ
ン
「
マ
ル
メ
ゾ
ン
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
５４
名
。
２５
Ｆ
の
窓
辺
か
ら

差
し
た
陽
差
し
が
明
る
く
華

や
か
に
、
皆
様
方
を
輝
か
せ

て
く
れ
、
と
て
も
八
十
路
を

越
え
た
方
達
の
集
ま
り
と
は

思
え
な
い
く
ら
い
で
し
た
。 

初
め
に
紫
苑
会
会
長
の
生
駒

さ
ん
か
ら
御
挨
拶
を
戴
き
料

理
長
の
心
盡
し
の
フ
レ
ン
チ

を
楽
し
み
な
が
ら
、
現
在
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
の
お
話
や
毎

年
宿
泊
旅
行
の
お
世
話
を
し

て
頂
い
て
い
る
生
田
さ
ん
か

ら
今
年
の
予
定
等
を
伺
い
ま

し
た
。 

　
昨
年
の
こ
の
会
よ
り
姿
を

お
見
せ
に
な
ら
な
く
な
っ
た
方
々

の
御
消
息
も
も
れ
伺
い
、
和

や
か
な
中
に
も
一
抹
の
寂
し

さ
を
覚
え
ま
し
た
。 

　
写
真
室
で
二
組
に
分
か
れ

て
記
念
撮
影
し
、
当
日
出
来

上
が
っ
た
写
真
を
持
ち
帰
り

な
が
め
な
が
ら
今
、
ひ
と
た

び
一
人
一
人
を
旧
姓
で
、
お

呼
び
か
け
致
し
ま
し
た
。
戦
中
、

学
徒
動
員
を
経
験
し
、
満
足

な
学
生
生
活
を
得
ら
れ
な
か

っ
た
私
達
で
し
た
が
、
そ
れ

だ
け
一
層
、
こ
の
学
年
同
窓

の
絆
が
深
く
濃
い
様
に
も
思

い
ま
す
。 

　
来
年
の
幹
事
さ
ん
も
決
ま
り
、

皆
様
方
が
そ
の
日
ま
で
お
す

こ
や
か
で
お
目
も
じ
が
叶
い

ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
っ
て
、

４４
期
生
、
紫
苑
会
の
回
生
だ

よ
り
と
致
し
ま
す
。 

ヤ
ヨ
イ
 

ツ
イ
 

カ
ン
ナ
 

1
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幻
の
同
窓
会 

　
　
　
　
高
５
回
　
原
田
　
愼
三
 

 

高
6
回
 同
期
会
の 

　
ご
案
内 

　
　
　
　
高
6
回
　
安
江
　
貞
夫
 

 

”た
か
が
同
窓
会
 

　
　
さ
れ
ど
同
窓
会
“
 

　
清
友
会
回
顧
そ
の（
1
） 

高
9
回
　
森
田
　
　
勉
 

（17） 

短
歌
を
つ
く
り
、
龍
之
介
、

漱
石
を
読
み
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
を
楽
し
ん
で
い
る
。
夫

は
毎
日
８
時
間
机
に
向
か
い
、

微
小
な
横
文
字
に
目
を
凝
ら

す
生
活
で
あ
る
が
、
目
的
を

持
っ
て
生
き
て
い
る
者
の
強

さ
に
畏
敬
を
抱
い
て
い
る
。 

　
小
学
校
の
同
窓
会
は
私
共

に
は
最
初
か
ら
存
在
し
な
か

っ
た
。
国
民
学
校
四
年
生
で

集
団
疎
開
や
縁
故
疎
開
で
そ

れ
ぞ
れ
に
別
れ
て
い
っ
た
。

敗
戦
の
五
年
生
の
夏
に
は
既

に
母
校
は
戦
災
で
廃
校
と
な

っ
て
い
た
。
集
団
疎
開
の
私

共
も
そ
れ
ぞ
れ
散
っ
た
。
四

十
歳
に
な
っ
た
或
る
日
、
大

分
の
勤
務
地
に
住
ん
で
い
た

私
の
元
に
一
通
の
手
紙
が
来
た
。

「
昭
和
十
六
年
清
堀
国
民
学
校

入
学
の
皆
さ
ん
の
同
窓
会
が

開
か
れ
ま
す
。
私
は
こ
の
事

を
新
聞
の
広
告
で
知
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
お
誘
い
致

し
ま
す
。
云
々
」
此
を
知
ら

せ
て
く
れ
た
人
は
疎
開
で
別

れ
て
以
来
初
め
て
大
学
合
格

発
表
の
掲
示
板
の
前
で
出
合

っ
た
人
で
あ
る
。
顔
を
見
合

わ
す
な
り
お
互
い
誰
で
在
る

か
が
判
り
手
を
取
り
合
っ
て

喜
ん
だ
。
彼
と
は
学
部
も
違

い
そ
の
後
疎
遠
で
あ
っ
た
が
、

ど
う
し
て
私
を
思
い
出
し
、

住
所
を
探
し
当
て
た
の
か
今

以
て
不
思
議
で
な
ら
な
い
。

直
ぐ
出
席
の
返
信
を
出
し
た
が
、

突
然
欧
州
出
張
が
入
っ
て
残

念
な
が
ら
欠
席
し
た
。
そ
の

後
同
窓
会
が
続
い
て
い
る
の

か
ど
う
か
私
に
は
判
ら
な
か

っ
た
。
知
ら
せ
を
呉
れ
た
友

人
も
何
処
に
居
る
の
か
判
ら
 

な
く
な
っ
た
。
今
一
度
何
ら

か
の
手
掛
り
を
得
た
い
と
思

う
が
思
う
に
任
せ
な
い
。
疎

開
以
前
の
友
達
、
集
団
疎
開

で
共
に
苦
難
を
耐
え
た
仲
間
達
、

物
忘
れ
が
激
し
く
な
っ
た
今
も
、

在
り
在
り
と
彼
等
の
懐
か
し

い
顔
を
思
い
出
せ
る
。
鬼
籍

に
入
る
通
過
儀
礼
で
も
良
い

か
ら
今
一
度
逢
っ
て
み
た
い
。 

鳥
取
に
清
水
谷
あ
り
 

　
　
　
　
高
7
回
　
和
田
　
安
藏
 

 

風
薫
る
蒜
山
高
原
へ
 

　
　
　
　
高
7
回
　
吉
川
　
雅
章
 

 

　
時
の
流
れ
に
身
を
よ
せ
て
、

卒
業
し
て
早
や
５２
年
、
鳥
取

に
転
勤
（
三
洋
電
機
）、
住
み

つ
く
こ
と
４０
年
、
人
生
の
大

半
を
こ
の
地
で
、
終
焉
を
迎

え
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
清
水
谷
の
思
い
出
は
、

良
き
こ
と
悪
し
き
こ
と
か
ず

か
ず
あ
れ
ど
、
今
は
な
つ
か

し
さ
で
一
杯
で
す
。 

　
鳥
取
と
云
え
ば
、
四
季
折
 

々
、
季
節
の
う
つ
り
変
わ
り

が
ハ
ッ
キ
リ
し
て
お
る
と
こ

ろ
で
す
。
今
は
雪
が
降
っ
た

り
、
や
ん
だ
り
、
又
カ
ニ
の

お
い
し
い
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ

り
ま
す
。
私
は
唯
一
誇
り
に

思
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
を
紹

介
し
た
い
と
思
い
一
筆
い
た

し
ま
し
た
。
そ
れ
は
鳥
取
市

内
に
あ
る
県
立
「
わ
ら
べ
館
」

の
こ
と
で
、
そ
の
中
に
は
尋

常
小
学
校
（
木
造
）
の
音
楽

教
室
が
再
現
さ
れ
て
あ
り
、

そ
こ
に
は
鳥
取
出
身
の
大
音

楽
家
の
名
が
残
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
童
謡
で
有
名
な
「
ふ

る
さ
と
」「
春
の
小
川
」
の
作

曲
家
故
人
岡
野
貞
一
、「
大
こ

く
さ
ま
」「
き
ん
た
ろ
う
」
の

故
人
田
村
虎
藏
。「
五
一
じ
い

さ
ん
」「
さ
さ
舟
」
の
故
人
永

井
幸
次
（
現
大
阪
音
楽
大
学

創
設
者
）
が
紹
介
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
永
井
先
生
こ

そ
、
明
治
時
代
に
大
阪
府
立

清
水
谷
高
等
女
学
校
で
教
壇

に
立
ち
、
日
本
で
初
め
て
ド

レ
ミ
フ
ァ
唱
法
に
よ
る
音
楽

を
広
め
た
と
伝
え
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
唯
一
鳥
取
で
我
が

母
校
の
名
が
記
さ
れ
て
お
る

こ
と
に
、
誇
り
を
感
じ
、
心

の
さ
さ
え
と
し
て
お
り
ま
す
。 

　
各
方
面
で
御
活
躍
の
大
先

輩
、
同
窓
生
諸
氏
に
感
謝
し
、

我
が
母
校
が
い
つ
ま
で
も
、

水
清
く
湧
き
い
づ
る
こ
と
を

後
輩
に
托
し
た
く
、
我
々
は

今
を
大
切
に
、
元
気
で
再
会

出
来
る
楽
し
み
を
！
 

　
二
年
ご
と
に
開
催
し
て
い

る
同
期
会
、
来
年
春
の
開
催

と
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。 

日
時
　平
成
２３
年
３
月
１３
日（
日
）

　
　
　
　
１２
時
〜
１５
時
 

場
所
　ホ
テ
ル
・
ア
ウ
ィ
ー
ナ
 

　
　
　（
上
本
町
７
丁
目
） 

ま
で
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
回
は
B
組
、
C
組
が
当

番
で
す
。
詳
し
く
は
追
っ
て

ご
連
絡
い
た
し
ま
す
が
、
今

か
ら
予
定
に
入
れ
て
置
い
て

く
だ
さ
い
。 

　
２３
年
は
母
校
１
１
０
周
年

記
念
年
度
と
重
な
り
、
皆
様

に
は
清
友
会
か
ら
も
お
願
い

を
申
し
上
げ
ま
す
が
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

　
「
卒
業
式
が
終
わ
っ
た
ら
、

清
友
会
室
へ
行
き
な
さ
い
」

と
須
見
先
生
に
言
わ
れ
て
作

法
室
の
手
前
に
あ
っ
た
清
友

室
に
赴
く
。
阪
田
さ
ん
が
先

に
来
て
い
て
、
小
走
り
で
須

見
先
生
が
来
ら
れ
、
岸
田
先

生
に
引
き
継
が
れ
、
部
屋
の

中
に
居
ら
れ
た
着
物
姿
の
一

回
生
の
大
久
保
さ
ん
、
松
井

さ
ん
、
河
崎
さ
ん
を
紹
介
さ

れ
た
。
私
た
ち
二
人
が
清
友

会
と
出
会
っ
た
一
瞬
だ
っ
た
。
 早

速
「
同
窓
会
」
を
開
催
し

て
は
の
助
言
も
あ
り
、
５
月

上
六
の
「
な
に
わ
荘
」
で
人

生
初
め
て
の
同
窓
会
な
る
も

の
を
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、
バ
イ

ヤ
ー
リ
ー
ス
、
最
中
と
み
か

ん
で
開
催
し
た
。
会
費
は
確

か
２
５
０
円
だ
っ
た
よ
う
に

記
憶
す
る
が
定
か
で
な
い
。
 

　
第
一
回
の
回
生
代
表
会
の

議
題
は
ダ
ン
ス
レ
ッ
ス
ン
の

日
程
だ
っ
た
。
夏
の
暑
い
盛

り
に
初
め
て
経
験
し
た
ダ
ン

ス
の
練
習
に
は
胸
が
と
き
め

い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
っ
た
。

レ
コ
ー
ド
係
な
ど
を
さ
せ
て

も
ら
っ
て
る
内
に
、
村
松
先

生
と
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
ワ
ル

ツ
を
踊
れ
る
よ
う
に
ま
で
な

っ
た
。
今
一
つ
の
夏
の
風
物

詩
は
野
球
の
大
阪
予
選
で
あ
り
、

３
年
時
の
準
優
勝
し
た
思
い

出
は
９
回
生
の
絆
と
な
っ
て

い
る
。
今
年
も
朝
日
新
聞
に
 

「
波
に
乗
れ
、
歓
喜
の
う
ず

を
巻
き
起
こ
せ
」
と
清
水
谷

を
鼓
舞
し
て
い
る
。
球
場
に

足
を
運
ぶ
の
が
私
自
身
の
夏

の
歳
時
記
の
一
つ
と
も
な
っ

て
い
る
。
 

　
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち

に
岡
田
さ
ん
（
高
６
）
と
会

計
を
、
阪
田
さ
ん
は
書
記
を

任
さ
れ
た
。
そ
し
て
学
ん
だ

の
が
、
　
清
水
谷
精
神
”恕

“
 

（
思
い
や
り
）
で
あ
り
、
時
折
、

飯
田
先
生
か
ら
ハ
ガ
キ
で
そ

の
意
の
薫
陶
と
激
励
を
受
け
、

自
分
に
叱
咤
し
た
。
そ
の
一

つ
に
、
三
越
で
当
時
の
大
商

会
頭
杉
道
助
氏
に
お
会
い
し
、

奥
さ
ん
の
よ
し
子
さ
ん
か
ら「
家

に
来
な
さ
い
」
と
お
誘
い
を

受
け
、
播
磨
町
の
自
宅
に
伺

っ
た
。
同
期
の
赤
羽
さ
ん
も

お
ら
れ
、
す
き
焼
き
を
御
馳

走
に
な
っ
た
が
、
会
頭
自
ら

台
所
に
立
ち
、
お
も
て
な
し
 

を
頂
い
た
。
感
慨
一
入
の
ひ

と
と
き
だ
っ
た
。
明
け
て
６０

周
年
行
事
が
母
校
で
開
催
さ
れ
、

司
会
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、

大
賀
さ
ん
、
吉
田
さ
ん
か
ら

賛
辞
を
受
け
る
。
 

　
７０
周
年
は
学
園
紛
争
で
参

加
し
な
か
っ
た
が
８０
、
９０
周

年
は
生
駒
先
生
か
ら
協
力
の

要
請
も
あ
っ
て
多
数
の
９
回

生
が
ホ
テ
ル
を
賑
わ
し
大
輪

の
花
を
咲
か
せ
て
も
ら
っ
た
。

特
に
会
議
が
あ
る
た
び
、
塚

本
さ
ん
、
大
中
さ
ん
、
金
田

さ
ん
に
は
い
ろ
い
ろ
と
美
味

し
い
お
菓
子
を
頂
き
、
楽
し

み
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
。
あ

る
時
は
北
新
地
に
大
久
保
さ

ん
を
先
頭
に
乗
り
込
み
、
皆

で
カ
ク
テ
ル
を
満
喫
し
、
清

友
会
の
パ
ワ
ー
を
改
め
て
実

感
し
た
。
１
０
０
周
年
へ
向

け
て
の
尾
崎
さ
ん
ら
と
の
数
々

の
思
い
出
は
次
回
に
記
し
た
い
。
 

　
さ
て
、
私
ど
も
９
回
生
は

毎
年
１
月
に
新
年
互
礼
会
を

開
催
、
春
と
秋
に
は
ハ
イ
キ

ン
グ
と
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
企

画
し
、
昨
年
は
有
志
で
石
見

銀
山
へ
旅
し
、
春
は
遷
都
１

３
０
０
年
祭
奈
良
へ
と
し
ゃ
れ
、

そ
れ
も
毎
月
開
催
の
「
一
金
会
」

が
母
体
と
な
っ
て
進
め
て
く

れ
て
い
る
。
今
年
か
ら
回
生

代
表
に
松
本
君
が
加
わ
り
、

評
議
員
の
山
本
君
、
北
森
君
、

宇
野
さ
ん
と
と
も
に
ご
尽
力

を
願
っ
て
い
る
。「
明
る
く
楽

し
く
元
気
よ
く
」た
く
ま
し
く
、

し
ぶ
と
く
生
き
た
い
も
の
で
す
。
 

　
爽
や
か
な
五
月
晴
れ
の
朝
、

梅
田
を
貸
切
バ
ス
で
出
発
、

車
内
は
わ
い
わ
い
が
や
が
や
 

と
ま
る
で
小
学
生
の
遠
足
の

よ
う
な
賑
や
か
さ
、
歓
談
す

る
う
ち
に
バ
ス
は
早
く
も
中

国
自
動
車
道
に
入
り
六
甲
の

山
並
み
を
縫
い
な
が
ら
一
路

西
へ
と
進
む
。
米
子
自
動
車

道
に
入
る
と
山
々
の
新
緑
が

一
層
眼
に
染
み
る
。
や
が
て

車
窓
右
側
に
蒜
山
三
座
の
優

雅
な
稜
線
が
描
く
壮
大
な
パ

ノ
ラ
マ
。
バ
ス
は
ゆ
っ
く
り

と
青
葉
の
ト
ン
ネ
ル
を
通
り
 

抜
け
て
広
大
な
蒜
山
高
原
キ

ャ
ン
プ
場
に
到
着
し
た
。
木
々

の
若
葉
が
実
に
美
し
い
。
三
々

五
々
に
ブ
ナ
の
原
生
林
の
中

を
散
策
し
な
が
ら
蕨
や
蓬
を

た
く
さ
ん
摘
む
仲
間
も
。
宿

泊
は
「
休
暇
村
蒜
山
高
原
」。

夜
は
楽
し
い
宴
に
続
い
て
カ

ラ
オ
ケ
、
幹
事
部
屋
で
二
次
会
、

高
校
時
代
の
夢
多
き
青
春
の
 

日
々
に
思
い
を
馳
せ
深
夜
ま

で
語
り
合
っ
た
。 

　
高
原
の
朝
は
清
々
し
い
。

翌
日
は
先
ず
高
原
全
体
を
一

望
で
き
る
鬼
女
台
へ
。
こ
こ

か
ら
望
む
伯
耆
冨
士
大
山
の

雄
姿
が
素
晴
ら
し
い
。
遊
園

地
「
蒜
山
高
原
セ
ン
タ
ー
」

で
は
、
女
性
達
は
大
観
覧
車
 

に
乗
っ
て
遙
か
上
空
か
ら
に

こ
や
か
に
手
を
振
っ
て
く
れ
た
。

園
内
に
は
色
と
り
ど
り
の
石

楠
花
が
今
を
盛
り
と
咲
き
誇

っ
て
い
た
。 

　
昼
は
「
ひ
る
ぜ
ん
ワ
イ
ナ

リ
ー
」
で
蒜
山
ワ
イ
ン
と
ロ

ー
ス
ト
ビ
ー
フ
で
舌
鼓
。
午
後
、

日
本
名
水
百
選
に
も
指
定
さ

れ
て
い
る
「
塩
釜
冷
泉
」
を

見
学
。
静
か
な
林
の
中
に
あ

り
直
径
10
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

湧
水
池
で
毎
秒
3
0
0
リ
ッ

ト
ル
の
清
水
が
湧
き
出
て
い
る
。

手
を
浸
す
と
氷
の
よ
う
に
冷

た
い
。
こ
の
自
然
の
恵
み
の

湧
水
は
蒜
山
八
束
地
区
全
家

庭
の
上
水
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
。 

　
二
日
間
の
爽
や
か
な
高
原

の
春
を
満
喫
し
て
帰
途
に
つ

い
た
。 

　
高
7
回
で
は
毎
年
春
・
夏

2
回
、
日
帰
り
の
ハ
イ
キ
ン

グ
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

今
回
初
め
て
一
泊
旅
行
が
企

画
さ
れ
ま
し
た
。
幹
事
の
み

な
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。 



「
カ
バ
の
会
」
の
こ
と 
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回
生
だ
よ
り 

高
１０ 
回
　
村
田
　
明
美
 

東
期
会
の
活
動 

高
１０ 
回
　
岡
本
　
和
夫
 

高
13
回
だ
よ
り 

高
１3 
回
　
吉
永
　
洋
輔
 

清
朋
会
 

高
１4 
回
　
西
尾
美
智
恵
 

古
稀
の
旅 

高
１1 
回
　
寺
西
　
猛
男
 

　
こ
の
一
風
変
わ
っ
た
会
名
は
、

２
０
０
７
年
５
月
１６
日
、
８０

才
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た

平
井
博
之
先
生
の
あ
だ
名
に

由
来
し
ま
す
。
私
達
１０
回
生
は
、

３
年
間
、
平
井
先
生
に
担
任

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

だ
３０
代
前
半
で
生
徒
の
お
兄

さ
ん
的
存
在
と
し
て
な
に
か

と
面
倒
を
見
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
２
年
の
夏
休
み
に
は
、

六
甲
山
へ
飯
盒
炊
さ
ん
に
行

っ
た
り
、
修
学
旅
行
の
夜
に

は
「
愛
染
か
つ
ら
」
の
あ
て

振
り
を
教
え
て
下
さ
り
皆
で

大
乱
舞
し
た
り
…
懐
か
し
い

思
い
出
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

進
路
の
相
談
に
も
親
身
に
な

っ
て
乗
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

月
日
は
流
れ
て
１
９
８
０
年

誰
い
う
を
な
く
第
一
回
目
の

同
窓
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

以
来
２
・
３
年
に
一
度
、
先

生
を
囲
ん
で
集
ま
り
、
気
が

つ
け
ば
担
任
ク
ラ
ス
を
は
み

出
し
て
、
会
員
８０
余
名
の
大

所
帯
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
先
生
を
最
後
に
お
迎
え
し

た
の
が
２
０
０
４
年
「
も
う

こ
れ
が
最
後
や
と
思
う
で
…
」

の
お
言
葉
通
り
、
２
０
０
７

年
秋
に
は
追
悼
会
を
も
つ
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
し
て
２
０
０
９
年
春
の
奈

良
旅
行
を
区
切
り
と
し
て
「
カ

バ
の
会
」
は
解
散
す
る
に
至

り
ま
し
た
。
昨
年
来
有
志
が

集
ま
っ
て
通
信
費
の
残
金
（
２

万
７
千
１
６
円
）
の
処
理
に

つ
い
て
相
談
し
ま
し
た
。
結
 

果
と
し
て
会
員
各
位
へ
の
解

散
の
連
絡
費
に
使
う
よ
り
、

来
年
の
清
水
谷
１
１
０
周
年

記
念
事
業
に
寄
付
す
る
こ
と

に
決
め
ま
し
た
。
僅
か
で
す

が
後
輩
の
た
め
に
役
立
て
て

く
れ
れ
ば
…
の
思
い
で
す
。

５
月
３１
日
、
清
水
谷
１
１
０

周
年
記
念
募
金
委
員
会
宛
送

金
致
し
ま
し
た
。
清
友
の
紙

面
を
お
借
り
し
て
「
カ
バ
の
会
」

解
散
の
お
知
ら
せ
と
残
金
の

使
途
に
つ
い
て
ご
連
絡
致
し

ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
は
学
年
全
体
で

集
う
「
清
水
谷
１０
期
会
」
で

お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。 

　
高
１０
回
生
東
京
の
会
「
東

期
会
」
の
メ
ン
バ
ー
は
古
希

を
終
え
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん

活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。 

　
昨
年
、
本
欄
で
ご
報
告
し

ま
し
て
か
ら
の
一
年
間
の
東

期
会
の
活
動
の
一
端
を
ご
報

告
し
ま
す
。 

　
先
ず
、
昨
年
１０
月
７
日
に

は
「
古
希
の
会
」
が
京
都
で

開
催
さ
れ
沢
山
の
同
期
が
集

ま
り
１
泊
し
ま
し
た
。
東
京

か
ら
も
大
勢
が
参
加
し
久
し

ぶ
り
に
会
っ
た
仲
間
た
ち
と

夜
遅
く
ま
で
語
ら
い
楽
し
く

交
流
し
ま
し
た
。 

　
台
風
の
翌
日
に
も
か
か
わ

ら
ず
ゴ
ル
フ
に
、
散
策
に
と

出
か
け
各
々
別
れ
を
惜
し
み

又
の
再
会
を
約
し
ま
し
た
。 

　
１０
月
１７
日
（
土
）
に
は
同

窓
清
友
会
東
京
支
部
総
会
が

開
催
さ
れ
、
同
期
は
少
な
か
 

っ
た
の
で
す
が
、
総
会
終
了

後
に
は
出
席
者
全
員
の
集
合

写
真
を
撮
る
な
ど
落
ち
着
い

た
楽
し
い
雰
囲
気
で
し
た
。 

９
月
２３
日
は
、
畑
作
業
で
い

つ
も
眺
め
て
い
る
八
ヶ
岳
の

一
つ
、
硫
黄
岳
に
試
験
的
に

登
山
を
し
ま
し
た
。
５
名
（
初

心
者
２
名
ベ
テ
ラ
ン
３
人
）

が
登
る
こ
と
で
、
次
に
ま
た

ど
こ
ま
で
登
れ
る
か
？
と
挑

戦
を
し
て
き
ま
し
た
。
標
高

２
７
０
０
ｍ
の
山
で
す
が
、

後
残
り
３
０
０
ｍ
位
の
と
こ

ろ
で
雨
と
風
と
ガ
ス
が
掛
か

り
頂
上
ま
で
の
登
山
は
断
念

し
早
め
に
山
小
屋
に
も
ど
り

ま
し
た
。
ゆ
っ
く
り
と
、
無

理
す
る
こ
と
な
く
登
れ
ば
で

き
る
と
素
人
の
私
自
身
が
確

認
出
来
ま
し
た
。
又
今
年
も

挑
戦
か
？
？
？
 

　
１０
月
末
に
は
例
年
通
り
 

「
蓼
科
浪
漫
倶
部
」
の
収
穫
祭

（
い
も
煮
会
）
を
開
催
し
東
西

の
同
期
が
菜
園
に
集
ま
り
ま

し
た
。
畑
で
は
サ
ツ
マ
イ
モ
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
時
間
を
か
け

て
掘
り
上
げ
大
収
穫
に
皆
は

子
供
に
返
っ
た
よ
う
に
大
喜

び
で
し
た
。
掘
り
た
て
の
お

芋
は
、
そ
の
場
で
焼
き
イ
モ

に
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
は
、

鮭
（
60 
ｃｍ
）
の
チ
ャ
ン
チ
ャ

ン
焼
き
、
芋
煮
鍋
と
盛
り
沢

山
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
食
欲

が
旺
盛
で
し
た
。
翌
日
は
ゴ

ル
フ
と
散
策
組
に
分
か
れ
秋

の
紅
葉
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
に

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。
夕
方
か
ら
ガ
ー
デ
ン

宴
会
が
始
ま
り
宴
た
け
な
わ

に
な
り
、
皆
さ
ん
あ
の
懐
か

し
い
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ス
ト
ー
ム

を
思
い
出
し
薪
を
囲
ん
で
肩

を
組
み
合
い
大
声
を
あ
げ
て

夜
遅
く
ま
で
歌
が
尽
き
る
事

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

「
青
春
の
思
い
出
」
が
こ
こ
に

甦
っ
た
若
き
歌
声
で
し
た
。

又
来
年
も
集
ま
ろ
う
と
誓
い

合
い
ま
し
た
。 

　
２
０
１
０
年
2
月
２
日
横

浜
の
変
貌
ぶ
り
を
見
て
見
よ

う
と
横
浜
で
新
年
会
を
企
画

し
ま
し
た
。
横
浜
の
港
の
見

え
る
丘
（
景
色
が
変
わ
っ
て

港
は
ビ
ル
の
間
に
隠
れ
る
よ

う
に
）
か
ら
山
下
公
園
を
散

策
、
赤
い
靴
の
銅
像
、
大
桟

橋
（
素
晴
ら
し
い
公
園
に
変

身
し
て
）
そ
し
て
馬
車
通
り

を
歩
き
宴
会
の
ド
ッ
ク
跡
の

レ
ス
ト
ラ
ン
に
集
合
し
ま
し

た
。
出
席
者
が
１３
名
と
例
年

に
な
く
少
な
か
っ
た
で
す
が

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
色
々
と
障
害
が
出

て
き
て
い
る
年
代
で
も
あ
り
、

元
気
で
い
る
事
が
何
よ
り
大

切
だ
と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し

た
。 

　
５
月
１２
日
に
は
新
緑
の
春

を
満
喫
し
よ
う
と
奥
秩
父
の

浦
山
ダ
ム
（
日
本
で
２
番
目

に
落
差
が
高
い
）
周
辺
を
ハ

イ
キ
ン
グ
し
ま
し
た
。
山
藤

が
咲
き
乱
れ
、
又
眼
に
し
み

る
よ
う
な
新
緑
の
中
、
ア
ッ

プ
ダ
ウ
ン
の
少
な
い
コ
ー
ス

で
し
た
が
心
地
よ
い
疲
れ
を

感
じ
た
一
日
で
し
た
。 

　
古
希
を
過
ぎ
た
年
齢
で
あ

る
こ
と
を
も
忘
れ
、
い
ま
だ

に
畑
を
耕
し
野
菜
の
成
長
を

見
て
喜
び
、
夜
は
経
済
論
議

で
談
笑
し
過
ご
す
同
期
の
仲

間
の
い
る
事
は
何
よ
り
の
幸

せ
だ
と
感
じ
て
い
る
今
日
こ

の
頃
で
す
。 

　
今
年
も
１０
月
１６
日
は
東
京

清
友
会
の
支
部
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
１０
期
生
が
多
数

参
加
し
て
こ
の
会
を
大
い
に

盛
り
上
げ
た
い
と
願
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。 

会
え
る
と
き
に
会
い
ま
し
ょ

う
…
元
気
な
う
ち
に
会
い
ま

し
ょ
う
…
と
、
東
期
会
の
皆

さ
ん
暗
黙
の
了
解
で
も
あ
る

か
の
よ
う
に
行
事
に
は
積
極

参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
本
格
的
に
歩
き
始
め
た
の

は
還
暦
を
過
ぎ
て
か
ら
だ
。 

　
手
始
め
に
四
国
八
十
八
ヶ

所
の
遍
路
。
一
番
・
霊
山
寺
（
徳

島
県
）
か
ら
高
知
県
、
愛
媛

県
を
経
て
八
十
八
番
・
大
窪

寺
（
香
川
県
）
へ
。
再
び
一

番
に
戻
る
四
国
一
周
に
４３
日

間
か
か
っ
た
。 

　「
四
国
に
入
っ
た
ら
一
切
、

交
通
機
関
は
使
わ
な
い
」
と

決
め
て
い
た
。
重
い
リ
ュ
ッ

ク
を
背
負
っ
て
、
ひ
た
す
ら

一
人
歩
き
一
ヵ
月
半
。
地
元

の
人
々
の
暖
か
い
心
に
、
疲

れ
切
っ
た
体
が
癒
さ
れ
た
。 

　
昼
食
に
入
っ
た
タ
コ
焼
き

屋
の
お
ば
あ
さ
ん
に
は
、
帰

り
際
に
ジ
ュ
ー
ス
や
ミ
カ
ン

を
頂
い
た
。
コ
ン
ビ
ニ
の
前
で
、

買
っ
た
ば
か
り
の
パ
ン
を
差

し
出
し
て
く
れ
た
老
婦
人
。

山
中
の
道
端
に
座
り
込
ん
で

い
た
ら
、
車
を
止
め
「
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
菓
子
を

手
渡
し
て
く
れ
た
お
寺
さ
ん

…
四
国
に
根
づ
い
て
い
る
『
お

接
待
』
を
数
え
あ
げ
れ
ば
き

り
が
な
い
。 

　
寺
の
境
内
で
お
年
寄
り
か

ら
地
元
の
噂
話
を
聞
く
の
も
、

楽
し
み
の
一
つ
だ
。 

　
信
州
・
小
諸
の
禅
寺
へ
は
「
同

じ
行
く
な
ら
電
車
や
バ
ス
で

は
芸
が
な
い
ね
」
と
京
・
三

条
大
橋
か
ら
中
山
道
を
二
週
間
。

座
禅
は
そ
こ
そ
こ
に
、
若
き

住
職
と
夜
を
徹
し
て
酒
を
酌
 

み
交
わ
す
。 

　
焼
き
サ
バ
が
食
べ
た
く
な

っ
た
ら
、
京
・
出
町
柳
か
ら

雪
の
降
る
鯖
街
道
を
若
狭
・

小
浜
ま
で
三
日
が
か
り
。 

　
ス
キ
ン
ヘ
ッ
ド
に
顎
髭
、

菅
笠
に
金
剛
杖
の
風
体
に
、

よ
く
「
お
坊
さ
ん
で
す
か
？
」

と
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
ん
な
時
は
小
さ
な
声
で
「
破

戒
僧
で
す
」
と
答
え
る
こ
と

に
し
て
い
る
。 

　
酒
も
飲
み
ま
す
、
煙
草
も

喫
い
ま
す
、
競
馬
も
女
性
も
…
。 

　
今
や
『
人
生
七
十
古
来
稀
』

（
杜
甫
）
の
時
代
で
は
な
い
。

こ
の
夏
に
七
十
歳
に
な
っ
た
が
、

歩
き
旅
は
ま
だ
ま
だ
続
く
。 

　『
歩
く
こ
と
』
が
『
修
行
』

に
な
っ
て
い
る
私
に
と
っ
て
、

『
冥
土
へ
の
旅
』
は
当
分
、
無

縁
に
な
り
そ
う
だ
。 

　
　
分
け
入
っ
て
も
分
け
入

っ
て
も
 

　
　
青
い
山
（
山
頭
火
） 

　
昭
和
１７
〜
１８
年
生
ま
れ
、

６７
〜
６８
歳
の
わ
れ
わ
れ
高
１３

回
生
で
す
が
、
有
志
に
よ
る

ゴ
ル
フ
会
を
年
に
５
〜
６
回

実
施
し
、
親
睦
と
健
康
維
持

を
図
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
２
月
に
は
沖
縄
の
琉

球
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
２
泊
３

日
２
ラ
ウ
ン
ド
の
プ
レ
ー
を

楽
し
み
ま
し
た
。
出
席
者
は

女
性
４
名
、
男
性
９
名
。 

　
２
日
間
と
も
小
雨
が
時
々

降
る
空
模
様
の
下
、
南
国
情

緒
漂
う
広
々
と
し
た
コ
ー
ス

で
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
や
ら
チ

ョ
ロ
や
ら
一
喜
一
憂
し
な
が

ら
ラ
ウ
ン
ド
。
ゴ
ル
フ
終
了

後
に
は
、
ひ
め
ゆ
り
の
塔
、

平
和
祈
念
公
園
、
首
里
城
な
 

ど
を
見
学
し
ま
し
た
。
基
地

問
題
で
揺
れ
る
現
地
に
行
っ
て
、

離
れ
て
い
て
は
分
か
り
に
く

い
緊
迫
感
を
少
し
肌
で
感
じ
、

夜
に
は
沖
縄
料
理
や
民
俗
芸

能
を
堪
能
し
ま
し
た
。 

　
同
期
生
の
中
に
は
健
康
に

恵
ま
れ
な
い
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

一
緒
に
楽
し
ん
で
み
よ
う
と

言
う
方
は
ぜ
ひ
仲
間
に
加
わ

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
希
望

し
て
い
ま
す
。 

　
◎
会
計
に
つ
い
て
 

　
こ
れ
ま
で
皆
さ
ん
か
ら
通

信
料
と
し
て
い
た
だ
い
た
金

額
と
同
窓
会
実
施
時
の
残
余

金
（
計
１
９
０
、
２
２
４
円
）

に
つ
い
て
、
ク
ラ
ス
代
表
の
方
々

等
に
意
見
を
お
聞
き
し
、
当

面
の
使
途
と
し
て
、
う
ち
１０

万
円
を
清
水
谷
創
立
１
１
０

周
年
記
念
寄
付
金
と
し
て
清

友
会
に
寄
付
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
の
で
ご
了
承
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
会
計
担

当
が
長
年
担
当
い
た
だ
い
た

岩
本
冴
子
さ
ん
か
ら
新
美
啓

之
君
に
交
代
し
ま
し
た
。 

 　
◎
「
卒
業
５０
年
の
同
期
会
」 

日
程
　
１１
月
２８
日
（
日
）
〜

　
　
　
２９
日
（
月
） 

　
　
　
4
時
集
合
 

場
所
　
箕
面
観
光
ホ
テ
ル
他
 

　
問
い
合
わ
せ
は
、 

　
　
０
９
０
―
８
８
２
５
―
 

　
　
７
０
７
４
　
新
美
ま
で

　
 

　
青
春
の
思
い
出
を
共
有
し

た
年
１
回
の
清
朋
会
の
集
り

も
早
や
２４
回
と
な
り
ま
し
た
。

例
年
の
如
く
天
王
寺
都
ホ
テ

ル
で
梅
雨
空
の
も
と
３５
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
毎
回
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同
窓
会
 

高
１７ 
回
　
小
池
　
憲
彦
 

　
高
２９
回
３
年
E
組 

　
　
　
塩
見
学
級 

「
塩
見
先
生
お
祝
い
会
」
 

　
　
開
催
し
ま
し
た
！
 

 

高
２９
回
　
池
田
　
　
孝
 

高
３０
回
２
年
A
組 

　
　
　
　
　
同
窓
会 

高
３０
回
　
岩
井
　
宏
之
 

欠
か
さ
ず
出
席
し
て
下
さ
っ

て
い
た
八
木
先
生
は
ご
都
合

で
欠
席
、
大
き
な
空
席
と
な

り
ま
し
た
。
人
生
一
生
が
勉

強
と
お
年
を
召
さ
れ
て
か
ら

も
一
日
と
て
学
習
を
疎
か
に

さ
れ
ず
よ
り
高
き
を
目
指
さ

れ
て
い
る
先
生
の
お
話
を
伺

う
の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
し
た
の
に
心
残
り
で
し
た
。 

　
今
年
初
参
加
の
A
組
の
木

村
幸
子
さ
ん
が
お
土
産
話
を

携
え
て
登
場
。
今
年
の
秋
か

ら
始
ま
る
N
H
K
朝
の
連
続

テ
レ
ビ
小
説
「
て
っ
ぱ
ん
」
で
、

木
村
さ
ん
の
お
店
が
モ
デ
ル

に
な
っ
た
と
の
事
。
木
村
さ

ん
の
記
憶
は
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
話
す
う
ち
に
、
学
生

時
代
の
木
村
さ
ん
が
見
え
て

来
ま
し
た
。
底
抜
け
に
明
る

い
大
阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
が
ス
タ
ッ
フ
に

気
に
入
ら
れ
た
様
子
で
「
ド

ラ
マ
で
は
ち
ょ
い
と
顔
を
出

す
か
ら
皆
さ
ん
是
非
観
て
下

さ
い
」
と
し
っ
か
り
お
店
の

宣
伝
も
な
さ
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
来
年
は
母
校
創
立
１
１
０

周
年
、
加
え
て
私
達
も
卒
業

５０
周
年
、
大
き
な
節
目
の
年

で
す
。
記
念
に
清
朋
会
を
母

校
済
美
館
で
開
催
し
て
欲
し

い
と
の
声
も
あ
り
、
世
話
人

の
宿
題
と
な
り
ま
し
た
。
青

春
の
日
々
の
思
い
出
は
語
り

尽
く
せ
ず
時
が
経
つ
の
を
忘

れ
て
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。
来
年
は
よ
り
多

く
の
方
に
お
目
に
か
か
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
車

椅
子
で
奥
様
共
々
参
加
し
て

頂
き
ま
し
た
A
組
の
鷺
森
春

生
さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
お

大
事
に
な
さ
っ
て
下
さ
い
。 

　
去
る
５
月
１６
日
（
日
）
高

２９
回
３
年
E
組
が
集
ま
り
、

「
塩
見
先
生
お
祝
い
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。 

　
塩
見
先
生
は
、
２０
回
清
水

谷
高
校
出
身
で
、
私
達
が
教

諭
に
な
ら
れ
て
最
初
の
卒
業

生
で
し
た
。
私
達
が
１８
歳
の

時
、
塩
見
先
生
は
２７
歳
、
年

の
差
わ
ず
か
９
歳
、
一
緒
に

記
念
撮
影
を
し
て
も
、
誰
が

先
生
な
の
か
わ
か
ら
な
い
よ

う
な
ク
ラ
ス
で
し
た
。 

　
さ
ら
に
当
時
は
「
マ
ッ
シ

ュ
ル
ー
ム
カ
ッ
ト
」
と
い
う

へ
ん
て
こ
な
髪
形
を
さ
れ
て

お
り
、
と
て
も
「
威
厳
の
あ

る
先
生
」
と
い
う
感
じ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
そ
の
塩
見
先
生
が
何
と
「
還

暦
」
を
迎
え
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
ク
ラ
ス
み
ん

な
で
「
お
祝
い
会
」
を
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
２
年
前
の
「
学
年
同
窓
会
」

の
時
に
は
、
出
席
者
は
少
な
 

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
は

何
と
２７
名
の
出
席
を
得
て
、

特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
（
２４
回
卒
）

塩
見
先
生
夫
人
に
も
ご
出
席

頂
き
、
梅
田
阪
急
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
に
て
、
開
催
致
し
ま

し
た
。 

　
当
日
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

ー
で
「
懐
か
し
の
清
水
谷
の

画
像
」
や
、
先
生
、
学
級
委

員
の
挨
拶
、
記
念
品
贈
呈
、

奥
様
手
作
り
ク
ッ
キ
ー
を
お

土
産
に
頂
き
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
、
あ
っ
と
い
う
間
の

３
時
間
で
し
た
。
塩
見
先
生
は
、

こ
れ
か
ら
も
教
師
を
続
け
ら

れ
る
と
い
う
事
な
の
で
、
一

同
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
祈
念

い
た
し
ま
し
た
。 

　
で
も
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ

た
男
性
陣
の
中
で
は
、
塩
見

先
生
が
一
番
若
々
し
か
っ
た
と
、

み
ん
な
思
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
雀
達
の
さ
え
ず
り
で
目
を

覚
ま
し
て
、
朝
刊
に
眼
を
通

し
な
が
ら
ふ
と
ベ
ラ
ン
ダ
に

眼
を
や
る
と
ア
ジ
サ
イ
の
葉

の
ミ
ド
リ
の
ミ
ズ
ミ
ズ
さ
に

ほ
ん
の
少
し
心
を
奪
わ
れ
て

眠
気
か
ら
解
か
れ
て
し
ま
い
、

昨
日
の
こ
と
が
ま
る
で
ス
ラ

イ
ド
シ
ョ
ー
を
見
て
い
る
よ

う
な
錯
覚
の
世
界
に
瞬
間
陥

っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、

同
窓
会
と
い
う
も
の
は
決
し

て
タ
イ
ム
マ
シ
ー
ン
で
は
な
い
。

卒
業
後
45
年
も
経
過
す
れ
ば

記
憶
も
萎
え
て
し
ま
っ
た
部

分
も
多
分
僅
か
で
は
無
い
で

あ
ろ
う
。
あ
の
頃
彼
女
は
な

ぜ
彼
を
好
き
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
な
ぜ
君

達
は
喧
嘩
腰
で
議
論
に
夢
中

に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
な

ぜ
人
間
不
信
に
な
っ
て
逝
き

急
い
だ
彼
が
い
た
の
だ
？
な

ぜ
あ
ん
な
に
ま
で
笑
え
る
事

象
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

そ
ん
な
事
等
大
き
な
記
憶
の

風
溜
り
の
隅
っ
こ
に
存
在
し

続
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

人
は
そ
の
存
在
を
継
続
し
続

け
る
限
り
、
錆
も
出
し
、
澱

も
垂
れ
流
し
、
不
活
性
な
残

し
物
や
忘
れ
物
を
気
づ
か
ず
 

に
い
る
こ
と
を
云
わ
ば
十
字

架
と
し
て
背
負
っ
て
い
る
。

で
も
、
あ
の
場
面
で
は
屈
託

の
無
い
笑
顔
で
昔
の
出
来
事

を
懐
か
し
く
語
り
合
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
、
お
か
し
く
も
あ
り

不
思
議
で
も
あ
る
光
景
が
こ

の
同
窓
会
と
い
う
魔
物
の
中

に
存
在
し
て
い
る
。 

　
昨
年
の
6
月
末
に
、
予
定

会
場
の
帝
国
ホ
テ
ル
大
阪
に

各
ク
ラ
ス
幹
事
達
が
集
ま
っ

て
第
一
回
目
の
予
備
会
議
を

開
い
て
準
備
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
、
途
中
2
回
の
幹
事
全
体

会
議
を
設
け
企
画
を
育
て
て

行
き
、
途
中
各
担
当
の
メ
ン

バ
ー
た
ち
と
幾
度
と
な
く
連

絡
を
取
り
合
っ
て
、
昨
日
の

１７
期
生
同
窓
会
は
盛
会
裏
の

内
に
賑
や
か
に
そ
の
幕
は
閉

ざ
さ
れ
た
。
次
回
の
開
催
を

4
年
後
に
す
る
と
い
う
余
韻

を
響
か
せ
な
が
ら
。 

　
4
月
5
日
に
往
復
は
が
き

の
案
内
状
を
投
函
し
て
回
答

ハ
ガ
キ
に
寄
せ
ら
れ
た
近
況

コ
メ
ン
ト
を
回
答
順
に
原
文

通
り
に
参
加
者
の
人
達
に
も

読
ん
で
も
ら
お
う
と
エ
ク
セ
ル
・

フ
ァ
イ
ル
に
毎
夜
整
理
す
る

の
も
楽
し
み
に
な
っ
て
行
っ
た
。

そ
れ
と
同
時
に
毎
日
の
回
答

状
況
を
Ｐ
Ｃ
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
環
境
を
持
っ
て
い
る
仲

間
た
ち
に
は
一
週
間
ご
と
に

知
ら
せ
て
あ
げ
る
こ
と
に
し
た
。

ど
ん
な
気
持
ち
で
そ
れ
を
見

て
い
て
く
れ
た
か
は
こ
ち
ら

か
ら
は
計
り
知
れ
な
い
が
、

ま
だ
参
加
を
揺
ら
い
で
い
る

仲
間
た
ち
へ
の
エ
ー
ル
に
な

れ
ば
と
も
思
っ
た
。
近
況
コ

メ
ン
ト
集
を
読
み
な
が
ら
、

参
加
し
て
く
れ
た
仲
間
た
ち

が
参
加
で
き
な
か
っ
た
旧
友

達
と
旧
交
を
温
め
な
お
す
別

の
機
会
の
契
機
に
な
れ
ば
良
 

い
の
だ
が
。 

　
昭
和
５０
年
に
清
水
谷
に
入

学
し
ま
し
た
第
３０
回
生
で
す
。

一
学
年
８
ク
ラ
ス
あ
っ
て
、

そ
の
う
ち
２
ク
ラ
ス
は
、
男

子
３０
人
、
女
子
１５
人
の
変
則

ク
ラ
ス
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

２
年
生
の
と
き
そ
の
う
ち
の

一
つ
に
在
籍
し
て
い
ま
し
た
。

変
則
ク
ラ
ス
に
割
り
当
て
ら

れ
た
男
子
は
、
必
ず
女
子
の

少
な
さ
に
不
平
を
申
し
ま
す
。

し
か
し
体
育
祭
や
文
化
祭
な

ど
の
行
事
の
と
き
、
男
子
は

余
裕
を
も
っ
て
編
成
で
き
ま

す
の
で
楽
し
め
ま
す
。
一
方

女
子
は
人
員
が
足
り
な
い
分
、

ひ
と
り
で
た
く
さ
ん
役
を
こ

な
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

準
備
を
含
め
大
変
苦
労
し
た

よ
う
で
す
。
こ
の
た
め
、
女

子
の
団
結
は
強
く
な
り
、
卒

業
し
て
３０
年
す
ぎ
て
も
連
絡

を
と
り
あ
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
高
校
に
も
慣
れ
、
受
験

や
就
職
に
ま
だ
あ
る
高
校
２

年
生
で
、
思
い
で
の
多
い
ク

ラ
ス
と
な
り
ま
し
た
。
何
人

か
は
同
窓
会
を
や
り
た
い
な

あ
と
計
画
は
持
ち
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。
実
際
、
も
う
一

つ
の
変
則
ク
ラ
ス
B
組
は
、

何
度
か
同
窓
会
を
や
っ
て
い

る
と
伺
っ
て
い
ま
し
た
。
A

組
は
、
記
憶
だ
け
が
頼
り
で

暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
格
好
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。 

あ
る
日
高
校
生
の
娘
が
、
同

級
生
の
お
母
さ
ん
も
清
水
谷

卒
だ
と
言
っ
て
帰
っ
て
き
ま

し
た
。
よ
く
よ
く
聞
い
て
見

る
と
、
自
分
の
同
窓
生
で
し

た
。
そ
れ
で
連
絡
を
取
っ
て

見
る
こ
と
が
で
き
、
同
窓
会

が
行
え
な
い
理
由
が
わ
か
り

ま
し
た
。
自
分
は
、
２
年
が

終
了
す
る
と
き
に
み
ん
な
で

作
っ
た
文
集
や
修
学
旅
行
メ

モ
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
ず

い
ぶ
ん
年
代
物
の
色
に
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
今
と
な
れ

ば
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
で
す
。

作
っ
た
と
き
は
、
恥
ず
か
し

い
よ
う
な
も
の
で
す
け
れ
ど
、

時
が
た
つ
と
結
構
貴
重
な
も
 

の
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
元
に
昔
の
名
簿
で
連
絡

を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

４５
名
の
う
ち
３８
名
が
わ
か
り

ま
し
た
。 

　
昨
年
の
８
月
１２
日
に
な
ん

ば
で
２２
人
が
参
加
し
て
同
窓

会
を
開
き
ま
し
た
。
女
子
は
、

３０
年
経
っ
て
も
面
影
は
あ
ま

り
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
男
子

は
、
頭
と
お
腹
に
貫
禄
が
出

て
き
て
、
わ
か
ら
な
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
初
め
は
そ
の

変
わ
り
よ
う
に
戸
惑
い
が
あ

っ
た
の
で
す
が
、
当
時
の
文

集
と
集
合
写
真
を
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
に
し
て
、
昔
思
っ
て

い
た
こ
と
と
現
状
を
発
表
し

あ
い
ま
す
と
３０
年
前
に
引
き

戻
さ
れ
た
よ
う
な
気
に
な
り

ま
し
た
。
同
窓
生
と
久
し
ぶ

り
に
語
り
合
え
た
こ
と
は
、

ち
ょ
っ
と
贅
沢
な
ひ
と
と
き

で
し
た
。 

　
１１
月
末
に
さ
ら
に
よ
そ
の

ク
ラ
ス
ま
で
拡
げ
て
忘
年
会

も
行
い
ま
し
た
。
今
後
は
さ

ら
に
拡
げ
て
交
流
を
し
て
い

き
た
い
と
い
う
希
望
を
持
っ

て
い
ま
す
。 

観
　
劇
　
会
 

本
年
第
一
回
　
 

 日
時
　平
成
２２
年
９
月
１５
日（
水
） 

 
場
所
　新
歌
舞
伎
座
 

 
演
目
　「
市
川
猿
之
助
総
監
修
　
 

　
　
　
　　２１
世
紀
歌
舞
伎
組
」
 

 第
二
回
は
未
定
で
す
が
、
 

観
劇
会
未
登
録
の
方
で
参
加
ご
 

希
望
の
方
は
清
友
会
事
務
局
ま
 

で
ご
連
絡
下
さ
い
。
 



　
同
窓
の
絆
に
固
く
結
ば
れ
て
、

老
若
男
女
を
問
わ
ず
の
和
気
藹
々

の
清
友
コ
ー
ラ
ス
も
、
早
や
結
成

十
年
も
過
ぎ
ま
し
た
。 

　
昨
２１
年
に
は
「
い
づ
み
ホ
ー
ル
」

に
て
、
指
揮
の
湯
浅
先
生
（
高
１３
）

を
初
め
客
演
の
先
生
方
の
ご
賛
同

を
得
て
、
素
晴
ら
し
い
記
念
演
奏

会
を
持
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

会
員
一
同
今
迄
の
疲
れ
も
ふ
っ
飛

ぶ
よ
う
な
満
足
感
に
包
ま
れ
た
も

の
で
し
た
。 

　
あ
の
時
の
感
激
を
忘
れ
ず
に
、

土
曜
日
に
な
り
ま
す
と
自
然
に
集

ま
り
練
習
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。 

　
年
を
重
ね
ま
す
と
、
お
し
ゃ
べ

り
や
歌
を
唄
う
と
か
、
声
を
出
す

事
が
健
康
や
ボ
ケ
防
止
に
も
な
り

ま
す
と
か
。
楽
し
み
と
の
両
方
を

兼
ね
て
歌
い
ま
せ
ん
か
。 

　
た
だ
い
ろ
ん
な
歌
を
歌
う
だ
け

で
な
く
、
関
西
合
唱
連
盟
に
加
盟

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
年
に
一
回

で
す
が
、
大
阪
府
合
唱
祭
に
参
加

し
皆
さ
ん
の
前
で
歌
う
と
い
う
、

緊
張
感
も
味
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
も
６
月
２７
日
に
、
池
田
市

民
文
化
会
館
ア
デ
リ
ア
ホ
ー
ル
に

て
、
精
一
杯
披
露
致
し
ま
し
た
。 

　
土
曜
日
に
時
間
が
少
し
出
来
た

な
ー
と
思
わ
れ
ま
し
た
ら
、
母
校

へ
い
ら
し
て
下
さ
い
。
な
つ
か
し

い
校
舎
を
眺
め
、
友
と
話
し
楽
し

く
歌
い
ま
せ
ん
か
。
老
い
も
若
き

も
関
係
な
く
、
多
く
の
ご
参
加
を
、

心
か
ら
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。 

連
絡
先
（
０
６
―
６
７
１
３
―
３

０
１
３
）　
　
　
　
　　（
澤
井
記
） 

　
２
０
０
８
年
度
の
フ
ェ
ス
タ
清

友
に
参
加
。
そ
の
折
、
陸
上
部
先

輩
の
酒
井
さ
ん
（
高
７
）
に
誘
わ

れ
、
清
友
コ
ー
ラ
ス
に
入
部
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
月
に
ほ
ぼ
三
度
、

済
美
館
三
階
に
て
、
土
曜
日
の
１４

時
か
ら
１６
時
過
ぎ
ま
で
の
練
習
。

声
を
出
す
だ
け
で
気
分
爽
快
、『
そ

の
後
』
決
ま
っ
て
、
有
志
で
母
校

近
く
の
食
堂
で
、
ビ
ー
ル
片
手
に

「
だ
べ
り
ん
ぐ
」
を
楽
し
む
。
私
よ

り
ほ
ぼ
十
歳
は
年
長
の
方
々
と
の

語
ら
い
は
実
に
楽
し
く
、
ま
た
有

益
か
つ
安
ら
ぎ
を
覚
え
る
。
本
末

転
倒
、
ど
う
や
ら
『
そ
の
後
』
の

た
め
に
、
清
友
コ
ー
ラ
ス
に
参
加

す
る
と
い
う
不
埒
で
、
楽
し
い
生

活
が
続
い
て
い
る
、
お
許
し
あ
れ
。
 
 

部
員
総
数
４３
名
、 

か
な
り
の
高
齢
化
が
進
行
中
。
新

部
員
の
入
部
を
切
に
望
む
。
連
絡

先
（
０
６
―
６
９
６
７
―
２
３
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
杉
本
記
） 
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集う…楽しむ… 
俳
句
講
座（
清
友
こ
で
ま
り
会
） 

 
入会随時　　場所：済美館　 

清
友
ゴ
ル
フ
会
 

毛
筆
画
教
室
 

紅
型
染
教
室
 

清
友
ゴ
ル
フ
・
コ
ン
ペ
の
ご
報
告
 

文化講座ご案内  

俳　句 
第二火曜日　午後2時～4時 
指　導　大橋敦子姉（本39回） 
　　　　　俳誌『雨月』主宰 
会　費　1ヵ月　2.000円 
 編　物 

第一、第三月曜日　正午12時～4時 
指　導　辻志津子姉（高3回） 
会　費　1ヵ月　4,000円 
　　　    6号又は8号棒針及鍵針持参 
　　　　のこと 
 
紅型染 
第二、第四火曜日　午前10時～4時 
指　導　森田良子姉（本44回） 
会　費　1ヵ月　3,000円と材料費 
 
コーラス 
第一、第二、第三土曜日　午後2時～4時 
指　導　湯浅富士郎兄（高13回） 
会　費　1回　1,000円 
 
毛筆画 
第二、第四金曜日　午後1時半～4時 
指　導　樋上千哲兄（高7回） 
染色造形家・京都工芸美術作家協会理事 
会　費　1ヵ月　6,000円　 

…
同
窓
生 

　
昨
年
は
教
室
開
講
２５
周
年
記
念

の
作
品
展
示
会
を
実
施
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
皆
様
の
ご
支
援
を
得
て

盛
会
裡
に
了
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
一
同
感
謝
の
思
い
を
糧
に

そ
の
後
も
展
示
品
の
リ
ク
エ
ス
ト

に
応
じ
た
り
、
新
図
柄
を
求
め
た

り
し
て
休
む
こ
と
な
く
制
作
に
つ

と
め
て
い
ま
す
。 

　
そ
し
て
こ
の
４
月
か
ら
は
全
員

が
そ
れ
ぞ
れ
タ
テ
１２０
セ
ン
チ
、
ヨ

コ
８０
セ
ン
チ
の
大
作
に
挑
戦
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
図
柄
は
沖

縄
の
象
徴
で
あ
る
守
禮
の
門
か
ら

首
里
城
を
望
み
、
貿
易
船
の
通
う

海
の
上
空
に
は
鶴
が
舞
う
と
い
う

も
の
で
、
戦
後
に
沖
縄
の
紅
型
染

の
復
活
を
さ
せ
た
紅
型
染
の
第
一

人
者
と
仰
れ
て
い
る
城
間
栄
喜
氏

の
原
画
を
基
に
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
り
ま
す
と
、

糊
置
き
、
彩
色
、
水
洗
、
乾
燥
な

ど
大
が
か
り
と
な
っ
て
体
力
も
必

要
と
な
り
、
快
い
汗
を
流
し
な
が

ら
楽
し
ん
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

◎
平
成
２１
年
６
月
〜
平
成
２２
年
５
月
入
選
句
よ
り
 

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大
橋
敦
子
選
 

空
爆
の
母
校
に
碑
あ
り
姫
女
苑
　
 
 
金
森
　
信
子
 

七
夕
や
師
に
学
ば
な
む
強
き
意
思
　
　
栗
谷
　
嘉
野
 

照
り
陰
り
須
臾
に
時
雨
る
る
寺
の
庭
 
本
多
　
正
子
 

祖
谷
渓
の
秋
晴
架
か
る
蔓
橋
　
　
　
 
間
宮
　
和
子
 

子
な
き
娘
の
視
線
の
先
の
七
五
三
　
　
井
田
　
幸
子
 

オ
ル
ガ
ン
に
合
せ
讃
美
歌
降
誕
祭
　
　
宮
崎
　
　
良
 

路
地
裏
に
か
が
や
く
ば
か
り
梅
白
し
　
寺
井
　
久
子
 

さ
ざ
波
の
寄
す
る
湖
面
や
鳥
帰
る
　
　
西
山
加
代
子
 

修
二
月
会
燃
え
跡
の
竹
飾
ら
れ
て
　
　
芳
井
　
貞
子
 

休
日
に
揃
ふ
家
居
や
豆
の
飯
　
　
 
 
松
本
千
恵
子
 

シ
リ
ウ
ス
の
輝
き
い
よ
よ
冴
返
る
　
　
片
岡
　
良
子
 

 達
磨
の
腹
よ
り
何
と
大
吉
初
み
く
じ
　
大
橋
　
敦
子
 

紙
雛
に
随
喜
の
京
の
菓
子
あ
り
て
　
　
大
橋
　
敦
子
 

 

本
４１
回
　
　
片
岡
　
良
子
 

高
９
回
　
　
阪
田
　
貞
子
 

本
４４
回
　
　
生
駒
　
節
子
 

本
４6
回
　
　
澤
井
　
綾
子
 

高
17
回
　
　
杉
本
　
末
雄
 

　
清
友
ゴ
ル
フ
会
の
第
４４
回
ゴ
ル
フ
・

コ
ン
ペ
の
結
果
を
ご
報
告
し
ま
す

と
と
も
に
、
次
回
以
降
の
ゴ
ル
フ
・

コ
ン
ペ
の
予
定
を
ご
案
内
し
ま
す
。 

Ⅰ
　
第
４４
回
ゴ
ル
フ
・
コ
ン
ペ
の

　
　
結
果
の
ご
報
告
 

　
さ
る
４
月
２１
日
、
伏
尾
ゴ
ル
フ

倶
楽
部
に
お
い
て
、
ゴ
ル
フ
・
コ

ン
ペ
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
２３
名
。
東
南
コ
ー
ス
と
西
東
コ

ー
ス
に
分
か
れ
て
同
時
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
前
日
の
雨
が
あ
が
り
、

晴
れ
の
暖
か
い
、
す
ば
ら
し
い
ゴ

ル
フ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た
。

団
体
戦
も
同
時
に
行
い
ま
し
た
。

ス
ル
ー
ザ
グ
リ
ー
ン
は
６
イ
ン
チ

プ
レ
イ
ス
で
、
パ
ッ
ト
は
オ
ー
ケ

ー
な
し
の
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
で
、

競
技
を
行
い
ま
し
た
。 

　
個
人
戦
の
結
果
 

　
優
勝
は
、
大
槻
一
弘
さ
ん
〈
１５

回
生
〉
で
、
西
３８
・
東
４４
の
グ
ロ

ス
８２
、
ハ
ン
デ
ィ
９
・
６
、
ネ
ッ

ト
７２
・
４
で
回
り
ま
し
た
。
０
・

４
オ
ー
バ
ー
の
立
派
な
成
績
で
し
た
。

４
回
目
の
優
勝
で
す
。
日
根
野
文

三
理
事
長
寄
贈
の
清
友
会
理
事
長

杯
を
獲
得
し
ま
し
た
。
ベ
ス
グ
ロ

賞
も
取
り
ま
し
た
。
第
４１
回
か
ら

ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
で
競
技
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
初
回
で

優
勝
し
た
大
槻
さ
ん
は
こ
の
方
式
 

だ
と
自
分
が
連
続
優
勝
す
る
と
豪

語
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
以
来
の

優
勝
で
す
。
次
回
が
注
目
で
す
。 

　
２
位
は
野
村
重
之
さ
ん
 

（
２６
回
生
）
で
し
た
。
西
５０
・
東
４７

の
グ
ロ
ス
９７
、
ハ
ン
デ
ィ
２４
、
ネ

ッ
ト
７３
で
、
１
オ
ー
バ
ー
で
し
た
。 

　
３
位
は
前
回
優
勝
の
三
原
茂
子

さ
ん
（
８
回
生
）
で
、
グ
ロ
ス
９７
、

ネ
ッ
ト
７４
・
２
で
し
た
。 

　
前
回
ベ
ス
グ
ロ
だ
っ
た
北
村
一

さ
ん
（
２６
回
生
）
は
惜
し
く
も
４

位
で
し
た
。 

　
Ｂ
Ｂ
は
松
野
五
郎
さ
ん
（
８
回

生
）
で
し
た
。 

　
団
体
戦
の
結
果
 

　
今
回
は
、
同
一
学
年
で
３
人
以

上
参
加
し
た
の
は
６
回
生
・
８
回

生
・
１１
回
生
・
１５
回
生
・
１６
回
生

の
５
チ
ー
ム
で
、
こ
の
う
ち
、
２

チ
ー
ム
が
団
体
戦
に
参
加
し
ま
し

た
。
成
績
の
よ
い
上
位
３
人
の
ネ

ッ
ト
の
合
計
数
で
順
位
を
決
め
ま

す
。 

そ
の
結
果
、
１
位
は
１５
回
生
、
２

位
は
１６
回
生
に
な
り
ま
し
た
。
１５

回
生
が
賞
金
６
０
０
０
円
を
獲
得

し
ま
し
た
。 

当
日
の
詳
し
い
成
績
は
別
紙
の
成

績
表
の
と
お
り
で
す
。 

Ⅱ
　
次
回
以
降
の
予
定
 

　
次
回
以
降
の
ゴ
ル
フ
・
コ
ン
ペ

は
次
の
と
お
り
の
予
定
で
す
。 

　
第
４５
回
　
平
成
２２
年
１０
月
１９
日（
火
）

　
　
　
伏
尾
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
　
８
組
 

　
第
４６
回
　
平
成
２３
年
４
月
１３
日（
水
） 

　
　
　
伏
尾
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
　
８
組
 

Ⅲ
　
連
絡
方
法
 

　
従
来
は
①
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
②
郵
便

で
し
た
が
、
メ
ー
ル
で
の
案
内
を

希
望
さ
れ
る
方
が
多
く
な
り
ま
し

た
の
で
、
③
メ
ー
ル
を
取
り
入
れ

る
こ
と
に
し
ま
す
。
メ
ー
ル
の
案

内
を
希
望
さ
れ
る
方
は
 

 ま
で
メ
ー
ル
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
件
名
を
 

「
清
友
ゴ
ル
フ
会
メ
ー
ル
案
内
希
望
」

に
し
て
頂
き
、
本
文
に
は
回
生
・

氏
名
を
お
願
い
し
ま
す
。
登
録
が

完
了
し
ま
し
た
ら
、
登
録
完
了
メ

ー
ル
を
お
送
り
し
ま
す
。 

　
清
友
ゴ
ル
フ
会
世
話
人
 

　
　
　
　
武
上
昌
子
・
松
宮
清
隆
 

　
　
　
　
橋
本
高
明
・
野
村
重
之
 

m
atsum

iya@
hkg.odn.ne.jp

「
彩
葉
会
」 

 

い
ろ
　
は
の
か
い
 

　
俳
句
講
座
は
１０
月
で
２
８

０
回
を
迎
え
ま
す
。
大
橋
敦

子
先
生
は
８６
歳
に
な
ら
れ
ま

し
た
が
、
お
体
の
お
悪
い
時

で
も
懇
切
丁
寧
に
私
達
の
句

を
添
削
し
て
下
さ
い
ま
す
。

旧
仮
名
遣
い
や
、
言
葉
の
綾
、 

ま
た
文
法
を
一
句
毎
に
ご

指
導
頂
い
て
お
り
ま
す
の

で
毎
月
の
作
句
の
励
み
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
先
生

が
何
時
ま
で
も
お
達
者
で

ご
指
導
頂
け
ま
す
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。 

清
友
コ
ー
ラ
ス
 

新
部
員
大
募
集
中
！
 　

毎
月
第
二
第
四
金
曜
日
 

午
後
一
時
半
よ
り
　
清
水
谷
高
校

済
美
館
で
、
高
７
回
生
樋
上
千
哲

先
生
の
ご
指
導
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。

毛
筆
画
と
聞
け
ば
、
あ
の
古
め
か

し
い
中
国
風
の
絵
を
思
い
浮
か
べ

て
は
い
ま
せ
ん
か
。 

　
ま
ず
墨
を
す
り
毛
筆
で
そ
の
日

の
写
生
材
料
（
後
に
個
人
個
人
で

持
ち
帰
り
ま
す
）
を
画
仙
紙
に
写

生
し
、
そ
の
後
色
絵
の
具
（
顔
彩
）

で
色
つ
け
し
て
い
く
の
で
す
。 

　
ひ
と
り
ひ
と
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
な

感
性
で
仕
上
げ
て
ゆ
き
ま
す
。 

　
先
生
の
ち
ょ
っ
と
し
た
ア
ド
バ

イ
ス
も
あ
り
、
絵
が
い
き
い
き
と

魅
力
的
な
そ
の
人
ら
し
い
一
枚
に
 

な
る
の
で
す
。
三
枚
ほ
ど
描
い
て

持
ち
帰
り
ま
す
。
ハ
ガ
キ
に
も
残

っ
た
絵
の
具
で
描
い
て
い
ま
す
。 

　
清
友
会
員
で
な
く
て
も
入
会
で

き
ま
す
の
で
、
お
友
達
と
一
緒
に

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
の
時
間

だ
け
で
も
別
の
世
界
へ
と
誘
っ
て

く
れ
る
こ
と
請
け
合
い
で
す
。
是

非
一
度
教
室
へ
見
学
に
お
越
し
下

さ
い
。 

　
ち
な
み
に
最
近
の
写
生
材
料
を

記
し
て
お
き
ま
す
。 

・
さ
つ
ま
い
も
と
蕗
の
と
う
 

・
ラ
デ
ッ
シ
ュ
と
レ
モ
ン
 

・
笹
カ
レ
イ
の
干
物
 

・
赤
緑
ピ
ー
マ
ン
と
ニ
ン
ニ
ク
 

・
ア
ス
パ
ラ
と
紫
玉
葱
 

・
紫
陽
花
 



７
月
１１
日
に
男
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｂ
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
で
し

た
が
体
育
館
に
５
回
生
か
ら
２６

回
生
ま
で
、
あ
と
思
い
っ
き
り

間
が
空
い
て
６２
回
生
の
Ｏ
Ｂ
が

集
ま
り
ま
し
た
。
中
に
は
卒
業

以
来
Ｏ
Ｂ
会
へ
の
参
加
は
初
め

て
の
方
も
お
ら
れ
、
今
の
清
水
 

谷
の
体
育
館
の
素
晴
ら
し
さ

に
驚
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

現
役
生
と
の
交
流
試
合
が
始
ま

る
と
、
当
初
は
見
学
す
る
だ
け

っ
て
お
っ
し
ゃ
っ
て
た
７６
歳
、

６５
歳
も
大
張
り
切
り
で
な
か
な

か
代
わ
ろ
う
と
さ
れ
ず
、
思
わ

ず
「
大
丈
夫
か
な
あ
？
無
理
せ

ん
と
い
て
や
っ
」
と
心
配
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。 

ま
た
今
年
は
女
子
も
Ｏ
Ｇ
会

を
開
催
し
、
最
近
の
卒
業
生
が

１５
名
ぐ
ら
い
、
そ
し
て
３５
回
生

が
３
名
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
機
会
に
Ｏ
Ｇ
会
も
組
織
を
確

立
さ
せ
、
Ｏ
Ｂ
会
と
と
も
に
続

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

こ
の
後
、
か
ご
の
屋
で
懇
親

会
が
開
か
れ
、
２９
名
の
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
が
集
い
ま
し
た
。
先
ほ
ど

の
約
４６
年
振
り
の
方
た
ち
も
、

い
ざ
飲
み
始
め
る
と
時
間
の
溝

も
一
気
に
埋
ま
り
、
昔
話
を
肴
に
、

な
ご
や
か
に
会
が
進
行
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
も
初
め
て
の
Ｏ
Ｇ

の
参
加
に
よ
り
、
い
つ
に
な
く

華
や
い
だ
雰
囲
気
で
、
皆
さ
ん

大
盛
り
上
が
り
の
う
ち
に
、
無

事
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 
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高
１０
回
　
坂
本
　
孝
信
 

ク
ラ
ブ
代
表
会
　
議
長
 

　
　
　
　
高
28
回
　
橋
谷
　
吉
郎
 

ク
ラ
ブ
代
表
会
だ
よ
り
 

清
水
谷
高
等
学
校
陸
上
競
技

部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
は
平
成
１９
年

に
、
現
役
部
員
の
支
援
と
会
員

の
親
睦
を
目
的
に
発
足
し
ま
し

た
。
そ
の
一
環
と
し
て
本
年
５

月
に
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
大
阪
地

区
予
選
大
会
が
開
催
さ
れ
た
長

居
陸
上
競
技
場
に
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

会
有
志
が
応
援
に
集
い
ま
し
た
。

競
技
場
内
の
観
覧
席
に
は
参
加

各
校
の
テ
ン
ト
・
幟
（
旗
）
が

林
立
し
、
初
応
援
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
達
に
は
清
水
谷
高
校
の
居
場

所
が
見
つ
か
ら
ず
集
合
に
手
間

取
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
清
水
谷

高
校
陸
上
部
の
幟（
旗
）
を
新
た

に
作
ろ
う
と
の
提
案
が
な
さ
れ
、

応
援
参
加
の
１０
回
生
森
実
氏
が

会
社
生
活
の
経
験
を
活
か
し
幟

の
ロ
ゴ
印
刷
・
並
び
に
幟
用
の

竿
12
本
を
安
価
に
調
達
す
る
役

を
買
っ
て
出
て
く
れ
ま
し
た
。

二
週
間
半
後
の
５
月
末
に
は
完
 

成
し
、
先
ほ
ど
の
地
区
大
会

を
勝
ち
進
ん
だ
約
１０
名
の
選
手

が
出
場
し
た
５
月
末
の
大
阪
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
か
ら
使
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
１２
本
の
幟

は
清
水
谷
ブ
ル
ー
の
生
地
に
白

抜
き
で
清
水
谷
と
染
め
抜
い
て

あ
り
、
陸
上
部
以
外
の
ク
ラ
ブ

で
も
使
用
可
能
で
、
今
後
の
活

用
が
楽
し
み
で
す
。
 

本
年
１２
月
４
日
（
土
）
午
後

1
時
に
第
二
回
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会

総
会
を
前
回
と
同
じ
ア
ー
ク
ホ

テ
ル
大
阪
で
開
催
予
定
で
す
。

こ
の
新
し
い
幟
も
披
露
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
会
員
諸
氏
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

ク
ラ
ブ
代
表
会
議
は
、
平
成

１７
年
４
月
の
同
窓
清
友
会
設
立

時
に
、
ク
ラ
ブ
O
B
・
O
G
会

の
縦
の
つ
な
が
り
を
生
か
し
同

窓
会
の
年
代
の
幅
を
広
げ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
発
足
し
ま
し

た
。
現
在
は
、
ク
ラ
ブ
の
O
B
・

O
G
会
の
活
性
化
を
図
る
た
め

に
、
活
動
等
が
な
く
機
能
し
て

い
な
い
と
こ
ろ
な
ど
を
復
活
し
、

年
代
を
超
え
て
親
睦
交
流
を
広

げ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
参
加
ク
ラ
ブ
は
、
【
運

動
部
】
陸
上
競
技
・
硬
式
テ
ニ

ス
・
軟
式
テ
ニ
ス
・
硬
式
野
球
・

軟
式
野
球
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・

ラ
グ
ビ
ー
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
・
器
械
体
操
・
サ
ッ
カ
ー
・
 

水
泳
・
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ

ル
【
文
化
部
】
コ
ー
ラ
ス
・
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
・
ギ
タ
ー
・
落
語

研
究
の
１６
ク
ラ
ブ
で
す
。
ま
だ
O
B
・

O
G
会
を
組
織
化
さ
れ
て
い
な

い
と
こ
ろ
や
、
こ
の
代
表
会
に

参
画
さ
れ
て
い
な
い
ク
ラ
ブ
は

ご
支
援
し
ま
す
の
で
、
清
友
会

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
今
年
で
第
６
回
を
数
え
る

『
フ
ェ
ス
タ
清
友
』
が
今
年
の

１１
月
２３
日
（
火
・
祝
）
に
開
催

さ
れ
ま
す
。
各
O
B
・
O
G
会

の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
き
っ

か
け
づ
く
り
と
し
て
、
ご
連
絡

の
と
れ
て
い
な
い
方
な
ど
お
誘

い
の
上
、
是
非
多
数
の
ご
参
加

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

 

陸
上
競
技
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
 

高
３３
回
　
長
谷
川
宗
明
 

落
語
研
究
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
 

代
表
　
高
２４
回
　
中
西
　
修
一
 

今
年
の
Ｏ
Ｂ
会
活
動
は
、
総

会
を
７
月
２４
日
（
土
）
に
開
催

し
ま
し
た
。
平
成
２１
年
度
は
３６

名
の
参
加
で
し
た
。
そ
し
て
、

同
じ
日
に
、
母
校
の
グ
ラ
ウ
ン
 

ド
を
お
借
り
し
て
、
Ｏ
Ｂ
戦

を
行
い
ま
し
た
。
総
会
は
、
会

員
相
互
の
親
睦
や
顧
問
及
び
現

役
生
徒
を
招
い
て
交
流
を
深
め

る
場
と
し
て
、
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
最
も
大
切
な
Ｏ

Ｂ
会
活
動
で
す
。
今
後
と
も
多

数
の
方
々
の
ご
参
加
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。 

さ
て
、
Ｏ
Ｂ
会
の
活
動
を
継

続
し
て
い
く
た
め
に
も
、
各
回

生
の
ま
と
め
役
が
必
要
で
す
。

ぜ
ひ
、
当
時
の
キ
ャ
プ
テ
ン
等

を
中
心
に
ま
と
め
役
を
決
め
て

頂
き
連
絡
先
等
を
Ｏ
Ｂ
会
事
務

局
ま
で
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

さ
ら
に
、
Ｏ
Ｂ
会
独
自
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
立
ち
上
げ
を
計
画

し
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
を
い

た
だ
け
る
方
の
連
絡
を
併
せ
て

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

な
お
、
現
役
に
つ
い
て
は
、

ラ
グ
ビ
ー
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
の

厳
し
さ
を
反
映
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
１８
人
前
後
の
部

員
数
だ
と
聴
い
て
お
り
ま
す
。

周
囲
の
風
景
は
随
分
変
わ
り
ま

し
た
が
、
今
も
変
わ
ら
ず
、
上

町
台
地
の
我
々
と
同
じ
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
と
き
に
は
苦
し
く
、
と

き
に
は
楽
し
い
想
い
を
体
験
し
、

若
い
汗
を
流
し
て
い
る
現
役
生

に
支
援
し
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
Ｏ
Ｂ
会
の
活
動
に
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
あ
て
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
 

ラ
グ
ビ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
 

高
２１
回
　
宮
木
　
秀
治
 

　
落
語
研
究
部
は
、
昨
年
度
の

「
第
５
回
フ
ェ
ス
タ
清
友
」
に
お

い
て
、
落
語
一
席
と
、
在
学
時

の
思
い
出
を
語
る
対
談
を
致
し

ま
し
た
。 

　
落
語
は
、
高
３２
回
の
プ
ロ
の

噺
家
桂
福
車
師
に
よ
る
「
看
板

の
一
（
ピ
ン
）」、
対
談
は
福
車

師
と
、
高
３６
回
の
横
田
宏
之
氏

に
よ
る
心
に
残
る
恩
師
の
「
よ

も
や
ま
話
」
と
い
っ
た
内
容
で
、

往
時
を
知
る
者
に
と
っ
て
は
、

お
か
し
く
も
懐
か
し
い
ひ
と
と

き
で
し
た
。 

　
当
日
は
、
永
ら
く
親
交
の
絶

え
て
い
た
後
輩
た
ち
と
の
再
会

な
ど
も
あ
り
、
大
変
楽
し
く
過

ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

　
今
年
も
ま
た
「
第
６
回
フ
ェ

ス
タ
清
友
」
が
来
る
１１
月
２３
日（
火
・

祝
）
に
開
催
さ
れ
、
今
回
落
研

は
高
２４
回
の
清
笑
亭
役
三
氏
の

落
語
と
、
Ｏ
Ｂ
数
名
に
よ
る
対

談
な
ど
に
な
る
予
定
で
す
。 

　
久
し
く
遠
ざ
か
っ
て
い
た
先

輩
方
の
口
演
や
お
話
を
今
か
ら

心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。 

　
残
念
な
が
ら
、
現
在
、
現
役

生
に
よ
る
清
水
谷
高
校
落
語
研

究
部
は
存
在
し
ま
せ
ん
が
、
毎

年
１２
月
３０
日
に
行
わ
れ
て
い
る

「
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
忘
年
会
」
は
、
今

も
Ｏ
Ｂ
た
ち
に
よ
っ
て
引
き
継

が
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
回
の
フ
ェ
ス
タ
清
友
が
、

落
研
を
は
じ
め
、
我
ら
が
清
水

谷
高
校
で
青
春
期
を
過
ご
し
た

多
く
の
人
々
の
再
会
の
縁
（
よ

す
が
）
と
な
れ
ば
と
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。 

今
年
も
平
成
２２
年
５
月
２２
日

（
土
）
夕
方
、
北
新
地
・
木
曽
路

に
て
バ
レ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
出
席
者
３３
名
の

う
ち
３４
回
生
が
最
年
少
で
バ
レ

ー
部
Ｏ
Ｂ
会
も
ご
多
分
に
も
れ

ず
高
齢
化
の
波
が
寄
せ
て
い
る

の
を
感
じ
ま
し
た
が
、
女
性
の

先
輩
方
が
非
常
に
元
気
よ
く
、

男
子
Ｏ
Ｂ
の
大
先
輩
も
た
じ
た

じ
の
場
面
が
あ
る
な
ど
、
大
変

盛
り
上
が
っ
た
会
と
な
り
ま
し

た
。
私
に
と
っ
て
も
、
高
校
卒

業
以
来
ほ
ぼ
３０
年
ぶ
り
に
１
つ

上
の
先
輩
と
も
お
会
い
で
き
、

現
役
時
代
の
話
で
高
校
時
代
の

記
憶
が
よ
み
が
え
り
と
て
も
有

意
義
な
集
ま
り
で
し
た
。 

現
役
近
況
報
告
で
現
在
男
子

バ
レ
ー
部
が
休
部
中
と
聞
き
、

や
は
り
Ｏ
Ｂ
と
し
て
は
さ
み
し

い
限
り
で
、
ぜ
ひ
復
活
し
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。 

最
後
に
、
元
顧
問
の
岡
竹
先

生
よ
り
、
毎
年
の
こ
の
会
に
出

席
す
る
こ
と
を
と
て
も
楽
し
み

に
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
お

伺
い
し
、
出
席
者
全
員
で
、
岡

竹
先
生
に
は
ぜ
ひ
１
０
０
歳
ま

で
お
元
気
で
こ
の
会
に
出
席
し

て
く
だ
さ
る
こ
と
を
祈
念
し
て

閉
会
し
ま
し
た
。 

バ
ス
ケ
ッ
ト
部
Ｏ
Ｂ
会
 

高
３４
回
　
仲
宗
根
信
成
 

バ
レ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
 

会
長
　
高
３１
回
　
岩
本
　
高
明
 

硬
式
テ
ニ
ス
部
Ｏ
Ｂ
会
 

会
長
　
高
17
回
　
黒
田
　
満
夫
 

軟
式
庭
球（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
 

snakanishi@
hera.eonet.ne.jp 

 

m
_kuroda@

flam
enco.plala.or.jp

高
３
回
生
か
ら
６２
回
生
ま
で

引
き
継
が
れ
た
、
テ
ニ
ス
部

O
B
回
の
伝
統
は
、
総
勢
９
０

０
名
弱
と
育
ち
ま
し
た
。
物
故
 

者
、
住
所
不
明
を
除
き
約
５

０
０
名
の
方
に
行
事
案
内
を
連

絡
発
送
し
て
い
ま
す
。
１
、「
春

の
平
井
・
井
上
杯
争
奪
ダ
ブ
ル

ス
戦
」
及
び
O
B
総
会
を
兼
ね

新
O
B
の
歓
迎
会
。 

２
、「
秋
の
団
体
戦
」
在
校
生

と
O
B
と
の
交
流
を
よ
り
深
め

る
対
抗
戦
。 

３
、「
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
体
力

の
落
ち
た
O
B
が
、
ゴ
ル
フ
を

絆
に
親
交
を
深
め
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
行
事
を
中
心
に
、

会
員
の
相
互
親
睦
と
、
現
役
へ

の
援
助
を
目
的
と
し
た
O
B
会

組
織
で
す
。 

　
本
年
度
の
現
役
は
、
春
の
団

体
戦
で
女
子
が
本
戦
に
進
む
活

躍
を
し
て
く
れ
て
ま
す
。 

　
来
年
迎
え
る
創
立
１
１
０
周

年
記
念
と
し
て
、
学
校
か
ら
も

O
B
会
と
の
積
極
的
な
交
歓
を

希
望
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

O
B
会
と
し
て
も
出
来
る
限
り

協
賛
さ
せ
て
頂
き
、
活
動
し
て

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
O
B
の
皆
さ
ん
、
無
関
心
で

過
ご
さ
ず
、
む
か
し
汗
を
流
し

た
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
も
う
一
度

寄
っ
て
見
ま
せ
ん
か
？
 

　
平
成
２１
年
１０
月
１
日
付
会
報
　

回
生
だ
よ
り
　
高
２
回
山
崎
和
子

さ
ん
の
記
事
で
「
高
校
２
回
生
の

佳
野
和
子
」
さ
ん
と
あ
る
の
は
「
住

野
和
子
」
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。 

　
ク
ラ
ブ
代
表
会
だ
よ
り
落
語
研

究
部
O
B
・
O
G
会
の
記
事
で
「
高

３６
回
　
横
田
宏
之
」
さ
ん
と
あ
る

の
は
「
高
２８
回
　
竹
中
治
郎
」
さ

ん
の
誤
り
で
し
た
。 

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
し
た

こ
と
を
お
詫
び
し
訂
正
い
た
し
ま

す
。 

訂
正
 

　
軟
式
庭
球
部
Ｏ
Ｂ
･
Ｏ
Ｇ
の

み
な
さ
ん
元
気
し
て
ま
す
か
〜
？
 

　
今
年
（
２
０
１
０
年
）
春
（
５

月
２２
日
）、
２
年
振
り
に
Ｏ
Ｂ
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
テ
ニ
ス
の

部
は
１０
時
か
ら
１６
時
の
間
、
母

校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
お
借
り
し
、

１６
期
〜
５９
期
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
２０

名
が
集
い
、
ラ
リ
ー
に
試
合
に

久
し
ぶ
り
の
汗
を
流
し
ま
し
た
。 

　
引
き
続
き
場
所
を
変
え
て
の

総
会
兼
懇
親
会
を
１７
時
か
ら
開

催
し
、
１６
期
〜
５８
期
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
･
総
勢
４２
名
の
参
加
を
得
、

和
気
藹
々
軟
庭
部
の
縦
横
の
繋

が
り
を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。 

　
今
回
、
都
合
悪
く
参
加
叶
わ

な
か
っ
た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
々
 

も
次
回
【
２
年
後
開
催
予
定
】

は
是
非
元
気
な
お
顔
を
お
見
せ

下
さ
い
。 

　〔
御
願
い
〕
同
期
・
先
輩
・

後
輩
の
情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い
。 

▽
連
絡
先
 



 

２０１１年度清友会海外旅行計画 
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パリを中心にフランスの文化と芸術を時間をかけて楽しむ。 

回
生
代
表
会
　
議
長
 

　
　
　
高
7
回
　
内
田
　
房
男
 

　
高
１５
回
　
村
上
　
　
武
 

回
生
代
表
会
だ
よ
り
 

　
４
月
２４
日
（
土
）
済
美
館

３
F
に
て
評
議
員
会
・
諮
問

委
員
会
に
続
き
回
生
代
表
会

を
開
催
（
出
席
者
２１
名
） 

　
テ
ー
マ
は
 

①
回
生
代
表
の
再
確
認
（
資
料
） 

　
・
回
生
代
表
の
役
割
 

　
・
回
生
代
表
の
あ
り
方
 

②
大
阪
府
立
清
水
谷
高
等
学

校
 

　
創
立
１
１
０
周
年
記
念
事

業
の
現
況
報
告
（
資
料
） 

③
年
会
費
・
記
念
募
金
に
つ

い
て
現
況
報
告
 

・
お
願
い
し
た
い
事
 

④
そ
の
他
 

　
②
、
③
に
つ
い
て
は
回
生

代
表
会
の
前
に
開
か
れ
た
評

議
員
会
・
諮
問
委
員
会
に
て
、

日
根
野
会
長
よ
り
詳
し
く
説

明
①
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

出
席
者
に
は
資
料
（
欠
席
者

に
は
後
送
）
と
し
て
 

○
回
生
代
表
の
役
割
に
つ
い
て
 

　
回
生
代
表
（
原
則
２
名
）
は
、

同
学
年
会
員
を
代
表
し
て
お
り
、

清
友
会
と
各
回
生
会
員
と
の

重
要
な
パ
イ
プ
役
と
し
て
「
清

友
会
」
の
行
う
事
業
に
積
極

的
に
参
加
・
勧
誘
・
意
見
の

発
議
な
ど
を
行
う
こ
と
で
清

友
会
事
業
推
進
の
成
否
を
握

っ
て
お
り
ま
す
。 

○
主
な
役
割
は
 

一
、
回
生
代
表
会
議
へ
の
出

席
 

二
、
定
時
総
会
 

　
合
同
会
議
（
７
月
ま
た
は

８
月
） 

　
予
算
総
会
（
４
月
）、
決
算

総
会
・
総
会
懇
親
会
（
６
月
）、

新
年
互
礼
会
（
１
月
）
な
ど

の
事
業
へ
の
会
員
の
出
席
依

頼
と
取
り
ま
と
め
 

三
、
公
開
セ
ミ
ナ
ー
・
フ
ェ

ス
タ
清
友
な
ど
清
友
会
事
業

へ
の
参
加
と
動
員
 

四
、
会
報
「
清
友
」
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
投
稿
 

五
、
同
期
会
の
開
催
日
及
び

状
況
を
清
友
会
に
連
絡
 

 ○
今
後
の
回
生
代
表
会
議
に

つ
い
て
 

一
、
清
友
会
事
業
へ
の
積
極

参
加
 

二
、
欠
員
回
生
代
表
及
び
無

連
絡
回
生
代
表
の
扱
い
に
つ

い
て
（
以
上
資
料
） 

 　
さ
て
今
後
の
回
生
代
表
会

の
活
性
化
の
た
め
に
出
席
者

の
中
か
ら
執
行
委
員
と
し
て
、

吉
岡
武
（
高
８
）、
新
美
啓
之

（
高
１３
）、
熊
順
一
（
高
２１
）、

立
川
優
（
高
４０
）
の
各
氏
を

選
出
。
次
会
の
代
表
者
会
議

５
月
２９
日
（
土
）
に
無
連
絡

代
表
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

行
動
を
起
こ
す
か
に
つ
い
て

打
ち
合
わ
せ
無
連
絡
者
に
は

電
話
に
て
連
絡
し
、
そ
の
状

況
を
調
査
す
る
。
そ
の
結
果

は
回
生
代
表
会
議
５
月
２９
日
 

（
土
）
に
て
新
美
委
員
よ
り
出

席
者
（
３２
名
）
に
説
明
す
る
。

そ
の
会
議
で
は
、
同
期
会
の

状
況
な
ど
積
極
的
に
話
し
合

い
が
な
さ
れ
、
今
後
は
１
１

０
周
年
を
機
会
と
し
て
回
生

代
表
会
は
活
性
化
さ
れ
て
行

く
と
思
わ
れ
る
。 

新
緑
の
ク
ロ
ア
チ
ア
・
ス
ロ
ベ
ニ
ア
を
訪
れ
て 

 　
恒
例
の
江
口
先
生
の
企
画
に

よ
る
旅
行
で
、
私
は
家
内
共
々

二
度
目
の
参
加
と
な
り
ま
し
た

が
、
彼
の
地
が
ど
ん
な
所
か
よ

く
知
ら
ず
に
、
ま
あ
昔
の
ユ
ー

ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
こ
と
な
の
か

な
ぐ
ら
い
の
知
識
で
し
た
。
最

近
の
観
光
P
R
な
ん
か
で
ド
ブ

ロ
ク
ニ
ク
の
紹
介
な
ど
は
見
た

こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
…
。 

　
５
月
１３
日
夜
関
空
よ
り
イ
ス

タ
ン
ブ
ー
ル
を
経
由
し
て
ザ
グ

レ
ブ
へ
、
１２
時
間
程
で
到
着
し

ま
し
た
。
時
差
は
７
時
間
あ
る

ら
し
い
で
す
。
現
地
の
添
乗
員

に
連
れ
ら
れ
て
市
内
観
光
の
ス

タ
ー
ト
で
す
、
聖
母
被
昇
天
大

聖
堂
や
聖
マ
ル
コ
教
会
、
１３
世

紀
の
塁
壁
の
一
部
石
の
門
な
ど

を
見
学
し
て
、
小
高
い
丘
の
上

か
ら
見
下
ろ
し
た
旧
市
街
は
緑

豊
か
で
、
青
い
色
の
市
電
な
ん

か
も
走
っ
て
い
て
と
て
も
こ
れ

が
１２
〜
３
年
前
ま
で
内
線
に
明

け
暮
れ
て
い
た
国
と
は
思
え
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
日
は
ザ
グ

レ
ブ
か
ら
一
時
間
程
バ
ス
で
走

っ
た
田
舎
町
ゴ
ブ
リ
ン
で
一
泊
。 

　
明
く
る
日
は
朝
か
ら
雨
模
様

で
、
古
都
シ
ベ
ニ
ッ
ク
と
ス
プ

リ
ッ
ト
市
内
観
光
を
し
ま
し
た

が
、
お
昼
に
食
べ
た
プ
ロ
シ
ュ

ウ
ト
は
絶
品
で
し
た
。 

　
３
日
目
も
小
雨
で
し
た
が
待

望
の
ア
ド
リ
ア
海
の
真
珠
ド
ブ

リ
ク
ニ
ク
へ
、
旧
市
街
は
城
壁

に
囲
ま
れ
た
周
囲
１
キ
ロ
程
の

小
さ
な
町
で
、
驚
い
た
こ
と
に

こ
の
世
界
遺
産
の
中
に
人
が
住

ん
で
い
て
、
細
い
路
地
に
洗
濯

物
が
干
し
て
あ
っ
た
り
し
ま
し

た
。
ド
ブ
リ
ク
ニ
ク
に
し
て
も

次
の
日
に
行
っ
た
ト
ロ
ギ
ー
ル

も
中
世
の
街
と
い
う
よ
り
、
古

代
ロ
ー
マ
の
街
へ
迷
い
込
ん
だ

よ
う
な
印
象
で
し
た
。 

　
観
光
５
日
目
は
緑
豊
か
な
プ

ト
ビ
ッ
チ
ェ
国
立
公
園
の
中
を

散
策
。
尾
瀬
と
奥
入
瀬
を
合
わ

せ
た
よ
う
な
と
こ
ろ
に
、
段
々

に
な
っ
た
湖
と
多
く
の
滝
を
足

し
た
よ
う
な
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン

た
っ
ぷ
り
の
、
美
し
い
世
界
遺

産
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
ポ
イ
ス

ト
ナ
の
鍾
乳
洞
は
ト
ロ
ッ
コ
で

２
キ
ロ
程
入
っ
て
桁
違
い
の
ス

ケ
ー
ル
に
大
い
に
驚
か
さ
れ
ま

し
た
。 

　
最
後
に
訪
れ
た
ブ
レ
ッ
ド
湖

は
湖
畔
に
、
今
上
天
皇
皇
后
両

陛
下
が
、
お
泊
り
に
な
っ
た
ホ

テ
ル
が
あ
り
湖
の
中
の
小
島
へ

、
手
漕
ぎ
の
ボ
ー
ト
で
渡
り
小

さ
な
教
会
で
、
望
み
の
鐘
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
聞
い
た
り
近
く
の

ブ
レ
ッ
ド
城
に
上
っ
た
り
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、
江
口
先
生
の
美
術

史
や
芸
術
史
の
お
話
を
、
あ
ま

り
聞
く
機
会
が
な
か
っ
た
の
が

少
し
残
念
な
旅
行
で
し
た
。 

　フランスは日本とイタリアと並んで芸術と文化の国であることはご存知で
しょう。特にパリを中核とするイールド・フランス地方はそのエッセンスと
云えましょう。 
 
　パリにはルーブル、オルセー（秋に再開の予定）、ポンピドゥセンター、
ギメ美術館（東洋美術）、クリニューヘ（フランス中世美術）などの大美術
館と共にロダン、モロー、ピカソ等の個人のすぐれた美術館があり、ノート
ルダム、サント・シャペル等のステンドグラスの美しい聖堂。 
　凱旋門、オペラ座、エッフェル塔、アンヴァリッド、リュクサンプール宮
などの歴史的建造物。シャンゼリゼ、モンマルト、ブローニュの森の散歩道
。これらの見どころはとても1日や2日では巡りきれるものではありませ
ん。そこで参加者個人個人の興味や感心に重きをおいて数日のフリーディを
設定しました。パリ市内の移動には地下鉄が便利で自由に乗り降り出来るパ
スを用意し、美術館等に自由に出入り出来るパスも同様に用意します。それ
によってパリ市内を思いのままに楽しんで頂けることでしょう。 
　その為には事前に説明会で地図や資料を配布し見どころを十分に研究する
予定です。 

　パリ郊外の一日はヴェルサイユ宮殿やシャルトル大聖堂の見学にバスを仕
立てて行く予定です。 
　又時間があればセーヴル焼の国立陶器工場も訪れます。もう一日はサン・
ジェルマン・アン・レーのシャトウにあるフランス古代博物館に旧石器時代
の美術を見学します。その後、シャンティー城及びシャンティー美術館を見
学します。 
　したがって今回はパリ市内を4日、パリ郊外を2日かけてフランス文化
を堪能する予定です。 
　　　　　　　　　　　　　　企画、同行解説　江口善之（高8回、元京都芸大教授）
　 募集要項 
　日　　時　2011年10月7日～14日 
　費　　用　約30万円（諸費用込み） 
　募集人員　20～25名 
　申込問い合わせ先 
　　　　　日本旅行　京都四条支店 
　　　　　　京都市下京区四条通柳馬場西入　ニッセイ四条柳馬場ビル2Ｆ 
　　　　　TEL.（075）223-2311　担当者　伊藤　成親 

訃
　
報
 

平
成
２２
年
度
　
 

先
生
方
の
人
事
異
動
 

謹
ん
で
ご
冥
福
を
 

　
　
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
戎
居
　
士
郎
先
生
（
国
語
）
 

　
　
平
成
２２
年
２
月
２８
日
ご
逝
去
 

　
北
村
　
　
勇
先
生
（
歴
史
）
 

　
　
平
成
１８
年
９
月
５
日
ご
逝
去
 

創立110周年記念募金にご協力お願い致します。 

清友会のHPアドレス 

メールアドレス 

http://www12.ocn.ne.jp/s̃eiyukai/
seiyukai@carrot.ocn.ne.jp

学年会の周知なども検索することができますので、ご活用とともにご意見もお寄せ下さい。 

●
着
任
 

教
頭
　
　
若
林
　
智
子
 

　
　
　
　
（
東
淀
川
高
校
よ
り
）
 

事
務
長
　
大
井
　
武
司
 

　
　
　
　
（
布
施
高
校
よ
り
）
 

●
離
任
・
退
職
 

教
頭
　
　
一
色
千
賀
子
（
旭
高
校
校
長
）
 

事
務
長
　
彦
坂
　
武
志
（
退
職
）
 



TEL06-6768-4159　FAX06-6770-5015　E-mail : seiyukai@carrot.ocn.ne.jp

平成22年10月1日 （23） 府立清水谷高女・高校同窓会会報 

平成22年度「社団法人清友会」役員の紹介 
【敬称略・回生順】 

　
　
　理
事
長
 

 高
２２
　
日
根
野
文
三
 

 　
　
副
理
事
長
 

 本
４３
　
岡
本
和
子
 

高
６
　
安
江
貞
夫
 

高
１１
　
藤
田
哲
男
 

高
２２
　
伊
藤
惠
美
子
 

 　
　
理
　
　
事
 

 高
５
　
阪
田
　
弘
 

高
１０
　
岩
田
三
左
 

高
１１
　
和
田
俊
博
 

高
１３
　
大
宮
葉
子
 

高
１５
　
小
川
佳
輝
 

高
１７
　
杉
本
末
雄
 

高
２３
　
佐
野
美
砂
子
 

高
２３
　
向
井
容
子
 

高
２９
　
鈴
木
康
友
 

高
３３
　
山
口
元
美
 

 　
　
監
　
　
事
 

 高
３
　
白
井
淳
二
 

高
１６
　
松
宮
清
隆
 

 　
　
相
談
役
 

 本
３７
　
尾
崎
公
子
 

高
４
　
原
　
二
郎
 

 　
　
評
議
員
 

 本
３２
　
蔦
田
璋
子
 

本
３４
　
泉
　
栄
子
 

本
３８
　
三
枝
妙
子
 

本
４３
　
宮
田
　
禮
 

本
４４
　
生
駒
節
子
 

高
２
　
山
■
和
子
 

高
３
　
飯
田
弘
一
 

高
４
　
岡
田
　
宏
 

高
４
　
藤
森
裕
子
 

高
５
　
圓
井
謙
三
郎
 

高
６
　
井
上
芳
子
 

高
７
　
酒
井
重
幸
 

高
７
　
山
本
眞
佐
代
 

高
８
　
宇
野
滋
夫
 

高
９
　
山
本
誠
人
 

高
９
　
宇
野
澪
子
 

高
１０
　
中
山
隆
司
 

高
１１
　
田
中
征
男
 

高
１３
　
西
田
光
子
 

高
１５
　
増
田
美
也
子
 

高
１６
　
田
中
諄
子
 

高
１７
　
大
石
啓
子
 

    

平成22年度「同窓　清友会」役員の紹介 
　
　
　会
　
長
 

 高
２２
　
日
根
野
文
三
 

 　
　
副
会
長
 

 本
４３
　
岡
本
和
子
 

高
６
　
安
江
貞
夫
 

高
１１
　
藤
田
哲
男
 

高
２２
　
伊
藤
惠
美
子
 

 　
　
幹
　
　
事
 

 高
５
　
阪
田
　
弘
 

高
１０
　
岩
田
三
左
 

高
１１
　
和
田
俊
博
 

高
１３
　
大
宮
葉
子
 

高
１５
　
小
川
佳
輝
 

高
１７
　
杉
本
末
雄
 

高
２３
　
佐
野
美
砂
子
 

高
２３
　
向
井
容
子
 

高
２９
　
鈴
木
康
友
 

高
３３
　
山
口
元
美
 

 　
　
監
　
　
事
 

 高
１１
　
矢
倉
裕
章
 

高
１６
　
松
宮
清
隆
 

 　
回
生
代
表
会
議
長
 

 高
７
　
内
田
房
男
 

 　
ク
ラ
ブ
代
表
会
議
長
 

 高
２８
　
橋
谷
吉
郎
 

 　
　
顧
　
　
問
 

 本
３７
　
尾
崎
公
子
 

高
４
　
原
　
二
郎
 

高
１４
　
板
倉
圭
子
 

 　東
京
支
部
　
支
部
長
 

 高
１０
　
中
島
汎
仁
 

 　東
海
支
部
　
支
部
長
 

 高
６
　
三
堀
　
俶
 

     

高
１８
　
三
木
完
二
 

高
２１
　
宮
木
秀
治
 

高
２１
　
川
■
泰
英
 

高
２２
　
中
村
純
造
 

高
２５
　
加
藤
正
之
 

高
３４
　
橋
本
一
志
 

高
３４
　
川
口
旬
子
 

 　
　
回
生
代
表
 

 本
３１
　
井
上
英
子
 

本
３２
　
蔦
田
璋
子
 

本
３５
　
芳
崎
節
子
 

本
３７
　
尾
■
公
子
 

本
３８
　
三
枝
妙
子
 

本
３９
　
岩
田
郁
子
 

本
４０
　
本
田
博
子
 

本
４１
　
大
中
幸
子
 

本
４２
　
城
口
多
嘉
子
 

本
４３
　
北
川
良
子
 

本
４３
　
澤
希
代
子
 

本
４４
　
瀧
本
俊
恵
 

本
４５
　
竹
内
滋
子
 

高
２
　
山
■
和
子
 

高
３
　
川
勝
民
雄
 

高
４
　
木
村
一
彦
 

高
４
　
久
保
洋
子
 

高
５
　
岡
島
邦
治
 

高
５
　
村
上
雅
子
 

高
６
　
塩
川
俊
男
 

高
７
　
石
崎
龍
平
 

高
７
　
内
田
房
男
 

高
７
　
木
下
栄
子
 

高
８
　
吉
岡
　
武
 

高
８
　
松
尾
明
子
 

高
９
　
森
田
　
勉
 

高
９
　
松
本
邦
夫
 

高
１０
　
村
田
明
美
 

高
１０
　
山
本
喜
一
郎
 

高
１１
　
森
竹
　
健
 

高
１２
　
田
中
良
二
 

高
１２
　
大
社
康
男
 

高
１２
　
杉
野
利
彦
 

高
１３
　
吉
永
洋
輔
 

高
１３
　
新
美
啓
之
 

高
１４
　
三
好
国
三
郎
 

高
１５
　
清
水
　
宏
 

高
１６
　
釜
野
篤
実
 

高
１７
　
大
石
啓
子
 

高
１８
　
三
木
完
二
 

高
１８
　
鈴
木
晴
美
 

高
１９
　
高
津
章
史
 

高
１９
　
森
口
二
郎
 

高
２０
　
塩
見
一
仁
 

高
２０
　
湯
本
益
美
 

高
２１
　
熊
　
順
一
 

高
２２
　
小
川
佳
秀
 

高
２３
　
伝
馬
美
弘
 

  

高
２３
　
田
坂
京
子
 

高
２４
　
畑
中
康
之
 

高
２５
　
松
澤
敬
二
 

高
２６
　
野
村
重
之
 

高
２７
　
笹
田
教
彰
 

高
２８
　
中
才
敏
之
 

高
２９
　
田
中
友
輝
子
 

高
２９
　
松
原
と
も
子
 

高
３０
　
南
　
利
明
 

高
３０
　
寺
岡
眞
子
 

高
３１
　
大
野
昌
彦
 

高
３２
　
上
善
恒
雄
 

高
３３
　
堤
　
容
子
 

高
３３
　
明
石
敏
江
 

高
３４
　
橋
本
一
志
 

高
３５
　
横
路
貴
美
 

高
３６
　
中
嶋
謙
治
 

高
３７
　
川
西
宏
和
 

高
３８
　
北
　
伸
光
 

高
４０
　
植
田
素
行
 

高
４０
　
八
木
　
滋
 

高
４０
　
立
川
　
優
 

高
４１
　
戸
倉
信
昭
 

高
４２
　
井
上
雅
之
 

高
４２
　
森
本
さ
や
子
 

高
４３
　
木
村
芳
浩
 

高
４４
　
阪
本
真
司
 

高
４４
　
原
田
恵
子
 

高
４５
　
寺
農
　
聡
 

高
４５
　
米
岡
真
由
美
 

高
４６
　
榛
木
　
竜
 

高
４６
　
這
越
愛
子
 

高
４７
　
三
宅
隆
志
 

高
４７
　
新
　
光
世
 

高
４８
　
笹
田
　
淳
 

高
５０
　
岩
田
　
徹
 

高
５０
　
小
津
奈
々
絵
 

高
５２
　
善
積
司
行
 

高
５２
　
高
月
真
由
美
 

高
５３
　
阪
田
裕
亮
 

高
５３
　
高
田
直
子
 

高
５４
　
坂
口
修
一
 

高
５４
　
江
藤
真
理
亞
 

高
５５
　
辰
巳
知
里
 

高
５５
　
香
坂
基
行
 

高
５６
　
竹
田
理
愛
 

高
５７
　
江
尻
　
章
 

高
５７
　
野
山
和
純
 

高
５８
　
有
薗
公
輝
 

高
５８
　
野
坂
悠
乃
 

高
５９
　
柏
倉
寛
至
 

高
５９
　
中
村
和
子
 

高
６０
　
信
賀
哲
和
 

高
６０
　
井
上
彩
衣
 

高
６１
　
荒
木
翔
平
 

高
６１
　
高
田
梨
沙
 

高
６２
　
左
子
光
晴
 

高
６２
　
後
藤
未
佳
 

 



セミナーは清友会会員以外の方も参加できますので、 
お誘いあわせのうえ多数ご参加下さい。 

平成22年10月1日 （24） 府立清水谷高女・高校同窓会会報 

平成23年 2月19日（土） 
講　師　 仲宗根 信成 氏（高34回生）　 

　 演　題　「ねんきんと社会保険のお話し」　 

新 年 互 礼 会 

第6回 
フェスタ清友 

〈予算総会〉 

総会・懇親会 

第29回 
 公 開 セ ミ ナ ー 

会　場　ホテルグランヴィア大阪20階 
会　費　 10,000円 
締切り　平成22年12月24日（金） 

申込先　清友会事務局 

 

平成23年1月23日（日）PM　0:30～3:00

平成22年11月23日（火・祝） 
PM　1:00～4:10

清友会事務局　FAX番号が変わりました  
TEL 06-6768-4159  FAX 06-6770-5015 火･金曜日 10:00～16:00 

 

平成23年4月23日（土）PM　3：00～4：00 
会　場　 清水谷高校　　　　　　　 

「済美館」3階　　 

平成23年6月18日（土）PM　0：00～3：00 
　　　      総会後、懇親会を行います。 

会　場　　ホテルグランヴィア大阪20階 

会　費　　8,000円 
申込先　各学年代表まで 

〈決算総会と懇親会〉 

〈懇親会〉 

 
　講　師　 齋藤 秋子氏（高 7 回） 

 　　　　演　題　「ア・イ・ウ・エ・オと共に」 

 
薬業年金会館 
PM2：00～4：00

 清水谷高校　小体育館 
　詳しくはp.23をご覧下さい。 

同日　PM　4:30～6:30 

「かごの屋」（母校北向かい） 

平成22年11月27日（土） 
 

清友会行事のお知らせ 

事
務
局
だ
よ
り 

 　
今
号
は
創
立
１
１
０
周
年
記
念
事
業
、

公
益
法
人
制
度
改
革
の
記
事
を
増
ペ
ー
ジ

で
掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

　
―
深
め
る
絆
、
次
代
に
繋
ぐ
―
　
　
　

　
会
報
へ
の
ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
寄
せ

下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
F
）
 

 

¡
編
集
後
記
¡

◎
全
会
員
の
名
簿
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の

た
め
、
平
成
４
年
版
以
降
発
行
し
て
お
り
ま

せ
ん
。
各
回
生
で
名
簿
が
必
要
な
場
合
は
回

生
代
表
を
通
じ
て
原
簿
「
コ
ピ
ー
」
ま
た
は

「
宛
名
シ
ー
ル
」
を
頒
布
い
た
し
ま
す
。
そ

の
際
、
個
人
情
報
保
護
法
に
則
り
使
用
目
的

に
関
す
る
誓
約
書
の
提
出
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

　
住
所
・
氏
名
の
変
更
や
ご
逝
去
等
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
葉
書
又
は
F
A
X
・
Ｅ
メ
ー
ル

に
て
清
友
会
ま
た
は
回
生
代
表
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。
　 

◎
会
費
払
込
み
の
ご
案
内
　
　
　
　
　
　   

　
会
費
の
納
入
は
同
封
の
払
込
用
紙
で
お
願

　
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　 

　
郵
便
振
替
口
座
（
会
費
納
入
専
用
）
　
　

　
0
0
9
1
0
―
6
―
1
0
1
4
8
9
　 

　
　
　
　
「
同
窓
　
清
友
会
」
　
　
　
　 

◎
回
生
代
表
の
変
更
が
あ
れ
ば
、 

　
毎
年
六
月
末
ま
で
に
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

　
下
さ
い
。 

◎
同
窓
会
館
「
済
美
館
」
の
使
用
及
び
母
校  

　
校
舎
見
学
に
つ
い
て 

　
事
務
局
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。 

◎
事
務
局
へ
の
連
絡
、
お
問
い
合
わ
せ 

　
済
美
館
一
階
　
厚
見
姉
ま
で
。 

　
住
所
　
大
阪
市
天
王
寺
区
清
水
谷
町
２
―    

 
 
 
 
４４
（
〒
５
４
３
―
０
０
１
１
） 

    

　
　
　
清
水
谷
高
校
内
「
清
友
会
」
　 

 

個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て 

 プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー 

   

　
　
　
　
　
　（
個
人
情
報
保
護
方
針
） 

　
社
団
法
人
清
友
会
お
よ
び
同
窓
清
友

会
は
、
高
度
情
報
通
信
社
会
に
お
け
る

個
人
情
報
保
護
の
重
要
性
を
認
識
し
、

個
人
情
報
の
保
護
に
努
め
ま
す
。 

 

公開セミナー会場 

長堀通 

空堀通り商店街 

至天王寺 

至天満橋 

至
長
堀
橋
 

至
上
本
町
一
丁
目
 

谷町六丁目 
交差点 

車
専
用
地
下
道
 

 

近畿大阪銀行 

日建技術コンサルビル 

大阪市中央区谷町6丁目5-4 
TEL.06-6768-4451

・谷町6丁目交差点、近畿大阪銀行から南へ150ｍ 
・地下鉄谷町線「谷町6丁目」C階段④番口、すぐ 

デイリーヤマザキ 

トヨタレンタカー 

COSMOスタンド 

地下鉄2番出入口 地下鉄1番出入口 

地下鉄3番出入口 地下鉄4番出入口 

三井住友銀行 

薬業年金会館 
② 

④ 

① 

③ 

N

谷
町
筋
 

総会・懇親会会場 
新年互礼会会場 

・JR大阪駅内南側 

N

JR大阪駅改装工事中 
JR線 

大丸 

アクティ大阪 

ホテルグランヴィア大阪 御
堂
筋
 

四
ツ
橋
筋
 

地
下
鉄
四
ツ
橋
線
 

西
梅
田
駅
 

地
下
鉄
御
堂
筋
線
 

梅
田
駅
 

阪急百貨店 
（工事中） 

至なんば 至なんば 

ヨドバシ梅田 

工事中 

中央 
郵便局 

新しい年のはじめを 

お祝いいたしましょう。 

皆様お誘い合わせて 

ご参加下さい。 

 


